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　それは、この地にはびこる──幼い子どもだけがかかる流行はやり病だった。

　三日続いた高熱の後、視力を失う。薬をすぐに飲めば、視力は回復する。だがしかしその薬は平民には手が届かないほど、高価なものだった。まして、貧しい農民は望むことすらできなかった。




　だから、その病が猛もう威いをふるった年には多くの子が視力を失った。

（私も、永久に……見えなくなってしまうの？）

　ふらふらと歩きながら、少女は心の中で問いかける。神にか、それとも理り不ふ尽じんな運命にか。

　何も、見えない。闇やみに閉とざされた視界は恐おそろしかった。

　熱は下がったが視力を失っているため、外に出るなとは言われていた。しかし、ベッドでじっとなんてしていられなかった。

　手さぐりで、ぶつかりながら、転びながらも諦あきらめずにようやく目当ての場所に辿たどり着いた。

　そうだとわかったのは、香かおりのおかげである。黄こ金がね色いろに咲さき誇ほこるディスタの花。芳かぐわしく香る花が咲き乱れる野原は、少女の癒いやしの場所だった。

　農作業が辛つらくて体が悲鳴をあげた日、親にひどく𠮟しかられた日──いつも来ていた。

　今は夜ではないらしいけれど。広がるのは闇ばかりだから、日光の下で輝かがやく花は見えない。

「ううっ……」

　嗚お咽えつが、漏もれる。

　怖こわかった。このまま見えなくなってしまうことが、怖くてたまらなかった。




　泣き続けていると、馬の蹄ひづめの音が響ひびいた。誰だれかが、傍そばにある街かい道どうを走っているらしい。蹄の音は、少し離はなれたところで止まった。そして男性複数の話し声が響く。

　怒おこられるのだろうか、と少女は身を固くする。こんなきれいな花畑に立ち入ったことを咎とがめられたらどうしようと考えて、少女はうつむいた。

「君、どうしたんだい、そんなに泣いて」

　穏おだやかな男性の声がして、少女は気配で誰かが近付いたことを知った。顔は見えないけれど、さぞかし優やさしい表情をしているのだろうと察する。

「……目が」

「目？　……もしかして、流行り病……モルク病かい？」

「はい。もうすぐ、私の目は永遠に見えなくなる……」

　口に出すと益ます々ます哀かなしくて、また涙なみだが溢あふれそうになる。

「薬を飲めば、間に合うかい？」

「多分……」

「そうか。少し、ここで待っていてくれないか？　いいね、絶対だよ」

　言い含ふくめられて、少女は頷うなずく。

　どうせ家に帰る気もしないのだ。待つことは、苦ではなかった。

　芳しい香りを嗅かぎながら、しばしそのまま座っていると息を切らした人が近付いてきた。

「お待たせ。さあ──これを」

　先ほどの男性だ、と声で判断した時、手に何かを握にぎらされた。

「これは、何？」

「モルク病の薬だよ」

「そんな、高価なもの！」

「いいから、受け取ってほしい。君の目が治るよう、祈いのっているよ」

　ふわり、いい匂においがして額にやわらかな感かん触しよくが残された。

　キスされたのだ、と自覚して頬ほおが熱くなる。ただの祈りだと、わかっていても。

「家まで、送ろうか」

　男性はそう申し出てくれたが「将軍！　そんな暇ひまはありませんよ！」という声が遠くから飛んできた。

「もう時間がないんですから！」

「──全く。この子を送るぐらいの時間はあるだろう」

「ありません。むしろ遅ち刻こくしますよ！」

「やれやれ。君、大だい丈じよう夫ぶかい？　ひとりで帰れるかい？」

「だいじょうぶ。あり、がとうございます」

　ふふ、と男性は笑っていた。

「どういたしまして。じゃあ、いつかまた」

　少女は薬の袋ふくろを握り締しめ、遠ざかる足音をいつまでも聞いていた。
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　あの人がまた現れてくれないだろうか、と空むなしいことを願いながら、ソフィーは弟の額の上に載のせた布を取った。

　先ほど取り替かえたばかりなのに、もうぬるくなっている。

「ビョルン、頑がん張ばって」

　熱に苦しむ幼い弟は、ソフィーの言葉を耳にして呻うめいた。

（このままでは、視力を失ってしまう……）

　熱が出て二日目だ。あと一日で、熱が引くだろう。それから代わりのように視力がなくなる。

　見えなくなってから数日以内に、薬を手に入れなければならないのに、その術すべがない。

　ソフィーは、古ぼけた部屋を見回した。

　売るものなど、ほとんどない。ソフィーの家は貧しい小作農だ。更さらに、父親は早くに亡なくなっており、日々暮らすだけでも精せい一いつ杯ぱいな母子家庭だ。この家だって地主からの借り物で、贅ぜい沢たくなどしたこともない。

　あの時、彼が薬をくれなければ、ソフィーは確実に視力を失っていただろう。

「ビョルン……」

　十歳を超こえれば、モルク病にはかからないと皆みなが言っていた。ソフィーがかかったのも、九つの時だった。

　しかしビョルンは十歳になって既すでに六カ月ほど過ぎている。ビョルンは体が弱く、同年の子どもよりも小さかった。そのせいなのだろうか。

「ソフィー、看病代わるよ。少し休みな」

　後ろから母親が声をかけてきた。

　ソフィーは頷き、立ち上がる。とっくに日が昇のぼっているのに、朝食も食べずに看病に没ぼつ頭とうしていたのだった。

「母さん、お金借りれた？」

「……だめだったよ。地主さんとこも、余よ裕ゆうがないそうだ」

「──そう」

　想定していた答えだったが、ソフィーは深く落ち込んだ。

　自分は助かったのに、弟は失明してしまうのかと思うと辛くてたまらなかった。

　わかっている。この病にかかれば、裕福でなければ失明してしまう運命なのだと。

　ソフィーは幸運だっただけだ。

　どうしてお前だけが助かるのか、という怨えん嗟さの声が隣となり近きん所じよからの視線を通して伝わってきたものだ。

「私、町に行って髪かみを売ってくるわ。そのお金で、薬を買ってくる」

　編み上げた銀の髪を愛いとおしげに撫なでて、母に宣言する。瘦やせっぽちのソフィーにとって唯ゆい一いつ誇ほこれるものといえば、珍めずらしい色の髪の毛だけだった。

「お前の髪を……？　でも、せっかくきれいな髪なのに。お前も、大切にしてただろう」

「たかが髪の毛よ。すぐにのびるわ。じゃあ、行ってくる！」

　ソフィーは勢いよく家を飛び出し、野を駆かけた。この村から近くの町までは、歩いて数時間はかかってしまう。

　決断したものの、ソフィーは不安でたまらなかった。いくら自じ慢まんの髪の毛といえど、薬を買うに足りるものだろうかと。

（きっと、足りないわ）

　もし足りるなら、母がもっと早くに提案してくれていただろう。

（でも、薬屋さんにすがりついてでも売ってもらわなくちゃ）

　熱で呻く弟の姿を思い浮うかべて泣きそうになりながらも、ソフィーは苦しい息をこらえて走り続けた。
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「売れないよ」

　ようやく辿たどり着いて頼たのみ込んだのに、薬屋の答えは取り付く島もなかった。

「大体、髪は換かん金きんに時間がかかるんだ。自分でかつら屋に売ってから、金に換かえてきたらどうかね。もっとも──そんな洒落しやれた店は都にでも行かないとないか」

　店主の言うことは、もっともだった。だからこそソフィーは薬屋に真っ直すぐに飛び込み、交こう渉しようしたのだ。

「でも……お願いです。このままじゃ、弟が失明してしまいます」

「モルク病の薬は高価なんだ。その髪と引き換えに売ってたら、うちの商売あがったりだよ。帰った帰った」

「でも！」

「しつこいな！　売れないものは売れないって言ってるだろ！」

　すがりつこうとしたソフィーは店主にカウンター越ごしに突つき飛ばされ、尻しり餅もちをついた。

「体でも売ったらどうだ？　それから来いよ」

　にやにやと笑われ、ソフィーは唇くちびるを噛かみ締め立ち上がる。ふらつく足で店を出ると、曇どん天てんから雪が降ってきた。雪が鼻の先に落ちて溶とけた瞬しゆん間かん、滂ぼう沱だと涙なみだを流す。

　口に手を当てて声をこらえるが、我慢できずに嗚お咽えつが漏もれた。道行く人々は、そんなソフィーをうろんげに見ていた。

（ごめんね、ビョルン……あなたを助けてあげられない）

　しばらくそのまま佇たたずんでいたが、いつまでもこうしているわけにはいかない。何か手段を講じなくては、と考えながらソフィーはようやく意を決して歩き出したが、広場に差しかかったところで人だかりに気付いて足を止めた。

「名めい誉よある職業、ワルキューレになりたい者はいないか！」

　見れば、軍服を着た青年が三人立っており、張り紙を掲かかげて叫さけんでいる。彼らを取り囲む人々は、恐おそろしげに顔を見合わせているだけで、誰だれひとり進み出る様子はない。

「ワルキューレには、先さき払ばらいで高給が出るぞ！」

　その一言を聞いて、ソフィーは人をかき分け前に進んだ。最前列に出て、水色の目でまじまじと兵士たちを見つめる。

　反応がないことにうんざりしているのか、疲つかれた表情だった。その中のひとりがソフィーに気付いて、笑え顔がおを見せた。

「君、興味ある？」

「──ワルキューレって、何をするのですか？」

　まさか神話に出てくるワルキューレと同じことをするわけではあるまい、と思いながらソフィーはおずおずと尋たずねる。

「なに、戦地で兵士の手伝いをする仕事だよ。だから戦乙女ワルキユーレというんだ」

　兵士の説明に、群衆がざわついた。ひそひそ、と話し声が聞こえたが、何を言っているかまではわからない。

「本当に、高いお給料がもらえるんですか？」

「ああ、それはもう」

「モルク病の薬も買えますか？」

「……いくらぐらいするんだい？」

「千ジーゼルです」

　先ほど薬屋の店主から提示された値をそのまま口にすると、兵士はにこやかに笑った。

「余裕で買えるよ」

「本当ですか！　それでは、やります！」

「勇気のあるお嬢じようさんだ。それでは、契けい約やく成立ということで。そうと決まれば、すぐに出発したいのだが」

　急な話に、ソフィーは目を丸くする。

「あの、その前に──薬を買って弟に届けてやりたいんです」

「ああ、わかったよ。それじゃ、先に千ジーゼル渡わたしとくよ。給金の一部だから、残りは後ほど」

　兵士はソフィーに小こ袋ぶくろを渡した。

「ありがとうございます！」

　ソフィーは小袋を抱だき締しめるようにして、頭を下げた。

「届けたら、ここに戻もどってくるように」

「わかりました！」

　ソフィーは足取りも軽く薬屋へ走ろうとしたが、周りを取り囲む人々の視線に気付いて眉まゆをひそめた。

　皆みなが浮かべていたのは、何かを憐あわれむ表情でしかなかったから。

（どうして、あんな目で見るの……？）

　不思議に思いながらも、ソフィーは彼らの視線を無視して駆け出した。




　ソフィーは驚おどろく店主に銅貨の山を押しつけて、無事に薬を手に入れた。

　息を切らして、家に戻る。どうやって稼かせいだのか、という母の質問に答える前に、弟に薬を飲ませてやった。

「ううん、苦い……」

　液体を嚥えん下かした弟の額を撫でると、彼はすぐに眠ねむってしまった。

「ソフィー。あんた、質問に答えなさいよ」

「……うん。私ね、ワルキューレというものに応おう募ぼしたの。そしたら先払いで薬代をくれたのよ！」

　ソフィーは笑顔で報告したが、母の顔色は青ざめていった。

「あん、た……。ワルキューレが何か、知っているのかい？」

「戦場で兵士のお手伝いをするんでしょう？　もちろん危険だとは思うけど、私は悪運が強いから大だい丈じよう夫ぶ──」

「馬ば鹿かっ！」

　母が、強い力でソフィーの肩かたを掴つかんだ。母の蒼そう白はくな顔を見下ろして、ソフィーは首を傾かしげる。

「ワルキューレは、十割死ぬって言われてる職業だよ！　今すぐ断ってきなさい！」

　今度は、ソフィーが青ざめる番だった。

　十割、とはどういうことだろう。ワルキューレに志願した時、町人がソフィーに投げかけた憐れみの視線はそういうことか──と得心する。

「十割……？　でも、今いま更さら無理よ。もうお金使っちゃった」

「なら、一いつ旦たんどこかへ逃にげなさい！」

　ひゅう、と風の吹ふく音がした。ソフィーは母の肩越しに、誰かが入ってきたことを認めた。

　先ほどの、兵士たちだ。

「約束を違たがえては困りますね。後を付けてきて、よかった」

「こ、この子はワルキューレが何かも知らなかったんです！　どうかご慈じ悲ひを！」

「残念ですが」

　先頭の兵士が、すらりと剣けんを抜ぬいた。

「もう契約は成立してしまった。違えるつもりならば、相応の手段に出ねばなりません」

　ソフィーは咄とつ嗟さに、母とベッドの上の弟を庇かばうようにして一歩前に出た。

「せっかく助かった弟さんを、守りたいでしょう？」

　甘やかな笑顔にそぐわぬ、冷たい声だった。彼が命じれば、残りのふたりもすぐに襲おそいかかってきそうだ。

「それにね、ワルキューレになれば、ご家族にお金を送ってあげることもできますよ」

「……わかりました。逃げたりしません。一いつ緒しよに行きます」

「ソフィー！　あんた、何を言ってるのかわかっているのかい！」

（私が契約を交かわしたことは、覆くつがえせない事実。ここで抵てい抗こうすれば、母さんやビョルンも危ない。なら、私が大人しく行くことが唯ゆい一いつの解決法）

　素す早ばやく考えて、ソフィーは母親に笑いかける。

「大丈夫。私が悪運強いの、母さん知ってるでしょ。生き残って、ちゃんと帰ってくるから心配しないで」

　ソフィーは振ふり返らず、兵士たちに近付いた。

「なかなか見どころのありそうなお嬢さんですね。さあ、こちらへ」

　手を引かれて、ソフィーは歩き出す。

　泣き叫ぶ母の声を聞かないように耳を塞ふさぎたくても、できなかった。片方は手を取られていたし、もう片方は自分の目元に当てていたから。
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「私はニルスというんだ。君は？」

「ソフィー、です」

　率そつ先せんして話しかけてきたのは、ニルスと名乗る長ちよう髪はつの兵士だった。改めて観察すると、兵士とは思えないほど、剣よりはペンを握にぎって恋こい文ぶみを綴つづっていそうな、優美な青年だった。

　彼の優やさしげな風ふう貌ぼうのせいか、気が緩ゆるんでソフィーの目から涙が零こぼれ落ちた。

「ソフィー？　どうしたんだい」

「母さんが、ワルキューレは十割死ぬ職業だって言ってたこと、思い出してしまって……」

　母と弟の前では、ソフィーは毅き然ぜんとしていた。いや、しようとした。ソフィーが泣けば、家族がもっと心配するとわかっていたからだ。

　その時に我が慢まんしていた涙なみだまでもが溢あふれ出ようとするかのように、手の甲こうで拭ぬぐっても拭っても涙が流れて止まってくれなかった。

「……十割は、大げさな噂うわさだ。信じないように」

　ニルスは苦く笑しようして手しゆ巾きんを差し出しながら、ソフィーをなだめた。

　ソフィーはそれを有り難がたく受け取って、涙を拭う。気を逸そらせようとしてくれたのか、ニルスは話題を変えた。

「ベルンハルド将軍のことは知ってる？」

「いいえ」

「まあ、ワルキューレのことも知らなかったぐらいだからね。今から、そのベルンハルド将軍のところに行くんだ」

「場所は……？」

「シュオム王国との国境──前線だよ」

　シュオムはレンマールと南の国境を接する国であった。

　南でずっと戦いくさが続いていたことは知っていたが、北の寒村に住んでいたソフィーは戦の知識には乏とぼしかった。

「一年前に開戦してから、我が軍は苦戦を強しいられている。なかなか決着がつかなくてね」

（それほど、危険なのね）

　ぐっと拳こぶしを握り締める。しかし、どれだけ嫌いやがってももう逃げられないのだ。抵抗する気も起こらなかった。

　いつの間にか涙も止まっていて、ソフィーは手巾を膝ひざの上に置いた。

「その手巾はあげるから。好きに使ってね」

　ニルスの言葉に、ソフィーは「ありがとうございます」と礼を述べて軽く頷うなずいた。涙で濡ぬれそぼった手巾を返されても迷めい惑わくだと思ったのか、それとも単純な親切心なのか。後者であってほしかった。

「戦場に向かう前に、神しん殿でんに寄るからね」

　戦場。その言葉が、脳内で重く響ひびく。戦場に出ることなど、一生ないと思っていた。

（死後、ヴァルハラに行けるのかもしれない……）

　ヴァルハラは、神の世界アースガルズに存在する主神オーデインの館やかたである。かつては戦場で命を落とした者しか行けないと言われていたが、最近では戦場で手て柄がらを立てればどんな死に方をしてもヴァルハラに行ける……と神官たちはこぞって言っている。ヴァルハラに行きたいがために、死ににいくような戦い方をする戦士が相次いだせいで神官が一計を案じたという噂だが、真しん偽ぎのほどはわからない。本当に神しん託たくがあったのかもしれない。

　ソフィーは自分が死ぬとしたら、病気や老ろう衰すいだと思っていた。そういう死に方をした場合は冥界ニヴルヘルに行くとされていた。冥界は居い心地ごこちがよくないと母に教えられて、子ども心に嫌だと思ったことを覚えている。

「大丈夫かい？」

　ニルスに声をかけられ、ソフィーは我われに返った。

「……すみません。先に、神殿に行くんですよね」

「ああ。そこで君は、ワルキューレになるんだ」
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　神殿では、魔ま術じゆつ師しが待っていた。

　すぐにわかったのは、彼が魔術師しか着用を許されていない、国の紋もん章しようが縫ぬい付けられた黒いローブを着ていたからだ。

「新しいワルキューレ候補だ。ワルキューレ生成の魔術を頼たのむ」

「わかった。……お嬢じようさん、はじめまして」

「はじめ、まして……」

　挨あい拶さつをしてくれた魔術師は、温和な表情をした青年だった。

　魔術師に会うのは、これが二度目だ。数年に一度、魔術師調査団はレンマール全土を回って魔術の素養のある子どもを探しにいく。対象年ねん齢れいは十歳から十四歳までだ。故郷の村に来たのは、ソフィーが十二歳の時だった。ソフィーには魔術の素養がないと判明して、がっかりしたが、魔術師は集めた村の子どもに色々な話をしてくれて、簡単な魔術も見せてくれた。今となっては、楽しかった思い出のひとつになっている。

　魔術師になるには魔術の素養が必ひつ須すで、更さらにその素養を高めるべく都に一つしかない魔術学校で魔術の式や理を猛もう勉べん強きようしなくてはならないのだということも、その時に教わった。

　いわば、魔術師とは選ばれし者。王族とまで言わなくても、貴族ぐらいには会い難い存在なのだ。

　ソフィーが調査を受けた時は、村から男の子がひとり魔術の素養ありとされて連れていかれた。その子の両親はたいそう喜んでいた。庶しよ民みんが貴族に並ぶほどの高位の存在になれるとすれば、魔術師ぐらいだからだ。更に魔術学校の学費は国費でまかなわれるから、親は負担しなくてもいい。それほど、魔術の素養を持つ者は希少で、かつ需じゆ要ようがある。

　この無害そうな青年も、普ふ段だんなら口も利きけないぐらい遠い存在だ。それだけ、ワルキューレとは重要な役目なのだろうか。

「あの──これから、何をするんですか？」

「ワルキューレになるために、術をかけるんだよ。ああ、あと魔術をかける前に、神官の祝詞のりとを授さずけられるからね。まあ、儀ぎ式しきだと思って」

　そうですか、とソフィーは頷く。

「この石の台に横たわって」

　示された石の台の側面には、神々の姿が彫ほり込まれていた。全能の主神オーデイン、雷神トール、豊穣の女神フレイヤ──。そして──戦乙女ワルキユーレ。戦場を駆かけて、戦士の魂たましいをヴァルハラに送る乙女おとめたち。彼女たちの名前を取った職業とは、一体どんなものなのだろう。十割死ぬ、というのは本当なのだろうか。

　つらつら考えながら、ソフィーはそっと石の台に乗り、横たわる。背中が冷たい。

　白い服をまとった神官がゆっくりと、ソフィーに近付いてきた。朗々とした声で、祝詞を唱える。古語なので、古語を勉強したことのないソフィーには、祝詞の意味はよくわからなかった。だが、不思議と神聖な気持ちになる。韻いん律りつを考えて作られたのであろう祝詞の響きは、耳に心地よい。

　段々と眠ねむくなってきてしまい、目を閉じる。そして、ソフィーは次の瞬しゆん間かん、悲鳴をあげた。

　かっと見開いた目で、痛みの走った部位を見やる。手首に、長い針が突つき刺ささっていた。

「ごめんね。でも、魔術に必要なんだ。我慢して」

　針を刺したのは、魔術師らしい。彼はすまなそうに笑った。

　彼は回り込み、もう片方のソフィーの手首にも針を突き刺す。また悲鳴をあげ、いつの間にか祝詞が終わっていることに気付く。

　魔術師は、呪じゆ文もんを唱えだした。これもまた古語なのだろうが、魔術に使われるのは主神オーデインが操あやつったとされる神代の言葉だ。先ほどの祝詞よりいっそう古いその言葉は不気味な韻律をともない、恐きよう怖ふを呼び起こした。

　呪文のせいか、針が微び振しん動どうする。肉を抉えぐられる痛みに唇くちびるを噛かみ、叫さけびをこらえる。

　先ほどの祝詞を聞いていた時とは反対だ。不快で、辛つらい。目をつむると、底知れぬ闇やみが見えた。闇は薄うすれるどころか、段々と濃こさを増していく。

　知らない単語の羅ら列れつのなか、「ドゥーレン」とだけ、聞き取れた。よく似た響きの単語を知っている。それは──「死」。

　急速に、力が失われていく心地がする。そのままソフィーは意識を手放した。




　目覚めたソフィーは、傍かたわらで神官と魔術師が話していることに気付いた。ソフィーはまだ、石台の上だ。意識を失ってから、そう時間が経たっていないのかもしれない。

　ソフィーが起き上がると、魔術師と神官は跪ひざまずいて頭を下げた。高位の存在に礼をされることに驚おどろき、ソフィーは体を強こわ張ばらせる。

「儀式と魔術は成功です。これであなたは、ワルキューレとなりました。レンマールを救うため、ご尽じん力りよくください。ご武運を」

　魔術師がそう説明した後、神官が続けた。

「ワルキューレには、女性しかなれません。我らがレンマールの戦士を守り、ひいてはレンマール国民を守る、尊い職業です。ワルキューレになると決めたあなたの覚かく悟ごと勇気に、神の国アースガルズにおわします神々も心を打たれることでしょう。勇ゆう敢かんに戦えば、ヴァルハラ行きが約束されます。それを胸に、恐おそれずに戦ってください。あなたに神々のご加護がありますように」

　そんな言葉を他人ひと事ごとのように聞いて、ソフィーは呆ぼう然ぜんと「……はい」と呟つぶやいた。




　　　　[image: くぎり]




　時間がない、と言われてソフィーはまた馬車に乗せられた。不思議と、疲つかれてはいなかった。

（……と、いうより）

　馬車に設しつらえられた窓から夜空を眺ながめ、ソフィーは息をつく。

　目覚めた後、明らかに感覚が変わっていた。まるで、薄皮一枚隔へだてた向こうに世界があるような、そんな感覚だ。

　そう、まるで──この世が、遠くなってしまったような。

　ソフィーは手首に目をやった。ざっくりと刺さっている針は、先ほど見た時のような鉄の針ではなくなっていた。青白く輝かがやく、光の針。物質そのものが変わったのだろうか。刺された時のように、痛くはなかった。手首に、よく馴な染じむ。壁かべに当たっても、針は壁をすり抜ぬけてしまう。どうやら、この世の物質ではないらしい。

「不思議かな？」

　声をかけられ、正面を見るとニルスが泰たい然ぜんと微笑ほほえんでいた。

「……はい」

「すまなかったね。詳しよう細さいは儀式の後で教えるように、という指示だったから。びっくりしただろう。痛かった？」

「そうですね……」

　ソフィーは、苦労して言葉を紡つむぐ。どうも、喋しやべる感覚も以前と違ちがい、もっと力が要いるようだ。きっと今の自分は無表情だろう。

「ワルキューレってのはね、半分死んだ状態なんだよ」

　ニルスの言葉に対する驚きも、鈍にぶくやってきた。

「ワルキューレって、一体何をするのですか？」

「……実は、我が国レンマールが戦っているシュオム王国は、特とく殊しゆな兵士というか兵器を使っているんだ。私たちは彼らを、『死神』と呼ぶ」

　死神、と反復してソフィーは首を傾かしげる。

　ようやく、感覚が掴つかめてきた。以前と同じように、とはいかないが人並みに反応できているはずだ。

「彼らは目に見えないが、確実にこちらの戦士を屠ほふっていく。そのため、対たい抗こう手段として編み出されたのが、女性を特殊な体質に作り替かえる魔ま術じゆつだ。死の世界に近付いた女性たちは、死神を目視することができる。更に、光の弓矢を使って死神を仕留めることができるんだ。その女性たちは──ワルキューレと名付けられた」

　ニルスの説明に、ソフィーはゆっくり瞬まばたきを繰くり返し、質問を投じた。

「死神って、どんな姿をしているのですか？」

「黒衣をまとった白骨らしい。その手には鎌かまがある」

　正に、小さい頃ころに母親から語り聞かされた死神のかたちだ──。

「だがもちろん、向こうも対抗してきた。元々、向こうは普通の戦士も連れていたんだけどね。ワルキューレは死神に対して強くても、普通の戦士に対しては弱いんだ。元は、普通の女性だし、体は武器による攻こう撃げきを受けてしまうからね。だから戦士たちは、ワルキューレをまず狙ねらう」

　なるほど、とソフィーは脳のう裏りにその図を思い描えがこうとした。

　死神と呼ばれるもの、こちらの戦士、ワルキューレ、そしてあちらの戦士──。

　こちらの思考を見み透すかしたかのように、ニルスは淡あわく笑えむ。

「そう。戦士は戦士から、ワルキューレを守る。ワルキューレは死神から戦士を守る。互たがいに守り合うため、ワルキューレは戦士と組むんだ」

「戦士の数だけ、ワルキューレがいるということですか？」

「いや、残念ながらそうではない。ワルキューレの数は依い然ぜん足りていないため、小隊長以上に付けられることになっている」

　きっとそれは、ワルキューレの方が、おびただしく死んでいくからだろう。

　母が「十割死ぬ」と言っていたことを思い出し、ソフィーはうつむいた。

「魔術で、死神に対抗はできないのですか？」

「できるよ。だけど、高等な魔術が必要だし、そもそも魔術師の数が少なすぎて戦争には出せないんだ。だから、ワルキューレが必要になってくる」

　ニルスはソフィーの疑問に対し、丁てい寧ねいに解説してくれた。

　ふと眠ねむ気けを感じて指で目をこすったソフィーを、彼は興味深そうに見やってきた。

「……あの、どうかしたのですか？」

「いや……実は、魔術師が言ってたんだ。今までの女性と違って、君は死の魔術にかなり馴染みやすかったと。何か、心当たりは？」

　どういうことだろう、と首を傾げながらもソフィーは記き憶おくを手た繰ぐる。

「これまで魔術師に会ったのは調査の時だけで……死の魔術なんて、聞いたことすら……」

「そうか。……理由はともかく、君は強いワルキューレになれる可能性がある。本当は、もう少し女性を集めてから戦場に行こうかと思っていたんだが、このまま直行することに決めたんだよ」

　そこでニルスはソフィーの眠たげな様子に気付いたらしく、苦く笑しようしていた。

「……話はこのくらいにしておこうか。君も、疲れたろう。少し、寝ねなさい」

　ニルスに促うながされ、ソフィーは目を閉じた。

　不安が押し寄せてきたので、母と弟の姿を思い浮うかべる。

　死亡率十割。ただの噂うわさであっても、噂になるほど危険な職業。恐ろしくないわけではない。しかし、ソフィーはもう戦場に向かうしかなかった。

（大だい丈じよう夫ぶ。私は、帰れる。……たとえ本当に十割だったとしても、初めての例外になればいい）

　幼い頃から、母に「あんたは頑がん固こだね」と呆あきれられていた。その性格を活いかして、戦場でも諦あきらめずに戦おう……そう決めると、ようやく眠気が不安に打ち勝ち始めた。

　馬の蹄ひづめの音、車輪の回る音に耳を傾かたむけながら、ソフィーは浅い眠りに身を委ゆだねた。
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　目的地の戦場に着くまで、途と中ちゆう休きゆう憩けいを挟はさみながら丸二日はかかった。

　馬車から降りたソフィーは、薄うす青あおい空を見上げる。ここはソフィーの住んでいた村よりずっと南にあるはずだが、ちっとも暖かくなかった。レンマールは、凍いてつく寒さに覆おおわれた国だ。ましてや、今は晩秋。真冬ほどではないが、冷え込む季節ではあった。

　前を行くニルスに続き、ソフィーはさくさくと雪を踏ふんで歩く。

　レンマール軍の野営地には、どこか荒すさんだ空気が漂ただよっていた。

　憔しよう悴すいしきった表情の兵士たちが、ソフィーをちらりと見ていく。

　他ほかのワルキューレはどこにいるのだろう、と考えながらソフィーは天幕の間を縫ぬって歩く。

「──ここだ、ソフィー」

　ニルスは、一ひと際きわ大きな天幕の前で足を止めた。天幕の入り口である布を引っ張り、中を覗のぞいている。

「将軍。連れてきました」

　一声かけてから、彼はソフィーを振ふり返る。

「どうぞ、先に入って」

「はい……」

　ソフィーは天幕の中に入った。中は、さすがに暖かい。温められた空気を吸ってホッとしながら、ソフィーは目の前で椅い子すに座る人物を認めた。

　彼は、厳しい視線でソフィーをねめつける。

　肩かたまでのばされた、青みを帯びた黒い髪かみ。深い、青の目。高い鼻に、意志の強さを感じさせる引き結ばれた薄紅色の唇くちびる。端たん麗れいな顔立ちだが、女性的な印象はない。

　彼が──レンマール王国軍将軍、イェンス・ベルンハルド。

　平民が兵士になることもできるが、将校になるには貴族の血統が必要だ。将軍まで上り詰つめた彼はもちろん、貴族だろう。眼光が鋭するどいのに反して、どこか品を漂わせているのは、育ちによるものだろうか。村や町で見かける若者よりずっと、洗練されて見えた。彼のまとう空気は戦士らしく凜りん然ぜんとしていたが、粗そ野やさは全くない。

「……新しい、ワルキューレか」

　将軍はゆっくりと立ち上がった。ソフィーは、目を見開く。思っていた以上に背が高い。瘦やせてはいるものの、上背だけはあるソフィーでも、見上げないといけないほど背の高い男性だった。

「はい。将軍付きのワルキューレを、一刻も早く連れてくるために急ぎました。しかも、彼女は今までのワルキューレとは違います。魔術師が、彼女は驚おどろくほど死の魔術に馴染みやすかったと証言していました。こんなことは初めてなので未知数ですが、強いワルキューレになる可能性を秘ひめています。あなたのワルキューレに、ぴったりでしょう？」

　ニルスの言葉に、イェンスは眉まゆをひそめる。

「私に専属ワルキューレは要いらないと言っただろう。臨機応変に、どこかの小隊に交じるさ」

「あのね、イェンス様。これまではたまたま、あなたは死神の攻撃をかわしていましたが、危険すぎます。あなたはレンマール軍の頭なのだから、専属ワルキューレを付けるのは当たり前です。死んでもらっては困るんですよ」

　ニルスは、堂々とイェンスにまくしたてている。

「たまたま、ではない。私は死神の気配を感知できるんだ」

「はいはい。でも、見えるわけではないでしょう。とにかく、新しいワルキューレと親交を深めてください。それでは、儀ぎ式しきのための魔術師を呼んできますから」

　ニルスは再びまくしたてると、さっさと天幕から出ていってしまった。後には、途方にくれたソフィーと、難しい表情のイェンスが残される。

「私、頑張ります。よろしくお願いします」

　無難な挨あい拶さつをして頭を下げ、そのままの姿勢で待っていると「名は？」と声が降ってきた。

　顔を上げ、「ソフィー・ヤンセンです」と名乗ると、イェンスは手を差し出した。

「既すでに聞いているかもしれないが、私からも名乗っておこう。私はイェンス・ベルンハルド。君と組むのは気が進まないが、とりあえず──よろしく」

　ソフィーはどう答えていいものやら、と思案しながら彼の手を握にぎった。

　初対面なのに、随ずい分ぶん嫌きらわれてしまっているようだ──と考え、ソフィーは不安を覚えたのだった。

「失礼します、将軍。魔ま術じゆつ師しを連れてきました」

　ニルスは、魔術師を伴ともなって帰ってきた。

　戸と惑まどうソフィーに構わず、魔術師はイェンスとソフィーに向き合うようにと指示を出し、近くに立つ。

「あの……一体、何をするのですか……？」

「戦士とワルキューレは、守り守られの関係になる。戦士は敵の戦士からワルキューレを守り、ワルキューレは死神から戦士を守る。互たがいに命を預け合う、と言ってもいい。そのため、絆きずなが重要視される。今から行う儀式は、その絆を構築するための……形式的なものだ」

　イェンスから説明を受けて、ソフィーは眉をひそめた。

「彼女はソフィーだ」

「了りよう解かいしました」

　魔術師はイェンスにソフィーの名前を聞いてから、ソフィーに利きき手を尋たずねた。右手だと答えると、その手を取って呪じゆ文もんを唱えながら、指で手の甲こうに角張った黒い文字を描えがいていく。

「互いの名前の頭かしら文も字じを、刻む決まりになっています。これが、将軍の名前の頭文字に当たるルーン文字です」

　ソフィーの手を放し、次いで魔術師はイェンスの右手を取って。先ほどと同様にルーン文字を刻んでいく。

　そして魔術師は、ソフィーの耳に誓せい約やくの言葉を囁ささやいた。

　ソフィーが頷うなずくと同時に、イェンスは手の甲を掲かかげて凜とした声で告げた。

「私は剣けんをもって、私のワルキューレを守る」

　その様に見とれていると、ニルスに「ソフィーさんも」と促うながされてしまったので、ソフィーも慌あわてて右の手の甲をイェンスに見せる。

「わ、私は光の矢をもって、私の戦士を守る！」

　言葉がつかえてしまった上に大声になったのが恥はずかしくて、頬ほおが熱くなる。だがイェンスは気にした様子もなく手を下ろしたので、ソフィーも慌てて彼にならった。

「新しい戦士とワルキューレの対ついに、主神オーデインをはじめとする、神々のご加護がありますように」

　魔術師の宣言と共に、儀式は終わった。次いで、彼はソフィーに向かって説明を始めた。

「互いの手の甲に、頭文字のルーン文字を刻む。これを、戦士とワルキューレの絆の儀式と呼びます。この文字は互いの魂たましいに刻まれます。どちらかが死すと魔術が発動し、燃え尽つきる命を媒ばい介かいとし、もう片方の身体能力を一時的に──十分程度、およそ三倍向上させます」
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　説明を聞き、ソフィーは眉をひそめた。片方が死ぬと発動する魔術。聞いても、実感が湧わかなかった。

「一日一回、この文字同士を擦こすり合わせてください。何日も接していないと、文字は消えますので。……それでは、私はこれで」

　魔術師は一礼し、ニルスと共に天幕から出ていった。

　ソフィーは右手の甲に刻まれたばかりの文字をまじまじと見下ろした後、イェンスを見たが、彼は既に机に広げてある地図を眺ながめていた。

（上手うまく、やっていけるのかしら）

　不安でたまらなくなって、ソフィーは左手でルーン文字を覆った。




　そのままソフィーが所在なく佇たたずんでいると、イェンスは部下に呼ばれ、天幕を出ていってしまった。ソフィーに「そこでしばらく休んでおけ」と言い残して。

　おずおずとイェンスの座っていた椅子に座り、天幕の中を見み渡わたす。さすが将軍の仮住まいと言うべきか。天幕の中は広い。調度品も一通り揃そろえられており、床ゆかには絨じゆう毯たんが敷しかれていた。

　絨毯を靴くつで踏んでも汚よごれないのは、魔術がかけられているからだろう。凍こごえた大地から人を守るため、天幕内には魔術をかけてあるとニルスは言っていた。

　ふとソフィーは、ベッドが二つあることに気付く。一方は大きなベッド。その反対側にあるのが、小さめのベッドだった。

（将軍以外にも、誰だれかここで寝ね泊とまりしているのかしら）

　そう考えた時、天幕の中に誰かが入ってきた。イェンスではなく、ニルスだ。

「やあ、ソフィー。将軍はしばらく戻もどらないようだ。先に、君の住まいに案内するよ」

「は、はい！」

　ソフィーは勢いよく立ち上がり、ニルスと共に天幕を出た。

　ニルスが案内してくれたのは、大きな天幕だった。

「ここが、ワルキューレの住まいだ。中に、ローネという女性がいる。彼女はワルキューレになって長いから、指導役にぴったりだ。彼女に、色々教えてもらって」

「はい、ありがとうございます」

「いえいえ。では、私も用事があるからまたね」

　ニルスはソフィーに笑いかけ、立ち去った。

　彼の背を見送ってから、ソフィーは「失礼します」と断って入り口の布を退どけ、天幕の中に入る。

「……おや。あんたが、新入りかい」

　中で、床の上にしどけなく座っていた女性が、立ち上がる。天幕の中にはベッドがたくさんあったが、ここにいるのは彼女ひとりだけのようだった。

「はじめまして、ソフィーです」

「ソフィーね。あたしはローネだ。よろしくね」

　ふたりは名乗り合い、握あく手しゆを交かわした。

　ソフィーはまじまじと、目の前の女性を見やった。

　いまいち年ねん齢れいがわからないが、二十代半ばといったところだろうか。黒い癖くせっ毛を結ゆい上げて、青いリボンで結んでいる。目は緑だった。笑え顔がおはどこか気だるげだ。

「ワルキューレの力の使い方を教えるよ。外に出ようか」

　はい、と頷いてローネの背を追う。ふたりは野営地の中の広場に向かった。剣の素す振ぶりをしている兵士がいるだけで、女性の姿はない。

「他ほかのワルキューレは、どこに？」

　気になって尋ねると、ローネは肩かたをすくめた。

「さあ。いちゃついてるんじゃない？」

　いちゃついてる？　と反復したが、ローネはそれを聞き流して、ソフィーに向き直る。

「ワルキューレはね、弓矢で戦うんだ」

「ワルキューレなのに、弓矢で？」

「ん？　ああ、そうそう。神話や伝説に出てくるワルキューレは、槍やり持ってるもんね。あたしもよく知らないんだけど、魔術的に武器を槍にするのは難しかったとか」

「そうなんですか……」

「うん。それに、槍より弓のが狙ねらいつけやすいだろ？　槍も投げられるけど……」

　ローネはそれ以上は知らない、とばかりに肩をすくめていた。

「ま、あたしたちは神話のワルキューレじゃない。言い方は悪いけど、人造のワルキューレだからね」

　人造、と言いながらもローネの言葉に皮肉は滲にじんでいなかった。

「弓と矢の出し方は──ええと、手首に力を入れて願うんだ。この、あたしたちの手首に刺ささった光の針が、ワルキューレの力の源だからね。戦いくさの力を我われに、と唱えて。慣れたら、唱えなくても弓矢が現れるようになるよ」

「……戦の力を、我に」

　ソフィーは両手を掲げ、唱えた。ぐっと両手に力をこめる。すると──驚おどろいたことに、右手に矢が、左手に弓が現れていた。光でできたような、その不思議な弓矢に見とれて気付くのが遅おくれたが、手首の針がなくなっている。どうやら、光の針が変形して光の弓矢となるようだ。

「お、早さつ速そくできたね。それで、戦場で死神を見つけたら、射るんだよ。普ふ通つうの弓と違ちがって重くないし、光の矢は呼べば返ってくる」

　説明を聞いて、ソフィーは何度も頷く。通常の弓矢と違うようだが、ソフィーは今まで弓矢など触さわったこともなかった。

「でも、コントロールが必要だからね。あそこに練習場があるから、練習するといい。その弓矢は使えば使うほど、気力を消しよう耗もうするから、練習しすぎないように気を付けてね」

　ローネが示した先には、立てられた丸太がいくつも並んでいた。ソフィーは歩き、丸太に近付く。

「そんな近付いたら、練習にならないよ。もっと遠くから」

「……は、はい」

　恥ずかしさに頬を赤らめながら、ソフィーは距きよ離りを取る。そして、矢をつがえる。ぱん、と小気味いい音と共に矢は、狙っていた丸太──の隣となりの丸太に刺さった。

「……外しました」

「最初は仕方ないよ！　まあまあ、何度か射てみな。今日はここに来たばかりで疲つかれたろうから、まずは十回ぐらいにしときな。そのうち、当たるようになっていくさ。数をこなしていけばね」

　ローネに慰なぐさめられ、ソフィーは頷く。矢よ戻ってこい、と思っただけで矢は手の中に返ってきた。持ち主に刺さる、ということはないようだ。

　まじまじと矢を見つめるソフィーに気付いたのか、ローネはからからと笑う。

「大だい丈じよう夫ぶ。光の矢は、人間には刺さらないからね。というか、普通の物質には刺さらないんだ。その丸太には魔ま術じゆつをかけてあるから、刺さるだけ」

　なるほど、と頷いてソフィーはまた矢をつがえた。

　ローネの助言通り、十回矢を射た。しかし、当たったのは一回だけ。しかもギリギリ刺さった、ぐらいのきわどいものだった。

　最初でそれなら上出来、とローネは慰めてくれたが、ソフィーの気は晴れなかった。

「そろそろ帰ろうか」

　ローネに促うながされ、ソフィーは歩き出す。もう日が暮れ始めている。夕ゆう陽ひが、雪を金色に染めていく。

　歩いている最中、兵士とすれ違った。皆みな、一様に暗い顔をしている。戦せん況きようが、よくないのだろうか。

　彼らは皆、薄うす青あおいロングコートをまとっていた。昔は重い鎧よろいを着て戦っていたらしいが、現代ではロングコートに魔術をかけて戦せん闘とう服とするそうだ。魔術を帯びたコートは何度かの剣けん戟げきを防ぎ、寒さからも戦士を守ってくれる。頭は一見無防備に見えるが、コートにかけられた魔術は全身をあまねく覆おおっている。

　この魔術技術は当初、レンマールが他国を席せつ巻けんしていた。身軽で防備も完かん璧ぺきな戦闘服は、他国の戦士を恐おそれさせたらしい。だが、段々と他国もこの技術を取り入れ始めた。レンマールと今現在交戦中のシュオム王国は、真っ先に模も倣ほうをしたという。

　ニルスは馬車の中で、「死神の攻こう撃げきは、魔術でも防げない」と語っていた。死神が戦士を狙えば、確実に命を取られてしまう。──ワルキューレが、死神を倒たおさなければ。

　つらつら考え、ソフィーは身み震ぶるいした。

（まさか私が、将軍付きになるなんて）

　レンマール軍を預かる、総司令官。彼を守る役割──それは、凄すさまじい重責だった。

「ソフィー。夕飯が始まったようだよ。食事もらってから、天幕に戻ろう」

　ローネの声で我に返り、ソフィーは小さく頷うなずいた。




　ソフィーとローネが天幕に戻ると、既すでに中ではたくさんの女性が食事を始めていた。

「おや、みんな戻ったかい。この子が新入りのソフィーだよ。みんな、よろしくね」

　ローネに紹しよう介かいされて、ソフィーは「よろしくお願いします」と大きな声で挨あい拶さつする。

　どうも、よろしく、と口々に言うのが聞こえる。

　ソフィーとローネは入り口付近の端はしの方に座り、食べ始めた。

　他のワルキューレたちは、時々話して笑っていた。女所帯にしては静かな方なのだろう。

「あんたも、輪に入りたいなら入るといいよ」

　ローネにあっけらかんと言われ、ソフィーは戸と惑まどう。

「ローネさんは？」

「あたしは……あんまり、よく思われてないからね」

　ローネが声をひそめたので、ソフィーは首を傾かしげた。

「──まあ、先に話しとくか。どうせ他の子が言うだろうからね。あたしは、元娼しよう婦ふだったんだ。そういうわけで、軽けい蔑べつされがちなんだ」

　ローネは淡たん々たんと言って、器うつわを持ち上げ、スープを啜すする。

　驚いて、ソフィーは目をまたたかせる。どう答えれば彼女を傷つけないかと言葉を探さぐっていると、ローネは苦く笑しようした。

「あーごめんね。困らせちゃったか。……いいんだよ、別に。あたしはひとりでも平気な性質たちだからさ」

「いえ、私は──ここが、いいです」

　ソフィーは小さく、だが、はっきりと主張した。

「そうかい……。ありがとね」

「いえ──。あの、どうしてワルキューレに？　志願ですか？」

「ん？　うん。仕事に疲れてた時に、募ぼ集しゆうを見てね。十割死ぬって噂うわさに、怖おじ気づきもしたけど」

　ローネは器を置いて、ふうっと息をつく。

「死んでも英えい雄ゆう扱あつかいされるなら上等じゃん、って思ってね。娼婦なんか、死んでも嘲あざ笑わらわれるだけさ。適当に山に捨てられるのがオチ。ああ娼婦の死体か、って笑われるのも嫌いやでさ。……ワルキューレの報ほう酬しゆうで借金も返せたし、悪くないと思ってるよ」

　どう答えていいかわからず、ソフィーはそっと温かいスープを口に含ふくむ。

「あんたは、どうしてワルキューレに？」

　ローネに問われ、ソフィーは弟の薬のために金が必要だったのだと語った。

「みんな、色々事情があるようだねえ。最初の方は、栄えい誉よあるお仕事だって言われて、応募も多かったらしいが──死亡率の高さに、尻しり込ごみする子が多くて、今は半ば無む理り矢や理り集めてきてる状況みたいだね」

　そういえば、と町の広場で声をからしてワルキューレを集めていた人たちを思い出す。

「ニルス様も、大変そうでした」

「ああ、ニルス様か。招集係は、大変だ。あんた連れてきたから、また町に行くんだろうね」

　ローネは心底気の毒そうに、眉まゆをひそめた。

　ソフィーがゆっくりパンを千切って口に運んでいると、ローネの背後をワルキューレたちが通り過ぎて天幕の外に出ていった。気が付けば、ローネとソフィー以外誰だれもいなくなってしまった。

　少し経たてば帰ってくるかと思ったが、一向に帰ってこない。そうこうしている内に、ソフィーも食べ終わってしまう。

「みんな、どこに行ったんです？」

　ソフィーの質問に、ローネは肩かたをすくめる。

「将校のところだろう」

「え、どうして」

「いいかい、将校はワルキューレと組んで戦う。死と隣となり合わせの戦場で、力を合わせるんだ。そういう状況になったら、人間ってのは恋こいに落ちやすいのさ」

　思わず、「……恋」と反復してしまう。きょとんとしたソフィーの顔がおかしかったのか、ローネは声を立てて笑った。

「まあ、元々はワルキューレは将校が守ってやるべき、って理論で同じ天幕で寝ね泊とまりしてたんだ。そういう状況なら、なおさら恋は生まれやすいよね？　しばらく経ってから、将軍が風紀の乱れはまずいと思ったのか、別々の天幕で寝るように、って通達出したけど誰も聞きやしない」

　納なつ得とくしながら、ソフィーはイェンスの天幕にあった小さめのベッドの存在を思い出した。あれにきっと、ワルキューレが眠ねむっていたのだ。

　ソフィーの前任者。ソフィーに代わったということは、彼女は亡なくなったのだろう。

（イェンス様は、その子と恋に落ちたのかしら）

　だから、代役のように現れたソフィーが気に入らないのだろうか。

　考え始めると止められなくなって、ソフィーは軽く首を振ふって思考を打ち消した。

「食器を返しにいこうか」

　ローネに誘さそわれ、ソフィーは彼女と共に天幕を出る。もう、とっぷりと暗い。空を仰あおぐと、銀色の弓張月が浮うかんでいた。

「あの、ローネさんは将校のところに行かないんですか？」

「ん？　あたしは……あたしは、行かないことにしてる」

　横を歩くローネは、少し困った様子で微笑ほほえむ。何か事情があるのだろうか。

　ソフィーが首を傾げた時、「ローネさん！」と声が飛んできた。

　振り向くと、少年がこちらに走ってくる。まだ、十五、六ぐらいだろうか。丸い顔もあいまって、随ずい分ぶんと幼く見える。

「ああ、ヨアン様。どうしたんです、息を切らして」

「え、えーと。明日の作戦会議をしたいと思いまして。僕の天幕に、来てください。僕の部下も、待機してますので」

　ヨアン、というらしい少年の話を聞きながら、ソフィーは驚おどろいてしまった。

　この口ぶりからすると、彼は将校のようだ。こんなに幼くても将校になれるものなのか、と感心してしまう。

　それに、と頬ほおを紅潮させるヨアンを冷静に観察する。彼はローネに、気があるようだ。とてもわかりやすく、態度にも表情にも表れていた。
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「わかりました。食器置いたら、行きますんでね」

「はい、よろしく！　──あ、あなたが新しいワルキューレのソフィーさんですね」

　くるりと、ヨアンはソフィーの方を向く。

「よろしく。僕、ヨアンです。イェンス様は気難しいけど優やさしい人なので、安心してください。──それでは！」

　返事もしない内に、ヨアンは急いでいるのか走っていってしまった。戦場にふさわしくないぐらい、明るく快活な少年だ。

　ソフィーは、ちらりとローネを見やる。

「……わかるだろ？　あたしが天幕に行かない理由。噂になっても、あの子がかわいそうかな、と思って。気を持たせるのも嫌だし」

「でも、ヨアン様はローネさんのこと、好きみたいですね」

「──錯さつ覚かくってやつだよ。一いつ緒しよに戦ってるから、情が移っただけさ」

　ローネが歩き出したので、ソフィーも彼女に続いた。

「あの子は、王族につらなる大貴族──ライネセン家の三男坊ぼうでね。家いえ柄がらがよすぎるせいで、あんなに幼いのに将校になったわけさ。やっかみにも負けず、頑がん張ばってるよ」

　ローネの表情が、優しさを帯びた。ソフィーもつられて、微笑む。

「それに、あたしは釘くぎを刺さされてるんだよ」

「釘？」

「そう。途と中ちゆうから参戦したあの子は、組んでいた将校が死んでしまったあたしと、新しく組まされたわけ。そして、ワルキューレと将校の風紀の乱れは既に噂になってたらしい。あの子は、家臣を伴ともなってきたんだが、そのひとりに言われたよ。誘ゆう惑わくしたら承知しないぞ、ってね」

「そんな──」

「仕方ないさ。あの子は三男坊とはいえ、ライネセンの子だ。変な女と付き合われたら、困るのさ」

　ローネのついたため息はすぐに白くなり、しばし漂ただよった後に消えていった。




　　　　[image: くぎり]




「もう将軍も帰ってるだろうし、もう一度天幕に行っておきな。明日の打ち合わせとかも、しとくといい」というローネの助言を受け、ソフィーは再びイェンスの天幕を訪おとずれた。

「す、すみませーん」

　呼びかけると、イェンスではなくニルスがひょっこり中から顔を出した。

「おや、ソフィーさん。ああ、将軍と話が途中でしたっけね。私ももう少し話があるのですが、外は冷えますから、中で待ってください」

　はい、と答えてからソフィーはニルスに続いて天幕の中に入り、椅い子すに座ったイェンスに向かって挨あい拶さつをする。

「こんばんは、イェンス様。お話しできたら、と思いまして──ニルス様とのお話が済むまで、こちらで待っていてもよろしいでしょうか」

　おずおずと申し出ると、イェンスは「では、そこに座っているといい」と小さめのベッドを指さした。有り難がたくそこに座り、イェンスとニルスが会話を交かわす光景をぼんやりと見守る。

　暖かさのせいか、疲ひ労ろうのせいか、ソフィーはいつしか、うつらうつらしていた。

「おい」

　イェンスの声で覚かく醒せいし、顔を上げる。もうニルスは天幕内にいなかった。

　間近に佇たたずむイェンスの存在に緊きん張ちようし、ソフィーは立ち上がる。

「す、すみません。眠って、しまって……」

「気にしなくていい。話があるのだろう。どういう用件だ？」

　イェンスは、ソフィーの隣となりに腰こしかけた。

「ええと……昼間は、お話が途中になったので──明日のことなど、色々話を聞いておくといい、とローネさんが」

　なるほど、と頷うなずいてイェンスはソフィーに顔を近付ける。

「ローネに戦い方は教わったか」

「はい」

「明日も戦いくさだろうが、初戦ということもあって、無理はしないように。私は見えるわけではないが、死神の気配を感じ取れるから心配しなくていい。無理に前に出ず、矢を死神に当てることだけ考えろ」

「感じ取れる、のですか……。それは、霊れい感かんがあるということですか？」

「……まあ、そのようなものだ」

「幽ゆう霊れいとか、見えるのですか？」

「まあな──。祖先に巫女みこがいたらしい。私は、その性質を受け継ついだようだ」

　あまり、触ふれたくない話題らしい。イェンスはため息をついて、ソフィーから目を逸そらした。

「幽霊が見えるほど勘かんが鋭するどいといっても、死神は見えない。死神を確実に見ることができるのは、ワルキューレだけだ」

　そうなんですか、と相あい槌づちを打ってソフィーは改めてゾッとする。そのような、特とく殊しゆな存在が敵なのだと思うと、体が僅わずかに震ふるえる。

　ふと、ソフィーはイェンスの横顔をまじまじと見る。

　薬をくれた『将軍』はもしかして──彼、なのだろうか。見たところ、二十代半ばぐらいだろう。後半でもおかしくない。彼が今二十代後半で、若くして将軍になったというのなら──十分に有り得る。

　どくどくと、心臓が早はや鐘がねを打つ。

　いつか、お礼を言いたいと思っていた。しかしソフィーに、将軍までの伝つ手てなどあるわけもなく。いつか会えたら、とずっと願っていた。

　こうして目が見えるのも、彼のおかげなのかもしれない。

　不思議な縁えんに胸をときめかせた時、イェンスはソフィーの方に顔を向けた。

「どうした？」

「あの──私のこと、覚えていますか？　モルク病で苦しんでいた時、お薬をいただいて……」

「……何の話だ」

　イェンスは眉まゆをひそめている。

　え、とソフィーは口をつぐんだ。覚えて、いないのだろうか。貴族階級である彼にとっては、気まぐれに施ほどこしをしただけ、という感覚なのかもしれない。

　突とつ如じよ、恥はずかしくなってソフィーはうつむいてしまう。

「すみません。何でもないです」

「……よくわからないが、人ひと違ちがいでもしてるんじゃないか？」

　イェンスの発言に、深く傷ついてしまう。人違いなはずはない。将軍と呼ばれていた人なのだから。声も、今聞いている声と違わないように思う。

　あの時、顔が見えていたら確信できたのに。

　ともあれ、彼は八年前の出来事を覚えていないのだろう。傷つく必要はないのに、とても哀かなしかった。

「あの、イェンス様」

　話題を変えようと、ソフィーは口を開く。

「私の前にも、あなた付きのワルキューレはいらっしゃったんですよ……ね？」

　喋しやべっている間に、彼の目が剣けん吞のんな光を帯びたことに気付く。

「もちろんだ。しかし、君が彼女のことを知る必要はない」

　どうして、とソフィーは声にならない叫さけびをあげる。冷たい態度に、胸が詰つまる。

「他ほかに質問は？」

「……あり、ません」

「そうか。では、ワルキューレの天幕まで送ろう」

　素っ気なく言って、イェンスは立ち上がってしまった。その背は、相変わらずソフィーを拒こばんでいるようだった。




　どうして、彼に嫌きらわれることばかりしてしまうのだろう。先代のワルキューレの話題はきっと、禁句だったのだ。

　すん、と鼻を啜すすってソフィーは毛布に包くるまる。

　隣で眠ねむるローネの寝ね息いきが聞こえるだけで、天幕内は静かだった。他のワルキューレは、将校の天幕で眠っているのだろう。

　ワルキューレの天幕には魔ま術じゆつがかけてあって、男性が入れないようになっているらしい。これも風紀を守るためなのだろうか。

　座った、小さめのベッドを思い出す。前任のワルキューレは、あそこで眠っていたのだ。羨うらやましい気持ちが、全くないとは言えない。

　イェンスはきっと、ソフィーの恩人だ。彼は、覚えていなかったけれど──。

　ずっと憧あこがれを抱いだいていた将軍。せめて彼の機き嫌げんを損そこねないように、ワルキューレとして頑がん張ばろうと誓ちかい、ソフィーは暗くら闇やみを見つめ続けた。
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　ソフィーが目覚めると、芳かんばしい匂においが漂ってきた。ひそひそと、話し声が聞こえる。他のワルキューレが天幕に戻もどってきて、朝食を取っているのだろうと、ぼんやりとした頭で考えて起き上がった。

「おはよう、ソフィー」

　ローネも今起きたところらしく、眠たそうな目をしながら髪かみを高い位置で一つに結ゆっていた。

「おはようございます、ローネさん」

　挨あい拶さつを返し、ソフィーは手早く寝間着から軍服に着き替がえた。ワルキューレの軍服は、兵士や将校とお揃そろいのロングコートだが、男性のものより腰のあたりがきゅっと締しまっている。さらさらとした生き地じのワンピースを着こんだ後、そのコートを身にまとう。靴くつも、支給されたブーツを履はく。

　天幕の真ん中あたりに置いてある姿見の前が空いていたので、ソフィーはそっと近付いてその身を映した。

（あれ、結構かわいい……？）

　薄うす青あおいコートも、その下からちらりと覗のぞくワンピースも、思った以上に洗練されて見えた。

　身み支じ度たくを終えた後、天幕で朝食を取りながら、ソフィーはローネから詳くわしい話を聞いていた。

　どうして戦争をしているのか、と質問するとローネは驚おどろきながらも色々教えてくれたのだ。ソフィーは、レンマールの国民でありながら、この国がどうして戦争しているかすら知らなかった無知さを恥じた。

　火種になっているのは、セズという土地。元々レンマールの土地だが、シュオム人がたくさん住み着いていた土地でもあった。シュオム人は独立を宣言したが、レンマールは当然これを認めない。しばらくその状態が続いていたが、ある日セズは武装蜂ほう起きした。シュオム王国が密ひそかに、軍事的な支し援えんを送っていたと知り、レンマール国王は激げき昂こうした。

　シュオム王国は、元来この土地はシュオムの領土であるはずで、そこをレンマールが以前、武力で奪うばっただけであり──同どう胞ほうを支援するのは当たり前だと主張した。そうして、レンマールはセズを取り返すため、宣戦布告して戦争に踏ふみ切った。本来なら、長引くはずのない戦争だった。レンマールは武力的にも、経済的にも、シュオムを上回る。国力は段違いのはずだった。

　されど、シュオム王国は勝算があったからここまで強気に出たのだと、レンマールが気付いたのは開戦後のことである。死神という見えない敵に、兵士たちはいともたやすく惨ざん殺さつされた。レンマールの誇ほこる戦士は次々と死んでいき、今では農民からも徴ちよう兵へいせざるをえない有様だ。

　対たい抗こう策として魔術師がどうにかワルキューレを完成させたものの、死神に比べてワルキューレは殺されやすい。ワルキューレの数も不足しているのが現状だった。

　死神は兵士からの剣を受けないのに、兵士たちを屠ほふる鎌かまを持つ。ワルキューレは兵士からの攻こう撃げきを受けるし、死神からも攻撃を受けてしまう。ワルキューレが兵士たちによっても殺されてしまうのに対し、死神はワルキューレの矢によってしか消えないのだ。

　ぱさついたパンを咀そ嚼しやくしながら、ソフィーは眉を寄せる。

　思った以上に、レンマールの戦せん況きようは悪いようだ。

「あの……このまま負けたら、どうなるんです？」

　この発言に、天幕内の空気が凍こおる。気付いた時にはもう遅おそい。ワルキューレたちは、一様にソフィーを睨にらみつけていた。

　唯ゆい一いつ変わらないのは、ローネだ。

「まあまあ、みんな。そう怒おこらずに。新人さんだよ。それに──もしもを想定するのは、悪いことじゃないさ」

　軽かろやかにローネが言っても、突つき刺ささる視線は消えない。だがローネは気にせず、泰たい然ぜんとして口を開く。

「シュオムはあわよくば、レンマール全土を属国にしたいんじゃないかな。ここでどこまで踏み止とどまれるか、だ」

「属国……」

「お偉えら方がたは、油断しすぎてたんだね。シュオムを小国だと思ってさ。とにかく、負けないようにあたしもあんたも頑張るんだよ。初日だから緊きん張ちようすると思うけど、将軍の指示をしっかり聞いて。イェンス様はあの若さで将軍になっただけあって本当に強いから、必ずあんたを兵士から守ってくれる。死神だけ気にしておけばいいよ」

「そんなに、強いのですか……」

「ああ。戦いぶりを見ればわかる。それに何でも、十六歳ぐらいから国主しゆ催さいの剣術大会で連続優勝してるんだとさ」

　そんなに、とソフィーは思わず息を吞のんだ。

「話が逸それちまったね。とにかく戦場では手伝えないけど、それまでなら何でもあたしに聞いておくれよ」

「……はい。ありがとうございます」

　ローネに礼を言ってから、ソフィーはパンを置いて立ち上がった。

「皆みなさん、失礼なことを言ってすみませんでした。改めて、よろしくお願いします」

　他のワルキューレたちに一礼すると、気まずそうな視線が返ってきた。

　少し気が楽になって、ソフィーは再び座り、温かなスープを口に運んだ。

　朝食を終えたところで、集合の声がかかる。

「シュオムは今日も朝から攻撃してくるだろう。総員配置につけ！」

　よく通る声で、イェンスは皆に指示を出す。

　どうしたものかとまごまごしていたところ、すぐにローネが気付いてくれた。

「ソフィー。あんたは将軍のところに行って。早く」

「はい！」

　イェンスに走り寄ると、彼は軽く頷うなずいた。

「昨日言ったように、無理に前に出すぎるな。初戦だ。生き残ることを考えろ」

「……は、はい」

　声が震ふるえてしまう。情けなくて、ソフィーは唇くちびるを噛かんだ。

　かつては弓矢などの飛び道具も戦いくさで使われていたらしいが、魔術結界のおかげで飛び道具の攻撃は受けなくなった。それは各国同じなので、いつしか飛び道具は使われなくなっていったのだという。そのため、飛び道具の心配はしなくていいと言われていた。更さらに、このあたりの地方では馬が貴重なので戦争では使われない。騎き兵へいが出てくることはないので、斬きり込んでくることがあっても歩兵だけだという。

　と、昨日ローネから聞いたことを思い出しながら、ソフィーは深呼吸を繰くり返した。

　兵士たちは基地の前に整列した。一小隊に、一ワルキューレ。その整然とした並び方を見て感心し、イェンスの横顔を仰あおぐ。

「残念ながら、我われらは死神に対して防戦一方だ。攻せめて出る余よ裕ゆうはない。……来るぞ」

　ひゅお、と不ふ穏おんな風の音が聞こえる。

　ソフィーは空を仰ぎ、愕がく然ぜんとした。

　死神は空を飛び、一いつ斉せいに舞まい降りてレンマール軍に襲おそいかかろうとした。彼らに向けて、清せい浄じような光の矢が射られる。何体かは、光の矢によって消しよう滅めつした。

　ソフィーも、ハッとして弓矢を召しよう喚かんし、矢をつがえる。

（当たって！）

　願いは空むなしく、矢は外れて虚こ空くうに消えた。

「戻もどって！」

　焦あせって怒ど鳴なるように叫さけぶと、矢が手元に戻る。そしてソフィーは、イェンスを取り囲むように死神が溢あふれていることに気付いた。

　彼らは皆、イェンスを狙ねらっているのだ。

　イェンスは見えないはずなのに、器用に死神の攻撃をかわし、前に進んでいった。

　彼の背を追うソフィーの眼前に、白はく刃じんが現れる。シュオムの兵士がいつの間にか、入り込んでいる。

　イェンスは慣れた動作でソフィーと敵兵の間に割って入り、飛びかかってくるシュオム兵と剣けんを打ち合わせ、何度も兵士を斬りつけて仕留めていた。
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　兵士たちが、ワルキューレが仕留め損そこねた死神に屠られていく。兵士が剣を振ふるっても、死神をすり抜ぬけてしまい、その間に鎌を振るわれて殺されるのだ。ローネから聞いた話だが、死神の持っている武器は魔ま術じゆつで構築されていると思おぼしき、不可思議な代しろ物ものらしい。実体のない死神にも持てるのに、実体に攻撃は通すことができるという。

　断末魔の悲鳴が響ひびき渡わたり、血の臭においが鼻をつく。足あし下もとには死体が転がっている。

　弓矢に集中するどころではなかった。初めての戦場の凄せい惨さんな光景に、ソフィーはすっかり吞まれてしまっていた。

　必死にイェンスを追い、死神を見つけては矢を放つのだが、全く当たらなかった。

「イェンス様！」

　ワルキューレもなしで、シュオムの兵士と斬り結ぶ彼は大だい丈じよう夫ぶなのか。

　どくどくどく、と心臓が早はや鐘がねを打つ。

　このままでは、将軍がやられてしまう。彼を死神から守る役目のソフィーが、全く役に立てていないから。

「誰だれか！　イェンス様を守って！」

　叫ぶと、周りの空気が変わった。近くにいたらしい、ワルキューレが走ってくる。

「いらぬ！　元の場に戻れ！」

　イェンスが叫び、また死神の攻撃を避よける。

「ソフィー、基地に戻っていろ！　邪じや魔まだ！」

　イェンスの言葉に、血の気が引く。

「ソフィー、言われた通りにしな！」

　ローネにまで追い打ちをかけられて、ソフィーはよろよろとした足取りでその場を離はなれる。

　ワルキューレは光の矢で死神を射続ける。将校と兵士はワルキューレを守るため、シュオム兵と必死に斬り合っている。みんな、懸けん命めいに戦っている。……ソフィーを除いて。

　幸い攻撃を受けることもなく、戦線の後方へと移動する。後方で支し援えん部隊の一員として控ひかえていたニルスが途と中ちゆうでソフィーに気付き、基地まで先導してくれた。

　何も役に立てないばかりか、周りに迷めい惑わくをかけてしまった。

　ソフィーの初うい陣じんは、こうして苦い形で終わった。
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　天幕の中で、ソフィーは座ってじっとしていた。

　どのくらい、そうしていただろう。物音に気付いて顔を上げると、ローネや他ほかのワルキューレが帰ってきていた。

　ローネ以外のワルキューレが冷ややかにこちらを見ていることに気付いて、ソフィーは身をすくめた。

「ソフィー、ちょっと外で話そう」

　ローネに促うながされ、ソフィーは小さく頷き立ち上がった。

　天幕の外に出た途と端たん、ローネは大おお仰ぎようにため息をついた。

「落ち込んでいるようだね」

「……邪魔って、言われましたから」

「──厳しいことを言うようだけど、将軍は正しいんだよ」

「正しい？」

　どこかに、ローネは庇かばってくれるのではという気持ちがあったらしい。失望に、口元が下がりそうになる。

「あんたは、将軍を誰か守ってくれと叫んだだろう。それはだめだ。他のワルキューレも、自分の担当小隊守るのに手て一いつ杯ぱいで、必死なんだ。でも、将軍付きであるあんたがそう言えば、将軍のところに行くべきかと思うだろう」

　ローネの説明は、理路整然としていた。

「……はい」

「あたしは言ったはずだよ。将軍の指示を聞きなさいって」

　そう。イェンスは言った。感じ取れるから、イェンスは死神の攻こう撃げきをかわせると。だから無理せず、前に出すぎないようにと。

　イェンスが言ったのは、それだけだ。勝手に助けを呼び、戦列を乱したとあってはソフィーが謗そしられるのも当然だろう。

　ソフィーは、文字通り『邪魔』だったのだ。

　ぐす、と声が漏もれた。次いで、涙なみだが溢れてくる。

「あー、泣くんじゃないよソフィー。次からは気を付けなさい。幸い、あんたは今回無事だったんだし」

「……私、全然死神に矢を当てられなくて──」

　頬ほおが冷たい。手の甲こうで拭ぬぐっても、止め処どなく涙がほろほろと落ちてしまう。

「仕方ない仕方ない。最初はみんな、そんなもんさ。来たばかりで戦に出すのは危険だから、昔はもっと練習してからだったんだけどさ。今はとにかくワルキューレが足りないから、早さつ速そく戦線に出ないといけないんだ。これからも、練習にはあたしも付き合うからさ」

「ローネさん……ありがとうございます……。私、初めての戦場が怖こわかったんです」

「誰だって、そうだよ。あんただけが臆おく病びようなわけじゃない」

　ぽつりと呟つぶやくと、ローネはソフィーの手を握にぎってくれた。

「目の前で、どんどん兵士もワルキューレも死んでいって……。十割死ぬ、っていうのは大げさな噂うわさだって、ニルス様が言っていたのに」

「残念だけどね。十割死ぬというのも、あながち嘘うそじゃない。生き残る確率は、かなり低いんだ。覚かく悟ごを決めな、ソフィー。あんたはもうワルキューレで、戦力として期待されてるんだよ。いつまでも怯おびえていたら、命の危険が増すだけだ」

　ローネはソフィーの不安に理解を示しながらも、淡たん々たんと諭さとした。

「でも、今回は初戦なんだし仕方ない。落ち込みすぎても、だめだよ。今日はしっかり休んで、明日に備えよう」

「はい……。私、イェンス様に謝らないと──」

「今は忙いそがしいと思うから、夕食後に天幕に行くといい。さ、寒いから中に入ろうね」

　ローネはソフィーの肩かたを抱だき、天幕の中へといざなった。
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　ローネの話によると、今回も被ひ害がいは少なくなかったらしい。

　ワルキューレ二名が命を落とし、兵士の被害は十数名。

　ソフィーは改めて、戦場で聞いた悲鳴を思い出す。今いま更さらながら、震ふるえが止まらなかった。

　夜になって、ソフィーはイェンスの天幕を訪おとずれた。

「イェンス様、ソフィーです。入ってもよろしいですか」

「……どうぞ」

　許可を得て、ソフィーは中に入る。薄うす暗ぐらい天幕の中、イェンスは机に向かって何か書き物をしているようだった。

　ソフィーは彼のやつれた顔を見るなり、頭を下げた。

「今日は、本当に申し訳ありませんでした。あなたの指示に従わず、勝手な行動を……」

「……次から気を付けろ。それで、許そう」

　その言葉を聞いて、ホッと肩の荷が下りる。

　ソフィーは去らずに、そのまま逡しゆん巡じゆんしながら立っていた。覚悟を決めて、ようやく口を開く。

「……あの、イェンス様」

「何だ」

「私に、将軍付きの大役は重すぎます。お役に立てないので、将軍付きから外してほしいのです……」

　思わず言ってしまうと、イェンスは静かな怒いかりを見せ、ソフィーをたしなめた。

「今日で臆したか？　だが、これが毎日続くんだぞ。それに、私の傍そばが今のところ一番安全だ。そんな心構えでは、当たるものも当たらない」

　じっと深い青の目に見み据すえられて、ソフィーは思わず目を逸そらす。

「……ごめんなさい。もう、弱音は吐はきません」

「そうしてくれ。今日の失態は許す、と言ったろう。変に引きずるな」

　彼なりに慰なぐさめてくれたのだろうか。

　ソフィーがそのまま佇たたずんでいると、イェンスは「まだ何か」と見上げてきた。

「いえ──。失礼しました……」

　何か他にも言葉をかけてくれるのではないか、と期待していた自分がいたことに気付き、羞しゆう恥ちに頬を染める。

（私、嫌きらわれているのに）

　恩人かもしれない男性に快く思われていないのは、辛つらかった。せめて迷惑をかけないような存在になろうと心の中で決めて、踵きびすを返す。

　天幕を出た後、ソフィーはしばらくそのまま立ち尽つくしていた。

（でも、やっぱり怖い……。明日も、戦いがある。毎日、あれが続くの……？）

　薄ら寒くなって自分を抱きしめた時、声をかけられた。

「ソフィーさん、そんなところでどうしたのですか？　将軍に、用事でも？」

　ヨアンの爽さわやかな笑え顔がおを見て、ソフィーは我われに返る。

「……あ、違ちがうんです。もう、イェンス様との話は終わったんです」

「そうですか。なんだか、深刻そうな顔をしていましたが……平気ですか？」

「いえ……。私、改めて怖くなってしまって」

「それは仕方ないです。あのね、ソフィーさん。みんな、怖いんですよ。あなただけじゃない。僕だって、将軍だって怖いはずです」

「ヨアンさんや、イェンス様も？」

「当然。それに、僕はこの戦場が初めての、実戦でしたから。しかもいきなり、将校に抜ばつ擢てきでしたからね。初めて指揮を執とる時、声が震えましたよ」

　あくまで明るく、ヨアンは経験を語る。

「でも、それを見せてはいけないんです。みんな、そうしてます。怖い怖いと怯えて混乱を起こしたら、みんなも混乱しますから」

「…………正に今日、私がしてしまったことですね」

　ソフィーがうつむくと、ヨアンは困ったように眉まゆを下げた。

「初戦ですし、もうイェンス様から注意があったと思うので、僕から厳しいことは言いませんよ。ただ、覚えておいてください。虚きよ勢せいでいいんです。怖いと思っていても、いい。でも、それを敵にも味方にも見せてはいけません。それだけ守ってくれたら、大だい丈じよう夫ぶです」

　ね、と笑いかけられて、つられてソフィーも微笑ほほえむ。

　ヨアンはソフィーより年下だろうに、既すでに立派な将校なのだと感心する。

「天幕まで、送っていきますよ。行きましょう」

　さりげなくエスコートを申し出て、ヨアンはソフィーを促した。




　ソフィーは天幕の前で礼を述べ、ヨアンを見送った。

　もう少し外で考えていたかったので、中には入らず星空を仰あおぐ。紺こん色いろの空に、銀色の光が延々と連なっている。星座を見つけて、弟と星空を見上げたことを思い出した。

　弟は、健すこやかに過ごしているだろうか。給金がもらえたら、家に送ろう。おいしいものを食べてほしい……。

　あいにく戦せん況きようは悪く、レンマール軍には希望が見えない。このまま戦いが長引くと、どうなるのだろう。あの小さな、ビョルンまでもが兵隊に取られる未来が、あるかもしれない。

（そんなことには、させない）

　ソフィーは、ぐっと拳こぶしを握りしめる。

　ワルキューレの役割を賜たまわったのだ。将軍の隣となりで、死ぬ気で戦おう。

　ソフィーは、自らの内にできあがった覚悟にハッとした。

（私はまだ、覚悟ができていなかったんだわ）

　中ちゆう途と半はん端ぱな覚悟で、矢が当たるはずがない。ワルキューレになったことに戸と惑まどってばかりで、他人のことばかり気にして。

　虚勢でいい、というヨアンの言葉が胸に染しみる。

（そう。私は、ワルキューレ。ここで戦う使命と運命を負った。……死ぬ気で戦ってみせる）

　もう、泣かないと決めた。




　ソフィーは眠ねむる気になれず、基地内を止め処どなく歩いた。外を歩いているのは、警備役と思おぼしき兵士のみだ。

　ふと、森の向こうに見覚えのある人ひと影かげを見つけて、ソフィーは森を目指して歩き始めた。

　やはり、と足を止める。イェンスが、数人の男たちと共に大地を掘ほっていた。

　今日出た、遺体を埋うめているのだろう。

　月の光の下、凍こおった大地を掘り、埋める様は悲ひ哀あいに満ちて見えた。

「私も、手伝います」

　声をかけると、イェンスも男たちもぎょっとした様子でこちらを振ふり返る。イェンスはすぐに、驚おどろいた顔を厳しい顔つきへと変化させた。

「……結構だ。早く帰りなさい」

「でも」

「指示に従うという約束では？」

　そう言われては、返す言葉もない。

「イェンス様、あとは私たちがやりますので」

「……ああ。頼たのんだ」

　イェンスはソフィーに近付き、手首を掴つかんだ。

「送っていこう、ワルキューレ」

「……結構です」

「君に断る権利はない」

　きっぱりと告げて、イェンスはソフィーの手を引いて歩き始める。

　仕方なく、ソフィーは抵てい抗こうせずに彼と共に歩を進めた。

「どうして、あなた直々に……？」

　イェンスと共に遺体を埋めていたのは、基地の雑用を負うべく雇やとわれた者たちだろう。彼らが遺体を埋める行こう為いをしているのは、不思議でもなんでもない。

　しかしどうして、将軍であるイェンスが自ら──他ほかの兵士は誰だれもやっていなかったのに──という、疑問が募つのった。

　ソフィーの問いに、イェンスは短く答えた。

「私が出した、死者だからだ。……といっても、全員分の埋まい葬そうに参加できるわけでもない。だから、これは私の自己満足だ」

　思わず、息を詰つめてしまう。

　イェンスが責任感の強い人物なのだと、その言葉だけでわかる。

　少し、胸がざわつく。嫌われているのに、なんて愚おろかなと心の中の自分が笑う。でも、止められない。彼の高潔さに、惹ひかれてしまいそうになる。

（私に、薬をくれたひと……）

　人違ちがいではと彼は言ったけれど、庶しよ民みんへの施ほどこしを日常的に行っていたなら覚えていなくても不思議ではないかもしれない。

「さあ、着いたぞ。今日は早く寝ねろ」

　言い捨てるように告げられたのに、そのくせ手は優やさしく放された。

　ソフィーはしばしイェンスの背を見送ってから、天幕の中に入った。




　今宵こよいも、天幕の中はローネとソフィーしかいない。これ幸い、とばかりにソフィーはローネにたくさん尋たずねることにした。

「戦況について、ねえ……。あんたはどう思った？」

「……こちらが、不利だと」

「まあね。だって、死神とワルキューレなら死神のが強いからね。しかも、死神は死んでないんじゃないかって推測されてるんだとさ」

「つまり？」

「他に本体があるのでは、ってこと。あたしたちが倒たおしているのは、虚きよ像ぞうかもしれない。ワルキューレが亡なくなってるのに、死神が死なないんじゃ……いずれワルキューレが全員やられてしまうよ」

　ローネはため息をついて、髪かみをかき上げた。古株だけあって、さすがに戦場に詳くわしい。

「レンマール軍が瓦が解かいするのも、時間の問題ってことですね……」

「そうだね。将軍は上手うまくやってる方だと思うけどさ。前提条件がひどすぎるからねえ。お偉えら方がたは、ここ──国境付近の戦線を何としても死守しろとお達しを寄よ越こしてきた。でもさ、あんたもわかるだろ？　シュオムは全力だと思うかい？」

　ソフィーは今日のことを思い出しながら、首を横に振った。

「朝や昼に襲しゆう撃げきし、夕刻には引き揚あげる。こちらは、斬きり込んでくる敵兵と死神への対応で手て一いつ杯ぱい。……シュオムに余よ裕ゆうがあることはたしかだ」

「シュオムは、焦あせっていないのですね。自信があるから？」

「だろうね。あと、死神の数が限られているし、一度ワルキューレに全ぜん滅めつさせられるとその日の内には復活しないみたいだって点は考こう慮りよすべきだ。無敵だけど、すぐに復活しないってのがレンマールを助けているわけだね。……とはいえ、このままじゃ戦力を段々と削そがれてここの戦線は崩くずれる。お偉方が考え直して、もっと守りやすいところに軍を置いてくれたらいいんだが」

　ローネは床ゆかの絨じゆう毯たんに、指で円を描えがいた。毛羽立つ表面が、円の形を取る。

「協定により、シュオムもレンマールも国境には砦とりでを置いてない。砦は……国内で一番近いのは、ここから東にあるね。まあ、簡単には決断できないってのはわかるよ。国境付近に住んでる人もいるし、シュオムが砦に向かうまでの土地はほぼ奪うばわれることになる。国民を避ひ難なんさせるのも大変だ」

　ローネは後ろに手をつき、上を仰いだ。

「戦況をひっくり返すのは、大変なんですね──」

「だねえ。……うん？　あんたまさか、ひっくり返そうと思ってるのかい。将軍でも思いつかない奇き策さくを、思いついたとか？」

　ローネの口調は明るかったが、ソフィーを馬ば鹿かにした様子はなかった。

「考えるだけ考えてみようと、思っています」

　だって、このままではレンマール軍は壊かい滅めつする。ワルキューレであるソフィーも死んでしまうし、イェンスもいつかは首を取られてしまうだろう。戦いくさが長引けば、ビョルンが兵隊に取られてしまう──どころの話ではない。シュオムに併へい合ごうされれば、レンマール人はひどい扱あつかいを受けるかもしれない。それこそ、ビョルンは奴ど隷れいにされてしまうかもしれない──。

　ソフィーは、この基地に諦てい念ねんが渦うず巻まいていると感じていた。段々と削がれる戦力、相手が見せる余裕は、確実にレンマール軍の気力を奪っていた。

　禁止とされたワルキューレと将校の恋れん愛あいが止まらないのも、自棄やけになっている面があるのではないか。

　ソフィーは一番新しいワルキューレだ。まだ、諦念に取り憑つかれてはいなかった。

「ははっ。大したタマだよ、あんたは。さっきまで将軍に怒ど鳴なられて、泣いてたっていうのにね」

　ローネは、からからと笑った。

「あたしにも何か協力できることがあったら、言ってね」

「はい。あの──朝早くに、弓矢の練習をしたいのですが。付き合っていただけますか？」

　ソフィーの頼みに、ローネは快く「もちろんさ」と頷うなずいてくれた。
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　翌朝、ローネと早朝練習の約束をしていたのだが……。

「うええ。悪い、ソフィー。昨日、寝ね酒ざけを飲みすぎたよ。ちょっと、起きられそうにない……」

　青い顔で謝った後、ローネはことんとまた眠ねむってしまい、ソフィーはほとほと困ってしまった。ソフィーの方は既すでに着き替がえて、身み支じ度たくも終えていたのに。

　ひとりで練習するしかない。覚かく悟ごを決めて、眠りこけるローネを置いて天幕から出た。

　練習場に到とう着ちやくした後、一昨日教わった通りに弓矢を出現させ、矢をつがえる。一本目の矢は、見事に狙ねらっていた二つ隣となりの丸太の端はしに命中した。やけになって、戻もどった矢を放つ。また外れた。それをがむしゃらに繰くり返していると、後ろに気配を感じた。

「落ち着け。そんなに焦っては、当たるものも当たらないぞ」

　響ひびいた声がイェンスのものだったので、ソフィーは驚おどろいて振ふり返った。

　イェンスは無表情で、腕うでを組んでいた。

「ワルキューレの矢は、普ふ通つうの武器とは違ちがう。精神に感応するんだ。当てるという強い意志を持ち、集中しなさい。ローネに教わらなかったか？」

「ローネさんは、とにかく数をこなせば……と」

「ローネは長くワルキューレをやっているからな。かつては、もっとしっかりとした訓練もあったのだが。感覚頼だのみで矢を射る者ほど、他人にコツを教えにくいのかもしれないな」

　イェンスは独り言のように言い切った後、ソフィーに右手を差し出す。

　ソフィーは彼が何をしたいか察し、右手の甲こうを彼のそれに擦こすり合わせた。

「わかったな。さっき言ったことを覚えておけ。私はワルキューレではないが、魔ま術じゆつ師しからワルキューレの弓矢の仕組みは聞いている。心を研とぎ澄すませて、矢を放つんだ。あと、練習しすぎると気力を使うから、戦せん闘とうに影えい響きようがないよう、ほどほどにしておけ」

「……はい」

「それと……昨日君を怒おこったのは、私の指示を仰あおがなかったせいもある。何かあれば、まず私を頼りなさい」

　ソフィーはこれまで、誰だれかに頼るということをしてこなかった。忙いそがしい母を支えて、弟の面めん倒どうを見て。物心ついた時から、ソフィーはひとりで立っていた。だから、どういう返事をすればいいかわからなくて、ただ頷いた。

　イェンスは「では」と告げて背を向け、行ってしまった。

　せっかくの助言だ。最大限に活いかそう。あれだけ矢を射ったのだから、あと二、三回ぐらいで止やめておいた方がいいだろう。

　ソフィーはまた丸太に向き直り、深呼吸する。

（当たって。いえ……私の矢は当たる）

　目を細め、心が静せい寂じやくに満たされる。見えるのは、丸太だけ。ソフィーは静かに、矢から手を離はなした。

　矢は狙っていた丸太の中心とはいかないまでも、今までで一番中心に近いところへと音もなく突つき立った。
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　元々ワルキューレは、素人しろうとの女性たちだ。彼女たちが空を飛ぶ死神を仕留められるのには、理由がある。

　光の矢には、精神力が感応する。落ち着けば落ち着くほど、狙いが定まるのだ。普通の弓矢などの武器より、精神状態が表れやすいと言えた。

　初日にイェンスが無理するなと言ったのは、初めての戦場で動どう揺ようしない方がおかしいからだろう。

　この日は戦場に出ても、前のように慌あわてずに、自分の狙える範はん囲いで死神を狙った。たくさん外したが、三体ほど死神を仕留め、興奮による震ふるえが止まらなかった。

　死神を射い貫ぬくと、死神の体は消え失うせ、光の玉になって空に消えていく。儚はかなく美しい金色の光だったが、あれが死神の核かくもしくは魂こん魄ぱくなのだろう。美しく見えても、まがまがしいものに違いない。

　まだまだ未熟なワルキューレであるソフィーを補うかのように、イェンスは恐おそろしいほどの活かつ躍やくを見せた。死神の攻こう撃げきを勘かんで避よけ、シュオム軍に食い込んで兵士を屠ほふる。

　シュオム兵がソフィーに向かって走ってくる。しかしすぐに、イェンスがソフィーの前に現れた。

　上段に振るわれた剣けんを避けるべく屈かがみ、イェンスは敵兵の足を一いつ閃せんする。衝しよう撃げきで悲鳴をあげて倒たおれる男の首に三度剣を走らせると、おびただしい血潮が噴ふき出た。その血を避けるべく低い姿勢になったイェンスは、前方から鬨ときの声をあげて突とつ進しんしてきた男を下から斬きり上げ、怯ひるんだ相手の胸を横に二度斬りつける。それでようやくコートの魔術が解けたらしく、イェンスは剣を兵士の心臓に突き刺さし、引き抜ぬいていた。敵兵は後ろ向きに倒れたが、イェンスはまた飛びかかってきた敵兵に相対し、勢いをつけて剣を振るい、相手の剣を弾はじき飛ばしていた。無防備になった敵兵は腰こしに帯びていた短剣を引き抜き、向かってくる。イェンスは円を描えがくような動きで敵の攻撃をかわしながら敵兵の腕や胴どう体たいを三度斬りつけてから、脇わき腹ばらを斬り裂さいた。

　流れるような動作で、恐ろしいのに美しさを伴ともなう剣術だった。

　一体、ひとりで何人分の動きをしているのだろう。彼が将軍に選ばれた理由が、隣で戦ってよくわかった。

「今日は、悪くなかったな」

　シュオム軍が引き揚あげた後、イェンスにそう声をかけられて、ソフィーは有う頂ちよう天てんになる気持ちを抑おさえた。

「……本当に？」

「ああ。今後も、その調子でな。私の邪じや魔まはしないように」

　激げき励れいなのか、釘くぎを刺しただけなのか──わからないまま、ソフィーは彼の背を見送った。

「ソフィーさん、お疲つかれ様です」

　声をかけられて振り返ると、ヨアンの笑え顔がおが待っていた。

「ローネさん知りません？」

　きょろきょろしているヨアンを見て、ソフィーは首を傾かしげた。

　ローネはヨアンの部隊のワルキューレだというのに、はぐれてしまったのだろうか。

「さあ……。先に基地に戻ったのかもしれませんね」

「そうですか──」

　ヨアンは明らかにがっかりしていた。

「……どうもローネさんは、僕を避さけているようです」

　ヨアンの横顔は、傷ついた子どものようだった。いや、まだ子どもと言っていい年なのかとソフィーは思い直す。イェンスや他ほかの兵士よりも、ビョルンに近い気がしてしまう。

　父親を早くに亡なくしたソフィーにとって、大人の男性というのは遠い存在だった。反対に、ずっと弟の面倒を見ていたから、幼い男の子の扱あつかいには慣れている。だからこそ、ヨアンには親しみを覚えてしまう。

「避けている、ということはないと思いますけど──」

　ソフィーは少し、声をひそめた。

「ヨアンさんは、ローネさんのことが好きなんですね……？」

　かあっ、とヨアンの頬ほおが赤く染まる。彼は周りの目を気にしてきょろきょろしたが、他の兵士やワルキューレは疲れ切っていて、こちらの会話を気に留める余よ裕ゆうもないようだ。

「お、おかしいですか」

「いえ。ローネさんは素す敵てきなひとですもの」

　新入りのソフィーに親切にしてくれただけでなく、きちんと𠮟しかってくれた。今日ソフィーが前よりいい働きができたのも、ローネのおかげだと言えた。誰にだってできることではない。ローネは優やさしい人なのだ。

「でも、その──」

　言葉を濁にごしたことに気付いたのか、ヨアンはため息をついた。

「あなたも、言うのですか。あのひとは娼しよう婦ふだったから止めなさいって」

「いえ──。でも、あなたは大貴族のご子息です。たとえ恋こいが叶かなっても、いずれ別れさせられるでしょう？　ローネさんはそれが嫌いやなんだと思います。……推測ですけど」

「それだけじゃなくて……僕が、子どもだからでしょう」

　ヨアンのしょんぼりした様はそれこそ、幼い少年にしか見えなかった。彼も剣を振ふるい、戦う戦士だとは信じられないほどに。

「将校とワルキューレは、恋仲になるのが当たり前みたいなのに……。僕のところは、そんな気配微み塵じんもないし」

「……相手がどうこう、ってわけじゃないと思いますよ。だって、あなたが来る前はローネさんは他の将校に仕えていたんでしょう？　その時も、恋人同士だったわけじゃないんでしょう」

「僕の前は年寄りの将校だったそうなので、お察しください。……ねえ、ソフィーさん。あなたから、ローネさんにそれとなく言ってみてくれませんか」

　断るのも忍しのびなくて、ソフィーは「……はい」と一応頷うなずいておいた。
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　夕食が終われば、ワルキューレは将校たちのところに行ってしまう。また、天幕の中はソフィーとローネのふたりだけになった。

「あの、ローネさん」

　ソフィーは、ローネにヨアンのことを語った。

「うん？　それで、あんたはあたしにどうしてほしいんだい？　ヨアン様と付き合えって？」

「い、いえ。でも──はっきり言ってあげた方がいいんじゃないでしょうか」

「はっきり言ったら、ヨアン様のプライドが折れちゃうじゃないか。このまま、好意を受け流すのが一番だよ」

　ローネは、ふああとあくびをかました。

「やっぱり、年下だからちょっと……という感じなのでしょうか？」

「いやいや。別に年がどうこう言うつもりはないよ。でも、言ったろ。釘を刺されたんだって。ヨアン様はまだ若いし……元娼婦のワルキューレと恋人になった、っていう醜しゆう聞ぶんなんてない方がいいよ。ヨアン様も、熱に浮うかされてるだけさ」

　ローネは床ゆかに置いたカップを持ち上げ、ちびちびと葡ぶ萄どう酒しゆを舐なめ始めた。

「でも──」

　ヨアンの真しん摯しな目を思い出す。だが、ローネはかぶりを振った。

　彼女はどうしても、ヨアンの気持ちに応こたえるつもりはないようだ。それが彼を想おもうがゆえの行動であると知っているからこそ、辛つらかった。

「それよりあんた、弟がいるんだよね。弟は、かわいいかい」

　唐とう突とつな質問に驚おどろきながらも、ソフィーは大きく頷いた。

「ええ。たまにケンカもしますけど……大体、私が𠮟りつけるだけで」

「何か、ほっこりした思い出でも語ってくれよ。酒の肴さかなにさ」

　ローネに請こわれ、ソフィーは必死に思い出を手た繰ぐった。

　そしてひとつ、大切な記き憶おくを掘ほり起こす。

「二年ぐらい前のある日、ビョルンが遊びにいったきり夕方になっても帰ってこなかったんです。私はとても心配して、捜さがし回って……全然見つからなくて。泣きそうになりながら、一いつ旦たん家に戻もどったら……ビョルンがひょっこり帰っていたんです。土まみれで」

「へえ。何してたんだい？」

「ふふ。花を探していたんですって。そして私に、誕生日おめでとうと言って、ディスタの銀の花をくれたんです。その日、自分の誕生日だったことを忘れてた私は、とても驚きました」

「ディスタ？　あれって、普ふ通つうは黄こ金がね色いろだろ？　たしか、特定の地域にしか咲さかない花で」

「ええ。でも、まれに銀の花が咲くんです。その銀の花は幸運を呼ぶっていう、伝承があって。ビョルンはそれを知って、私の誕生日にあげたいと思って、ずっと探していたんですって。ディスタは丈たけが高いから、私が花畑に捜しにいった時は弟の姿を見つけられなかったんです」

「なるほどねえ。あんたは珍めずらしい銀ぎん髪ぱつだからね。髪かみの色も意識して、あげたかったんだろうね」

「ええ。そうだと思います」

「その銀の花は、どうなったんだい？」

「銀の花は突然変異なので、弱くてすぐに枯かれると聞いていたんですが、その通りで──花か瓶びんにさしても、朝になったらもう枯れ始めていたから……押し花にしました。でも変色して、くすんだ灰色になってしまいました。あの花の輝かがやきは、一夜だけのものだったみたいです。それからビョルンに、『嬉うれしかったけど、もう銀の花を探してはだめ』と言いつけました」

「どうしてだい？　あんた、嬉しかったんだろ」

「もちろん。でも、本当に貴重なものですから。みんな、見つけたら摘つみますし。探そうと思っても、普通は見つからないぐらいなんですよ。ビョルンが一日で見つけたのは、本当に幸運だったんです。──それに、ビョルンは体が弱いんです。本当なら、モルク病にもかからない年なのに、かかってしまうぐらい。私の故郷は、春でも肌はだ寒ざむいから……そんな長いこと花畑にいたら、体に悪いんです」

　なるほど、とローネはため息をついていた。

「酒の肴になりましたか？」

「ちょっと切ないけど、いい話ではあるね。姉弟きようだい愛に乾かん杯ぱい」

　ローネは勝手に杯さかずきを掲かかげて、酒を飲み干していた。

　そんなローネを眺ながめながら、ソフィーは弟を想う。もう、元気になっただろうか。母がビョルンにワルキューレの詳しよう細さいを伝えていないといいけれど。成長すれば、ビョルンは知ってしまうはずだ。

（ごめんね。でも、私が決めたことだから。泣かないでね）

　心の中で呼びかけると、ソフィー自身が泣きそうになってしまって、唇くちびるを噛かんでこらえた。

　赤ん坊ぼうのビョルンを初めて抱だっこした時のことを、今も鮮せん明めいに覚えている。いい匂においがして、やわらかくて、声もふにゃふにゃしていて。

　なんて愛いとしいのだろうと思って、白くてやわらかな肌に頬ずりをした。何があっても守ろうと誓ちかった。

　ああ、と思う。着の身着のまま来てしまったから、何も持ってこられなかった。お守りに、あの銀の花の押し花を持ってこられていたら、と思う。もう銀色ではないくすんだ灰色でも、ソフィーに勇気をくれただろうから。

「はー、葡萄酒おいし。配給品とはいえ、悪くないね。あっという間になくなっちまった」

　ローネは空っぽになった瓶を掲げ、笑った。

「おかわり、もらってきましょうか」

「ん？　いいの？　あんた飲まないのに」

　ローネが首を傾かしげ、確かく認にんしてくる。

「ええ。ちょうど、散歩したい気分だったし気にしないでください」

「そうかい、悪いね」

「このぐらいさせてください。では、いってきますね」

　ソフィーは空き瓶を手に持って、天幕の外に出た。暖かな天幕の中にいて緩ゆるんだ体が、夜の冷気で引き締しまる。吐と息いきは、すぐに白く凝こごった。

　さくさくさく、と音を立てながら雪を踏ふみしめ、歩く。

（ワルキューレになってから、まだ数日なんて信じられない）

　そもそも戦場に立つ日が来るなんて、以前のソフィーなら想像もできなかっただろう。随ずい分ぶん遠いところに来てしまった気がする。

　物資を貯蔵する大きな天幕に近付いた時、ソフィーはひそやかな話し声に気付いて足を止めた。

　天幕の陰かげに隠かくれるようにして、男女が抱き合っている。典型的な逢あい引びきだ。

　ばっ、と音がして天幕から出てきた誰だれかと、ぶつかりそうになる。

「すみません！」

　思わず謝ったソフィーは、ハッとした。出てきたのが、イェンスだったからだ。

「……君か。何をこんなところで突つっ立って──。…………ああ」

　彼も、傍かたわらで繰くり広げられる密会に気付いたらしい。

「──おい、そこ。恋れん愛あい禁止令を出したのだが？」

　イェンスの冷え切った声で、男女は咄とつ嗟さに離はなれた。

「しょ、将軍！　ち、違ちがうんです今のは……」

　将校らしき男の方は敬礼し、必死にどう言い訳しようか迷っているようだった。女性は少し下がって、青ざめた顔をしている。

「御ご託たくはいい。せめて、外で睦むつみ合うのはやめろ。風紀が乱れる。今回は大目に見るが、次は罰ばつを与あたえるぞ。──行け」

　将校は「はいっ！」と裏返った声で返事をして、女性の手を引いて走り去ってしまった。

「……見苦しいものを見せたな」

　呆あきれたように肩かたをすくめ、イェンスはソフィーに向き直る。

「い、いえ」

「顔が赤いぞ」

　イェンスに笑われ、ソフィーは顔に残る熱を意識する。

「夜に、あまりひとりで出歩かないように。強ごう引いんに手を出す輩やからがいないとも限らない。……もっとも、将軍付きの君にちょっかいをかける奴やつはいないだろうが……気を付けるに越こしたことはない。せめて、誰かとふたりで歩くなど工く夫ふうをしなさい」

　たしなめられて、ソフィーは「はい」と頷うなずいた。父親がいたらこんな感じなのだろうか、と思ってしまって、随分失礼なことを考えてしまった──と、後こう悔かいする。

　でも、今宵こよいのイェンスは優やさしい気がした。今日、ワルキューレとしてまずまずの動きを見せられたからだろうか。

「何か物資を取りにきたのか」

「あ、はい。葡ぶ萄どう酒しゆを……」

「待ってろ」

　言い置き、イェンスはまた一旦天幕の中に入って、すぐに出てきた。

　ほら、とイェンスはソフィーに葡萄酒の瓶を渡わたしてくれた。

「ありがとうございます」

　こんな風に、穏おだやかに話したのは初めてではないだろうか。嬉しい、と温かな気持ちがじんわりと心の奥底から湧わいてくる。

「送っていこう」

　ソフィーの返事も聞かぬまま、イェンスは歩き始める。その背を、ソフィーは小走りで追った。

「イェンス様。あなたも、先代のワルキューレと──」

　言いかけて、またやってしまった──と失言を自覚する。案の定、振ふり返ったイェンスはソフィーに冷たい氷のような視線を注ぎ、立ち止まった。

「何だと？」

「……いえ。忘れてください」

「言いかけて止やめるのは、気に喰くわない。一度、言葉にしたことには責任を持て。……早く言え」

　押し殺した、しかし威い圧あつ感かんのある声。逆らうことはできなかった。

「……私の前にいた、ワルキューレの方と恋こい仲なかだったのですか……」

　口に出してみれば、なんとも下世話に響ひびいた。町の娘むすめの噂うわさ話ばなしに含ふくまれるような邪じや推すいを、彼にぶつけてしまったことを、ソフィーは大いに恥はじる。

「──それはない。私とアンヌはあくまで、戦士とワルキューレの関係でしかなかった。……そもそも私は、この基地で横行している、将校とワルキューレの恋は馬ば鹿か馬鹿しいと思っている」

「馬鹿馬鹿しい……？」

　激しい言葉に、ソフィーはぎょっとしてイェンスを見上げた。

　言葉とは裏腹に、彼の目に怒いかりはない。ただ、感情が読み取れないぐらい静かだった。

「不安で危険な状じよう況きよう下におかれると、恋愛が芽生えやすいという。この戦線は危険で、希望が見えない。だからこそ、身近な異性で気を紛まぎらわせているだけのこと。本物の、恋ではない」

「それは、本人たちにしかわからないのでは……？」

　イェンスは、正しいのかもしれない。だけれども、そう言い切るのは、残ざん酷こくだと思った。

「わかるさ。どうして、将校とその小隊を守るワルキューレがことごとく、恋仲になるのだ？　おかしいだろう？　みんな、明日をも知れぬ身だ。男は特に、そういう時は女に溺おぼれる。一兵卒でなく、将校がワルキューレと恋仲に陥おちいるのは、階級順──というやつだろうな」

　イェンスは一歩、ソフィーに近付いてその頬ほおに触ふれた。

　温かな乾かわいた指の感かん触しよくに、びくりと体が跳はねる。

「そんな打算的な関係が、純じゆん粋すいな恋なものか。……私は、これはよくないと思い禁止令を出したが、皆みな聞きはしない。酒みたいなものだ。一時的な快楽が必要なんだろう」

　イェンスは語りながら、ソフィーの頬をなぞっていった。

　怖こわいのに、どこか陶とう然ぜんとした気持ちになる。男性にこうして触れられたのは初めてなのに、不思議と恐きよう怖ふ感かんも嫌けん悪お感かんもなかった。

　指が頬を辿たどり、首に差しかかろうとしたところで……イェンスはハッとしたように手を放した。

「……ワルキューレの体は冷たいな」

　呟つぶやかれ、自覚する。イェンスの手が温かいのではない。ソフィーの体が冷たいのだ。

「ワルキューレは半死体だ。知っていたか」

「死体……」

　そういえば、と──体を死の世界に近付けてワルキューレになるのだと説明されたことを、思い出す。
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「死者に近付いた体、それがワルキューレ。君が男なら、半死の体を抱だきしめたいと思うか」

　問われ、ソフィーは彼が何を言いたいか察した。

「ワルキューレを、侮ぶ辱じよくしないでください」

「していない。彼女たちは、貧しい家の出だったり、行く当てのない娘だったりする。将校に求められることを、光栄に思ってしまうのだろう。──私は私のワルキューレを尊敬していた。だからこそ、偽にせの恋心なんて抱いだかなかった。……もちろん、君にも」

　イェンスはソフィーの手を掴つかみ、歩き始めた。手は温かなのに、ちっとも温められる気がしなかった。熱が伝わらない、体なのかもしれない。改めてワルキューレの特とく殊しゆ性を思う。

「先代のワルキューレは、あなたのことを好きだと言ったのですか？」

　どうして、聞いてしまったのだろう。イェンスは肩を震ふるわせた。

「彼女は、空気に流されただけだ」

「でも、彼女の恋心が偽物だなんてわからないでしょう」

　本気の、恋だったかもしれない。

　いつの間にか、ワルキューレの天幕前に着いていた。イェンスは手を放し、皮肉気に笑った。

「それはない。戦士とワルキューレである限りは、な」

　ばっ、とコートを翻ひるがえして、彼は降り始めた雪の中を凜りん然ぜんと歩き出す。その頑かたくなな背を、ソフィーはいつまでも見送っていた。




　天幕に戻もどってローネに酒瓶びんを渡すと、彼女は嬉うれしそうに杯さかずきに酒を注ぎ始めた。

「あんたも、ひとくちどうだい？」

「……いえ、いいです。あの──ローネさん」

「うん？　何だい」

　実は、とソフィーが先ほどのやり取りを語ると、ローネはたちまち渋しぶい顔になる。

「あんた、また……。イェンス様に、前のワルキューレの話題は禁句、って言っとけばよかったね」

　ローネはため息をついて、葡萄酒を飲み干す。

「先代は、イェンス様のことが好きだったんですね……」

「ああ、まあね」

　ローネはどこかばつが悪そうに、ソフィーから目を逸そらした。何を言っていいか悪いか判断がつかず、迷っているようだ。

「将軍はあの通り、厳しいひとだし風紀にうるさいからね。見るからに片かた想おもいで、かわいそうだったよ。……さあ、そろそろ寝ねようか」

　ふあ、とローネは大きなあくびをする。明らかに、ローネは話を逸らそうとしていた。これ以上は聞いてくれるな、と顔に書いてあるようだ。

　どうしてここまで、先代のワルキューレが気になるのだろう。

「あの、ローネさんはどう思うんですか？　ワルキューレと将校の恋は、偽物ですか？」

「……そんなのわかんないけど、空気に流される子たちだって多いだろね。でもね、ソフィー。ワルキューレは十割死ぬって言われてる。死ぬ前に恋ぐらいしたい、って言ってワルキューレたちは将校にしなだれかかるのさ」

「……そんな」

「将校だって、こんな危険な戦線なんだ。気を紛らわせるために、束つかの間の恋ぐらいしたいさ。彼らにとって、それが本物かどうかなんて関係ない。疑ぎ似じ的でも、自分たちを酩めい酊ていさせるものであればそれでいいんだ」

　ローネはもう寝ると言ったのに、また酒を注いでいた。彼女がこうして酒を飲むのも、酔よって気を紛らわせたいからなのだろうか。圧あつ倒とう的に不利な、この戦場から目を背そむけたくて──。

「ローネさんが、ヨアンさんの想いに応こたえないのは、偽物だと思っているから？」

　ソフィーの問いに、ローネは快活に笑う。

「何度も言わせるんじゃないよ。あたしは釘くぎを刺さされたし、元娼しよう婦ふだ。あの子は大貴族の子息だし、腕うでも立つ。よほどのことがない限り、あの子は生きて戻るだろう。その時に、あたしみたいなのと恋に陥った経験は邪じや魔まにしかならないよ。……卑ひ下げしてるんじゃないよ。あたしはね、あの子はいい子だと思うし好感を持ってる。だからこそ、あたしは応えないんだ。あの子の気持ちを偽物だとは断じないよ。あたしは誠意で応えてる。あの子と恋に落ちないって、決めた──それは誠意だ」

　いつの間にか、杯も瓶も空っぽになっていた。

「ああ、酔った酔った。……あんた、明日も早朝練習するんだろ？　早く寝ようじゃないか」

「……はい」

　ソフィーは今度こそ、口をつぐんだ。

（ローネさんの考え方は、イェンス様に少し似ているのかもしれない）

　どちらも、応えないことを選せん択たくした。

　どうして胸が痛むのだろう。イェンスの理り屈くつは、よく理解できたのに。
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　ソフィーはその後も、早朝練習を続けた。ローネが同行してくれることもあったが、酒なしでも朝に弱いらしく、大体ソフィーひとりでの練習になった。

　矢は、ほとんど狙ねらい通りに当たるようになった。それでも、不安に駆かられて早朝練習を欠かさなかった。

　ある日、背後で雪を踏ふむ音が聞こえて、矢をつがえたままソフィーは振ふり返る。

「どうした。続けろ」

　イェンスが表情を変えないまま、ソフィーを見下ろす。

「……は、はい」

　見られていると思って、緊きん張ちようしたからだろう。矢を放つと、中心から少しずれたところに当たった。

「君は、戦場でもよく当てるようになったな」

　イェンスの言葉に、ソフィーは矢を手に戻したまま動きを止める。

「だが、君は戦場で、おどおどしている。矢をきちんと当てられるのに。まだ、怖いか」

「…………怖いです」

「それは、わかる。だが、それを見せないでほしい。君は私のワルキューレだ。将軍と、そのワルキューレは軍の旗印だ。怯おびえず、堂々と敵を睨にらみつけろ。味方は君を見るんだ。君が怯えれば、他ほかの者も怯える」

　ヨアンに「虚きよ勢せいでいい」と言われたことを思い出す。気を付けていたのに、まだできていなかったらしい。イェンス自ら言いにくるほど、目に余るのだろう。

「そう落ち込むな。君は、よくやっている方だと思う。ただ、もっと──私のワルキューレらしく振る舞まってほしいというだけだ」

　淡たん々たんと述べながら、イェンスは右手の甲こうを掲かかげる。ソフィーは一いつ旦たんワルキューレの弓矢を針に戻して、その甲に刻まれたルーン文字に、自分のそれを合わせた。

「練習は疲つかれない程度にな」

　そう言い残してイェンスは手の甲を放し、行ってしまった。
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　戦いの日々は続いた。

　相変わらず、ワルキューレも戦士も敵兵や死神に殺されていく。レンマール軍を嘲あざ笑わらうかのように死神は空を飛び、鎌かまを振るった。

　ソフィーは将軍の傍かたわらで、矢を射続けた。体が覚えてきたのか、初日の失態が嘘うそのように命中率がかなり高くなっていた。イェンス自身が強く、死神の攻こう撃げきを避よけ、兵士を屠ほふってくれるのでソフィーは傷ひとつ負わなかった。

　時折、イェンスが別所の守りに赴おもむくようにと指示を出すこともあった。それほど信しん頼らいしてくれているのだと思うと、嬉しかった。

「ソフィー、ヨアンとローネの援えん護ごに行ってくれ！　あそこに死神が集中している！　私もすぐに追う！」

　イェンスが敵を斬きり払はらいながら指示を出したので、ソフィーは頷うなずいた。たしかに、右前方のヨアン隊に次々と死神が舞い降りようとしている。ためらっている暇ひまはない。

　走りながら矢をつがえ、今にも兵士を屠ろうとしていた死神を射い貫ぬく。矢は瞬しゆん時じに手に戻った。いつしか、無意識にこれができるようになっていた。成長したものだ、と自分でも思う。

「ソフィー・ヤンセン、将軍の命によりライネセン隊を援護します！」

　ソフィーの叫さけびに、ローネが「ありがとね！」と応じる。彼女も矢をつがえ放つのに必死で、こちらを見る余よ裕ゆうもないようだ。

　さすがにローネの矢は正確、かつ速かった。

　ヨアンも将校でありながら積極的に前に出て、敵と斬り結んでいる。不意打ちで斬りかかってきた敵に対し、何度か斬りつけた後、右手の剣けんで敵の武器を持っていた腕を斬り落とし、断末魔の声をあげるシュオム兵の口をふさぐかのように、左手に持っていた剣で胸むな元もとを薙なぐ。おびただしい返り血で朱しゆに染まりながら、ヨアンは止まらず次の敵と剣を交えていた。

　見事な双そう剣けんの腕前に感心しながらも、ソフィーはローネと協力して死神を矢で貫き続けた。

「もういいよ、ソフィー。ありがとね。気をつけて戻もどりなさい！」

　ローネに礼を言われて、死神の数が随ずい分ぶんと減っていることに気付いた。

「はいっ！」

　走って、イェンスの下もとに戻ろうと走り出す。

　怒ど号ごうが聞こえたので、振り返る。兵士が剣を振り上げていることに気付いた時にはもう、遅おそかった。間に合わない。

　斬り裂さかれる恐きよう怖ふに苛さいなまれながら疾しつ駆くしていると──風を切る音が聞こえた。

　後ろを向くと、先ほどまで剣を構えていた男の首から、短剣が落ちる。怯ひるんだ男に、イェンスが飛びかかり、長剣で二度、男の胴どうを斬り払った後、脳天から剣を打ち下ろした。

　剣を振って血を払い、イェンスはまたソフィーめがけて襲おそいくる敵と斬り結び、あっという間に敵を斬り伏ふせる。

　ソフィーもすぐに我われに返って、近くにいる死神を射貫いた。
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　他のところに助けにいけるほどの余裕があるのはイェンスが強くてひとりでもある程度戦えるからだが、他のワルキューレはそうもいかない。

　ソフィーが驚おどろいたのは、想像以上にワルキューレたちがおびただしく死んでいくことだった。

　死神を倒たおせるのはワルキューレだけ。だからこそ、敵はワルキューレを集中的に狙う。元々、訓練を受けたこともない女性たちである。

　兵士が守り切れず、ワルキューレがあっさり体を裂かれて亡なくなることがよくあった。

　ニルスは、一定の間かん隔かくをあけて新しいワルキューレを連れてくる。しかし連れてこられる女性たちの人数はどんどん減っていき、更さらに連れてこられた女性は一様に瘦やせ細っていた。貧しい家の親が、娘むすめを売るようにしてワルキューレにさせているようだった。

　新しく連れてこられたワルキューレは元々生きる気力が薄うすく、戦いにも不熱心なことが多かった。そのためか、初めての戦場から命を落とす者が多々現れた。

　そんな中でも、恋こいは生まれていた。将校は当たり前のようにワルキューレに愛を囁ささやき、ワルキューレはそれに応じた。

「トワセンさんったらね……」

　と、夕食の最中にソフィーに惚のろ気け話をするのは、ソフィーより後にやってきたワルキューレ──エマだ。

　エマは来た当初、男性不信気味なところがあった。

　将校とワルキューレが恋に落ちやすいと聞くと、「絶対やだ！」と叫んでいたものだ。

　しかし、彼女が担当することになった小隊の隊長──トワセンに甘く囁かれ、すっかり陥かん落らくしてしまったようだ。

　トワセンは既き婚こんで、都にいた時も相当な浮うき名を流していた、徹てつ底てい的な色男である。純じゆん朴ぼくな娘が抗あらがえるはずもなかったのだろう。

　エマは来た時に色々教えたソフィーに懐なつき、ソフィーやローネと行動を共にしていた。しかしローネとエマはとりわけ仲がよいわけでもなく、ほぼ会話もなかった。

　実に微び妙みような三人組だと思いながら、ソフィーはエマの惚気話に耳を傾かたむける。

　トワセンのワルキューレは、死亡率が高いという噂うわさがあった。彼が本気でワルキューレを守らないからだという説も、ワルキューレの方が彼を危険にさらすことを嫌きらうだけだという説もあったが、真しん偽ぎのほどはわからない。

　気を付けてと言うべきか……と逡しゆん巡じゆんしたところで、エマに顔を覗のぞき込まれる。

「ソフィーも、将軍と恋仲になっちゃえばいいのに。どうして、どうにもなってないの？」

「……イェンス様は、ワルキューレと将校の恋は禁止にしてるのよ。禁止した本人が、禁止令を破るわけにもいかないでしょう」

「えー？　そんなの、誰だれも従ってないじゃない」

　エマの言う通り、恋れん愛あい禁止令は有名無実にもほどがあった。

「将軍かっこいいから、ソフィーだってときめくでしょ」

　答えに窮きゆうしたところで、ローネが口を挟はさんだ。

「エマ。あんまり、他のワルキューレと将校の関係に口を出すんじゃないよ。そのひとが何を選ぶかは、自由だろう？」

　ローネの言葉を受けて、エマは唇くちびるを歪ゆがめた。いつからか、エマは蠱こ惑わく的てきとも言える笑い方をするようになった。

「はいはい。……ローネさんのところは、仕方ないわよね。あの坊ぼつちゃんが、相手じゃね」

「……ヨアン様はまだ幼いけど、いい男さ。ただ、あたしは元娼しよう婦ふだからどんな将校とでも、そうはならないと決めてるだけさ」

　ヨアンを庇かばっていると思ったのか、エマは「ふうん」と空くう疎そな返事をして、くつくつと笑った。

　ソフィーは、じっとエマを見つめる。さすがに最近のエマは増長しすぎではないか。ソフィーもローネも将校と恋に落ちないからと、最近見下されているような気さえしてくる。

　だが、ソフィーは懐いてくるエマを無下にはできない。ローネもそうなのか、それとも振ふり払う気力すら勿もつ体たいないと思っているのか。

（私が強く言わないのも、悪いんだわ）

　元々、エマはソフィーに懐いているのだ。ローネとはほとんど話さないし、ローネから何か言えば角が立つと思うから、ローネは何も言わないのだろう。

　すうっ、とソフィーは息を吸って、若じやつ干かん硬こう質しつな声を出した。

「エマさん。あまり、他人のことに口を出さないでください」

　ソフィーに強く言われると思っていなかったのか、エマは青ざめ、唇をわななかせた。

「あなたとトワセンさんの仲がいいことは、素す晴ばらしいと思う。でも、私たちに押し付けないでほしいの。私たちには、私たちの理由があるし……矜きよう持じもあるわ」

　イェンスは、ワルキューレを尊敬しているから恋になんてしないと、言っていた。最初はイェンスの考えは極きよく端たんだと思っていたが、最近の……エマを筆頭とするワルキューレが恋に溺おぼれる様を見ていると、彼の言い分もよくわかってきたのだ。

　不安と恐怖を、一時的な快楽で紛まぎらわせたい。そう思っているひとも、多いのだ。もちろん、誠実に互たがいを想おもい合っているワルキューレと戦士もいるのだけれど。

「……気分が悪いわ。私、トワセン様のところに行くから！」

　エマは怒鳴り、天幕から出ていってしまった。

「……少し、厳しすぎたでしょうか」

「さあ。あんたが言いすぎたと思ったら、言いすぎたんじゃない？　あたしは判断できないよ」

　突つき放されるように言われて、ソフィーは反省した。そう、ローネに判断を委ゆだねても仕方ない話だ。

　ローネに「そんなことない」と言ってほしかっただけだと気付いて、己おのれの浅はかさを恥はじる。

「私は……当然のことを言ったと思います。彼女の反応がどうであれ、受け止める覚かく悟ごです」

　そう言い切ると、ローネは「それでいいじゃないか」と呟つぶやいた。
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　嫌いやな予感がしていなかった、と言えば嘘うそになる。まして、死にやすいと言われるトワセンの傍かたわらだ。

　練習にも熱心でないエマが命を落とすまでに、時間はかからなかった。

　あれからエマは、ソフィーと口を利きかなくなった。だから、彼女とまともに向き合うのは一週間ぶりだった。

　虚うつろな目を開いたままの彼女は、胸と腹にひどい怪け我がを負っていた。

　今日出たワルキューレの死者は、二名。彼女たちを見下ろし、ソフィーは唇を噛かんだ。

　エマを見下ろす人々の中には、トワセンもいた。長い茶ちや髪ぱつを風に遊ばせ、痛ましい表情を浮かべている──のかと思いきや、彼はいたって無表情だった。

「……今日出た死者に、哀あい悼とうを」

　イェンスの声が響ひびき渡わたって、皆みなはしばし黙もく祷とうした。

「黙祷終しゆう了りよう。解散してよし」

　とイェンスが声をかけた後、死体を取り囲む輪が解け始めたが、ソフィーは移動する気になれずにそのまま佇たたずんでいた。

　雑用係の男たちが、死体を筵むしろでくるみ始める。

　背後で、兵士たちによる小さな話し声が、風の悪戯いたずらのせいかソフィーの耳にしっかりと入ってきた。

「残念ですね、トワセン様」

「……まあな。でも、また来るさ」

　ワルキューレはまた補ほ充じゆうされる、といった意味を含ふくんだ言葉にソフィーは青ざめ、振り返る。トワセンの背は、もう随ずい分ぶんと遠かった。

　この戦場で、多くの将校とワルキューレは恋に落ちる。だが、その恋は──全すべて誠実な気持ちの発はつ露ろとはいかないようだった。
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　エマの死から二日経たっても、ソフィーはもやもやした気持ちを抑おさえられないでいた。くわえて、事故も起きた。ローネが怪我をしたのだ。

「ああ、平気平気。……といっても、腕うで負傷じゃ足引っ張っちまうね」

　基地に帰ってきたローネは、岩の上に座って腕を押さえていた。そう落ち込んでいる様子もなく、心配するソフィーに向かって、あっけらかんと笑ってみせる。

「何言ってるんですか。ワルキューレの怪我は治らないのに──」

　ヨアンが心配そうに、ローネの傍そばに跪ひざまずいている。

　ソフィーは「怪我が治らない」と聞いて、目を見開いた。

「傷が、治らないのですか？」

「……あれ、知らなかったのですか。ワルキューレは、半分死体……ですからね。死体の怪我は治らないでしょう？　それと同じ理り屈くつですよ。正確に言えば、全く治らないわけではないんですが、とても治ち癒ゆ速度が遅おそいのです」

　半死体というのは厄やつ介かいなものらしい、と己の低い体温を意識する。

「でも、痛覚はありますよね？」

　ソフィーは拳こぶしを握にぎり込み、少し爪つめを立ててみせた。ものすごく痛い、というわけではないけれども……痛みはたしかに存在した。

「一応ね。でも、通常より痛覚も鈍にぶっているはずだよ。あんた、ワルキューレになりたての頃ころって、意識がどこか遠いところに行ったような感じにならなかったかい？」

　ローネの言葉に、深く頷うなずく。

「なりました。……少し経ったら、慣れたんですけど」

「うん、慣れるけどね。実際は体が作り替かわったようなもんだからね。血もそんな、出ないし。普ふ通つうの体ならもっと重傷だったね。弓は何とか使えるだろ」

　気楽に言って、ローネは傷を押さえた白い布を一いつ旦たん離はなした。ざっくり裂さけてはいるが、思ったよりは出血していない。

「ローネさん、明日は休みますか？」

「休めるわけない。平気だよ、ヨアン様。ワルキューレの傷は治らないし、休んだって仕方ないよ。明日もちゃんと戦うから、心配しなさんな」

　ローネは優やさしく、ヨアンの頬ほおに手を当てた。ヨアンの目が、幸せそうに細まる。

　その光景を見て、ソフィーの心もほのかに温かくなる。

　ローネを恋こい慕したうヨアンと、ヨアンの気持ちに応こたえないローネ。一見、上手うまくいっていない関係のようだが、ふたりの間には恋こいとは違ちがう情があった。

　イェンスが言っていたように、互いに尊敬し合っているのかもしれない。

　ソフィーはふと、向こうの方から歩いてくる男に気付いた。紺こん色いろのローブをまとっている男に見覚えはなかったが、恰かつ好こうからして魔ま術じゆつ師しだろう。

「……すみません。将軍の天幕はどこですか？」

「あ、ご案内しますよ。私、将軍付きのワルキューレですので」

　ソフィーの申し出に、魔術師は「ほう」と感心したような声をあげた。

「では、よろしくお願いします」

「はい。──では、ローネさんにヨアンさん。行きますね」

　ふたりに呼びかけてから、ソフィーは魔術師を先導した。

　天幕の前に辿たどり着き、ソフィーは入り口の布を少し開けて「イェンス様、お客様です。魔術師様ですよ」と彼に呼びかける。

「──ああ。入るように言ってくれ」

　応答を受け、ソフィーは入り口をより大きく開けて「どうぞ」と魔術師を促うながす。

「どうもありがとう。……あなたも、同席してくれませんか？」

　いきなり頼たのまれて、ソフィーは驚おどろきながらも頷き、魔術師に続いて天幕の中に入った。

「よく来てくれた、マグヌス」

「どうも、将軍」

　イェンスは魔術師を歓かん迎げいした後、彼に続いて入ってきたソフィーを見て眉まゆをひそめた。

　イェンスの反応に気付いたのか、マグヌスと呼ばれた魔術師が苦く笑しようする。

「私が頼んで、同席してもらうことにしました。……ワルキューレについて話すなら、本物がいた方が参考になりますからね。あなたのワルキューレを利用することを、お許しいただけますか？」

　マグヌスに慇いん懃ぎんに問われて、イェンスはちらっとソフィーを見やった。

「あ……私に協力できることなら、いくらでも」

　ソフィーの意見を聞いて、イェンスは「彼女が構わないなら」とマグヌスに頷きかけた。

「それでは、お願いしますね」

　マグヌスはソフィーに笑いかける。笑うと、少し幼い印象になる。年の頃は、三十ぐらいだろうか。平へい凡ぼんな印象だが、人の好よさが滲にじみ出ているような顔つきだった。

「……それで、マグヌス。頼んだ件は、どうなんだ」

「はい。イェンス様──ワルキューレが脆もろすぎる、という点ですが」

「脆すぎる、とは言ってない。死神に比べてワルキューレが圧あつ倒とう的に不利なんだ。これでは、いくら次々にワルキューレを連れてきても無理だ。対たい抗こう策を考えてくれ」

　いつも冷静なイェンスには珍めずらしく、少し慌あわてたような口調だった。

　たしかに、ソフィーが把は握あくしているだけでもワルキューレの死亡率は高すぎる。十割死ぬ、というのは大げさではなかったようだ。

「ひとつ対抗策としてあるのが、ワルキューレをより死体に近付ける方法でしょうか」

「死体に近付けるだと？　なぜ、そんなことを」

「痛覚を失なくすことによって、攻こう撃げきを受けても攻撃を返せるようになります。ひとりでも多くの死神を仕留められれば、死者は少なくなる」

「……それは解決策とは言えない」

「言えますよ、将軍。そもそも攻撃を完全に防ぐ、というのは無理です。彼女たちは元は素人しろうとなのだから。シュオムも必死でワルキューレを狙ねらってきますし。なら、攻撃を受けても少しでも長く行動できるようにすべきです。他ほかのワルキューレのためにも」

　ふたりの会話を聞きながら、ソフィーは冷えた血が益ます々ます凍こおるようだと、呆ぼう然ぜんと思った。

　マグヌスは、ワルキューレを兵器や物として捉とらえているらしい。

（間違いじゃ、ないんだわ）

　魔術によって作り替えられた体は、シュオムの兵器──死神を倒たおすため。正に、ワルキューレは兵器なのだ。兵器ならば、少しでも長く動かしたいと思うのは必至。

　マグヌスが、冷たいわけではない。彼は合理的な考えを持っているだけのこと。

（イェンス様の方が、よほど情に厚かったのね……）

　目が覚めた心地ここちだった。

　冷たくソフィーを振ふり払はらい、ワルキューレと戦士の恋など偽にせ物ものだと言い切った将軍。だけれども、彼はその実温かい心を持っているのではないだろうか。

　トワセンのように、ワルキューレには代わりがいるとも言い切らず。マグヌスのように、ワルキューレを兵器扱あつかいもせず。

　彼は、ワルキューレを尊敬すると言っていた。あれは、本心からの台詞せりふだったのだろう。ワルキューレを想おもうから、彼はきちんと線を引いているのだ。

　彼の真意を慮おもんぱかるほど、彼に惹ひかれていってしまうのは皮肉な話だった。

「あなたはどう思いますか？」

　意見を請こわれて、ソフィーは姿勢を正した。

「……痛覚がなくなるのは……」

　益々、人間から遠ざかっていくようで嫌いやだ。しかし、敵に一いつ矢し報むくいる機会が少しでも増えるというのなら、ワルキューレとしては了りよう承しようすべきなのだろう。

「いいと、思います」

　言い切った瞬しゆん間かん、イェンスと目が合う。彼は目に戸と惑まどいを滲ませていた。

「他のワルキューレの意見も聞いた方がいいな。一度、集めるか」

　イェンスがそう言うと、マグヌスは頷いた。

　ふたりが天幕から出た後、続けて出ようとして──気付く。

　マグヌスは一度も、ソフィーの名前を聞かなかった。彼にとって、ソフィーはあくまで「ワルキューレのひとり」なのだろう。

　人間扱いすら、されていない……そう思うと、胸に苦みが広がった。




　イェンスはワルキューレたちを集め、痛覚を失くす改造魔術を施ほどこすことができるが、志願制にしたいと述べた。傍かたわらのマグヌスは、無表情で様子を眺ながめている。

「……あたしはその改造、受けたいね」

　真っ先に手を挙げたのは、ローネだった。

「あたしは今日、怪け我がをしたからね。痛みがあると、矢を射にくい。お願いするよ」

　ローネが理由を述べた後すぐ、ソフィーも手を挙げた。

　ローネやソフィーに促されたかのように、他のワルキューレもぽつぽつと手を挙げ始めた。ゆっくりと、だが確実に挙がる手が増えていく。最終的には、全員挙手という結果になった。

「……全員か。流されて手を挙げた者もいるだろう。考え直してもいいんだぞ」

　だが、意見を翻ひるがえす者は出てこなかった。

「それでは順次、改造魔術を施していく。今夜はワルキューレ天幕に魔術師を向かわせるから、普段違う天幕で過ごしている者も、今日ばかりは留とどまるように。今日で終わらなければ、明日もだ」

　イェンスがそう言うと、ワルキューレたちから不満の声が漏もれた。しかし、一応は恋れん愛あい禁止令が出されているので堂々と意見もできないようで、抗議する女性は出てこなかった。




　その夜、天幕に魔術師が三人訪おとずれ、ワルキューレに改造魔術を施していった。

　マグヌスに「両りよう腕うでを」と言われて、ソフィーは腕を伸のばす。彼は手首を包み込むようにして握にぎり、呪じゆ文もんを唱えた。

　ひやりと、手首から何か冷たいものが入ってきて心臓に届く。冷たい。このままでは、凍こごえてしまう、と目を閉じる。すると真っ暗な闇やみが見えた。マグヌスの口から溢あふれる呪文で、聞き取れる単語はやはり「ドゥーレン」──気が遠くなるほど昔に使われていた、死という単語。

　はっ、と思わず息が漏れた瞬間、ソフィーは一瞬意識を失った。

　ぱしぱし、と頬ほおを叩たたかれて覚かく醒せいする。横たわった体を意識し、起き上がる。

「ローネさん……私……」

「ああ。終わったよ。あんた、気絶しちゃったんだね」

　先に終えていたローネは、涼すずしい顔をしていた。

「はい……。ローネさんは意識は失ってませんでしたよね」

　彼女が魔術を受けるところを傍そばで見ていたソフィーは、その時の光景を思い出しながら口を開く。

「まあね。体質みたいなもんかね？　あたしは一番の古株だし、ワルキューレの体質に慣れちゃってるのかもね」

　あはは、とローネはあっけらかんと笑っていた。

　辺りを見回すと、大半のワルキューレの処置が終わったようだ。既すでに、何人かは姿が見えない。将校のところに向かったのだろうか。

「案外すぐだったね。今日だけで終わりそう」

「……ですね」

　ローネの意見に同意したソフィーは、まだ体の変化がしっくりきていないことに気付いた。指を動かし、頬に触ふれる。

　痛覚がない、というより触しよつ覚かくもほぼないようだ。これは慣れれば戻もどるのだろうか。

　袖そでをまくって、腕に爪つめを立ててみる。そのまま指を移動させると赤い線が走ったが、全く痛くなかった。

「こら、ソフィー！　ワルキューレの傷は治らないって言っただろ。試ためすんじゃないよ！」

「……ごめんなさい」

「謝るなら、自分に謝りな。全く……」

　ローネは呆あきれたように肩かたをすくめた。

「あたしの傷も全く痛まなくなったね。大したもんだ」

「あの、ローネさん。益々、私たちは人間から離はなれていくようですね」

　ソフィーが万ばん感かんをこめて呟つぶやくと、ローネは不思議そうに首を傾かしげた。

「何言ってんだい。ワルキューレになる時に、覚かく悟ごを決めなかったのかい？」

「……その時は、あまり」

「ああ、あんたが招集された時はもう、ワルキューレ不足だったもんね。あたしの時は、それなりに志願者がいたからね。あとで文句言われないようにか、儀ぎ式しきをする前に詳くわしく説明されたんだ。人間じゃなくなるようなものですよ、ってね」

　ローネは魔ま術じゆつ師したちを眺めながら、つらつらと語った。

「ワルキューレって、元の体に戻れるんですか？」

「……戻れるとは聞いたけどね。あんたも知っての通り、ここから生きて帰ったワルキューレはいないからね。戦争が終わらない限り、無理だろう。なんだい、あんた。ワルキューレになったことを後こう悔かいしてるのかい？」

「いえ──。ただ、ローネさんに比べると覚悟不足というだけです」

「はは。あんたも結構、覚悟してるように見えるけどね」

　ローネは「酒でも飲むか」とひとりごちて、傍らにあった酒瓶びんに手を伸ばしていた。

「……で、あんたは何か戦争を終わらせる手段を考えたのかい？」

「…………思いついてません」

　そうだ。ローネに向かって豪ごう語ごしたのに、何も考えられていないし実行できていない。

「でもローネさん。私は、諦あきらめません」

　何か考えよう、しようという意志だけは、諦めたくなかった。戦争を終わらせ、帰ることを夢で終わらせたくない。未来にしたい。

「心強いじゃないか」

　ローネが杯さかずきに酒を注ぐ音が、とくとくと響ひびく。

「あんたは、諦めの悪い性格みたいだね。いいことだ。ここではみんな、諦めちまってるから。あの将軍ぐらいだ、諦めてないのは」

　ローネの発言にびっくりした後、ソフィーは破顔した。

「なら、イェンス様と私は諦めない者同士なのですね」

「そうそう。お似合いの組み合わせじゃないか。……ソフィー、その気持ちを忘れるんじゃないよ」

　ローネに笑いかけられ、ソフィーは微笑ほほえんだ。
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　翌日、ワルキューレはふたり死んだ。彼女たちは傷付いても最後まで戦った、勇ゆう敢かんだった、と将校や兵士たちは語った。

　仲間の死を嘆なげく間もなく、戦争は毎日行われる。

「ソフィー！」

　イェンスの声が響く。ソフィーの矢が、死神から外れた。本来なら、確実に射られた距きよ離りだった。

　ソフィーは腹に力をこめて、矢を呼び戻してもう一度つがえる。今度は、狙ねらった死神の頭を貫つらぬくことができた。

「何をしている！　集中しろ！」

「……すみません！」

　イェンスに怒おこられて、当たり前だ。昨日あまり眠ねむれなかったせいか、今日はひどく集中力が乱れている。深呼吸して、目を見開く。

　そこでソフィーは、先ほど倒たおした死神から光が飛んでいくところを目もく撃げきした。死神は矢に貫かれるといつも、ああして光になって空に消えていくのだが、今日はその光が消えずにシュオム軍に戻るところまではっきり見えた。シュオム軍の野営地から、少し離れたところに──。他ほかのワルキューレが倒した死神の残ざん滓しもまた、先ほどの死神の光と同じ道筋を辿たどった。

「ソフィー！」

　イェンスの声で我われに返り、間近に迫せまった死神に気付く。

　素す早ばやく矢をつがえて射って、ギリギリのところで死神を貫く。

（おかしい。あれは何？）

　もう一度見ようと思うのに、死神が押し寄せ、更さらに敵兵たちが群がってくる。怒ど号ごうと流血に囲まれ、ソフィーは矢を射るだけで精せい一いつ杯ぱいになってしまった。

　ソフィーが必死に戦っている内に、シュオム軍は引き揚あげていった。

　額にかかった返り血を手で拭ぬぐうイェンスに一歩近付き、彼を見上げる。

「……ソフィー、どうした。今日は、あまりにも集中できていなかったぞ」

　鋭するどい視線に怯ひるみ、ソフィーは「申し訳ありません」と謝った後、報告した。

「イェンス様。大変なものを目撃しました」

　その言葉を受け、イェンスはいぶかしむように眉まゆをひそめた。




　野営地に戻り、ソフィーはイェンスの天幕で詳しよう細さいを話した。中にはマグヌスもいた。彼は本来都で勤務しているのだが、都には帰らず魔術師不足の戦地にしばらく滞たい在ざいすることになったらしい。

「死神の、光の行方ゆくえを見た……？」

　イェンスはソフィーの目撃証言を反復し、確かく認にんした。

「はい。死神が消える時、いつも光が空に消えていきます。でもどうしてか、今日はその光がシュオム軍の方に飛んでいくのが見えたんです」

「……ワルキューレを、より死に近付けたことで、ワルキューレの持つ死の力が更に研とぎ澄すまされたということですかね」

　マグヌスは少し焦あせったように、呟いた。

「だとすると、大変な発見だな。死神の魂こん魄ぱくは、同じ方向に向かったと？」

「はい。あれはシュオムの野営地……より少し離れたところじゃないでしょうか」

　だが、ソフィーもずっと光の行方を追えたわけではなかった。次から次へと死神が現れるせいだ。

「以前から、疑問視されていましたね。あれは虚きよ像ぞうで──死神には本体があるのではないかと」

　マグヌスの一言に、イェンスもソフィーも息を吞のむ。

「本体があるとしたら……シュオム兵か？」

「いえ。実はこのように体を作り替かえる魔術に対して、成人男性というのは一番適性がないんです。不思議なものですがね。女性か、子どもしかできない。ワルキューレも、女性しか無理ですしね。特にワルキューレは、死の世界に近付けるための魔術で作り替えられた体です。これは、女性が死に通じる存在だからできること。一方、子どもは体や魂たましいが良くも悪くも不安定なため、魔術に作用されやすいのです」

　マグヌスの説明に、イェンスは眉をひそめていた。魔術をたしなまない彼には、難解だったようだ。

「……女性が死に通じる存在というのが、よくわからんな。どういうことだ」

「女性は子を産むでしょう。無から有を生む。子宮は子を宿すところであると同時に、死後の世界に通じているといいます。生まれ変わり、という概がい念ねんですよ。一度死した魂に、もう一度命を与あたえる。死後の世界から、魂魄をまた現世に引き戻すと言った方がわかりやすいですかね」

「……わからないでもない……」

　イェンスは曖あい昧まいに頷うなずいていた。

「……マグヌスさん。ということは、死神の正体は女性か子ども？」

「そうですね。どちらかでしょう。彼らは、我らの知らぬ魔術によって幽ゆう体たいないし魂魄だけの形を取っているのかもしれない。……どうにか、あの魔術の仕組みを解明できれば、こちらに勝機が見えてきます。死神を構成する魔術を紐ひも解とかねば」

　ソフィーの質問に対し、マグヌスは熱心にぶつぶつと呟つぶやいていた。

「魔術がわかれば、死神を消せるのか」

「……正直、わかりません。とにかく死神については、情報が足りないので」

「それなのに対たい抗こう策としてワルキューレを作り得たのは、不思議ですね」

　ソフィーが口を挟はさむと、マグヌスは皮肉げに微笑んだ。

「ワルキューレは……優すぐれた魔ま術じゆつ師しでもあったかつての将軍が残していった魔術なのですよ。魔術、というより技術でしょうか。幽体──実体のないものを貫くことができる、戦いくさの乙女おとめ──ワルキューレ。我らはその技術を利用しているにすぎません。幸い、今のところ対抗策となり得ているようですがね」

　マグヌスの話を聞きながら、ソフィーは首を傾かしげた。

（かつての将軍……？　イェンス様の前任者ってことかしら）

「とにかく、死神の本体がどこにあるのかがわかれば、そこを攻せめることができます」

　マグヌスがそう言うと、イェンスは少し顔をしかめた。

　女性か子どもが本体、ということを考えて躊ちゆう躇ちよしているのだろう。

「一番いいのは、死神の魔術をかけている者を捕とらえることなんですよね。たとえ死神の本体を全ぜん滅めつさせたところで、その魔術師がいるなら、また他の者にかけるでしょうから」

「……ひとりではないだろう？　複数の魔術師か？」

「そうでしょうね。しかし、ワルキューレの魔術よりもっと複雑な魔術を人体に施ほどこせる魔術師となると、限られてきます。その魔術師たちが戦場にいるのか、それとも別のところにいるのかはわかりませんが──。戦せん況きようを変えるとしたら、その方法しかないでしょうね」

「わかった。……ワルキューレたちに触ふれを出し、死神の魂魄がどこに飛ぶか見てもらうか。しかし無理はしない程度に──。いや、難しいか……。ソフィー、明日は魂魄の行方を見ることに集中するように」

　イェンスはマグヌスとの話が終わった後、ソフィーに向き直った。

「君が最初に目撃したのだから、適任だろう。それに、私は幸いワルキューレの守護がなくても、ある程度は戦える。引き受けてもらえるか？」

「……はいっ！」

　ソフィーは姿勢を正し、元気よく声を出した。とっくに熱を失ったと思った頬ほおが、少し熱くなる。

　自分が、きっかけを掴つかんだかもしれない。皆みなが諦あきらめた戦況に、風穴を開けられるかもしれない。そう思うと、心が震ふるえた。

「私は他の魔術師にも相談してきます。では、イェンス様。また。──あなたも」

　マグヌスは一応ソフィーにも礼をして、天幕を出ていってしまった。

　相変わらず、名前を覚える気はないらしい。もっとも、入れ替わりの激しいワルキューレの個々の名前など覚えても仕方ないと、思っているのかもしれないが。

「ソフィー、とにかく君はよくやった」

　イェンスに突とつ如じよ褒ほめられて、口元が思わず綻ほころぶ。

「褒ほう美びに、美味うまい茶でも馳ち走そうしてやろう」

　イェンスは一いつ旦たん天幕から出ていき、すぐに戻もどってきた。そして椅い子すではなくベッドの上に座る。

　ほどなくして下働きの男が盆ぼんを手に入ってきて、彼は卓たくに盆を置いて、去っていった。盆に載のった二つのカップは、芳かぐわしい湯気をくゆらせている。

「飲め。エリデの花茶だ」

　愛あい想そも何もない口調で促うながされ、ソフィーはそっとカップを取る。啜すすると、甘い味が広がった。

　甘い。それも、花の蜜みつの甘さだ。

　エリデ、という花を茶にすると、花蜜のような甘さが湯に溶とける。夏にしか取れない花で、生育数自体も少ない、希少な植物だった。

　誰だれかに聞いた話を思い出しながら、ソフィーはゆっくりと味わった。ワルキューレになる前なら、こんなに高級な茶はとても飲めなかっただろう。

「おいしいです。ありがとうございます」

「……君の功績に対する褒美だ。礼はいらない」

　イェンスは立ち上がり、卓の傍そばに寄ってカップを持ち上げた。彼は立ったまま、飲み始める。

（最初は怖こわかったけど……優やさしい人だと、今では実感してる）

　そう、薬をくれたのも不思議ではない。ソフィーはもう一度お礼を言ってみようと決断し、拳こぶしを握にぎった。

「……イェンス様。あなたは覚えていないかもしれませんが……私、あなたに薬をいただいて本当に助かったんです。お礼だけ、受け取ってください。──ありがとうございました」

　カップを一旦卓の上に置き、立ち上がって頭を下げる。

　すると、イェンスは眉をひそめた。

「それ、初めて会った時も言っていたな。何の話だ？」

　詳くわしい状況を説明すれば思い出してくれるかもしれないと考え、ソフィーは語った。モルク病にかかったこと。特効薬を買うお金なんてなくて絶望して泣いていたら、青年が薬をくれたこと。その青年は、「将軍」と呼ばれていたこと──。

　そこまで聞いて、イェンスは大おお仰ぎようにため息をついた。

「……それは、私ではない」

「でも、将軍って──」

「…………ソフィー、私をいくつだと思っている」

　イェンスは思い切り顔をしかめた後、中身を一気に飲み干してカップを卓に置いた。

「二十代半ば……いえ、後半でしょうか」

　おずおずと言うと、イェンスはもう一度大きなため息をつく。

「………………十九だ」

「じゅっ……十九!?」

　ソフィーは唖あ然ぜんとして、咄とつ嗟さに反応できなかった。

「そんなに、私は老ふけて見えるか」

　イェンスは少し傷ついたようだった。

「ご、ごめんなさい。いえ、大人っぽく見えたから──」

　まさか、まだ十代だとは想像もしていなかった。若く見積もっても二十代半ばだと、踏ふんでいたのだ。

「とにかく、それが私ではないことは年ねん齢れいからわかるだろう」

「あ、そうですね……」

　あの時の将軍が、イェンスのはずはない。何なら、声変わりも済ませていない少年の頃ころだったろう。

「では、あれは一体……誰？」

「先々代だろうな。先々代は数年前に将軍の座を退いて、引退した。先代はこの地で戦死し、私が選ばれたというわけだ」

「それにしてもイェンス様、まだ十九歳なのに選ばれたのですか……」

「まだ十九だから、選ばれたんだ。……この戦場は、敗色濃のう厚こうとされているからな。誰も、なりたがらなかったんだ。そこで、大きな後ろ盾だてもなく、剣けんの腕うでが立ち、おまけに霊れい感かんがある若者に目を付けた……というわけだ」

　イェンスは疲つかれたように、ベッドに腰こしかけていた。

　彼の顔を、まじまじと見つめる。老成していると思ったが、たしかに彼には若者らしい鋭するどさもあった。

「先々代は、さっきも話題に出たな。魔術師でありながら、剣士だった立派な人だ。人間のできた人で、身分関係なく他人には優しくした。その話も、有り得ることだ」

「イェンス様は、面識があるんですね」

「一応な。私が軍に入ったのは、彼の引退前だったから」

「そうなんですか……。この戦いが終わったら、お礼を伝えてもらえませんか。本当は、私が直接言いたいんですけど──」

　たとえ無事に戻れたとしても、元将軍に面会するのは難しいだろうと思い、ソフィーはイェンスに頼たのんだ。

「……無理だな」

　イェンスは苦みをこめて、呟つぶやいた。

「彼は引退後、どこかに行ってしまった。行方ゆくえ不明なんだ。彼の居場所がわかっていたら、今頃戦場に駆かり出されているさ。魔術も剣も使える優ゆう秀しゆうな戦士なんだから」

「……残念です。では、せめてお名前を」

「ミケール・イスバルセン。それが、彼の名前だよ」

「ミケール……」

　恩人の名前を、反復してみる。ようやく、知ることができた。もう会えないのは残念だが。

「どんな人でしたか？」

「そうだな……。優しい人だったよ。武人とは思えないほどにな。今はどこで、どうしているやら」

　ソフィーはそこでふと、思い至った。

「ワルキューレ生成の魔ま術じゆつを考案したのは、彼──ミケールさんなのですよね……？」

「そうらしいな」

「不思議ですね。どうして、ワルキューレを？　今は対死神に役立っていますが、本来の戦いでは無力なのでは？」

　ソフィーの質問を受け、イェンスは考え込んだように顎あごに手を当てた。

「元々、ワルキューレの魔術は対魔術戦だと言われている。本当は、魔術を打ち払はらうような戦せん闘とう員にしたかったらしい。あの弓矢だけでは、少し難しいだろうが──。君も知っての通り、魔術師は数が少ないから戦争で戦線に立つことはない。だが、各国で魔術師を増やそうという動きが盛さかんだ。その内、戦争に魔術師を加える日も遠くないかもしれない──という懸け念ねんの下もと、ワルキューレは生み出されたのだ。魔術師以外でも、魔術師に対たい抗こうできる戦闘員がいれば心強いだろう？」

　確かく認にんされて、ソフィーは頷うなずいた。

「よくわかりました……。でも、シュオムが死神を出してきたことによって、ワルキューレの役割が変わったんですね」

「そういうことだ。ワルキューレの魔術開発に対しては、随ずい分ぶんと風当たりが強かったらしい。王も貴族も、ほとんど反対だったそうだ。か弱き女性を戦闘員に作り替かえるとは何事か──という意見が、多かったようだな」

「なるほど。それでは、彼が引退したのも……」

「ああ。居づらくなったんだろうな。剣も魔術も天才的な腕前のひとだった。本来なら、引き留められるべき人材だ。しかし、危険な研究をしていると判断されたので、放ほう逐ちくされたんだ」

　イェンスは、眉まゆをひそめていた。彼の追放に納なつ得とくしていないような、口調だった。

「あの、イェンス様は……もしここに彼がいたら良かった、と思うのですか？」

「まあ、それは──凄すさまじい剣士で、魔術師だったし、思わないでもない。だが、それより私は……彼の追放は仕組まれていたものじゃないか、と思うんだ。ミケール・イスバルセンは将軍であり、魔術師の中でも高い地位を得ていた。有能すぎるからこそ、嫉しつ妬とされたのではないかと思う。実験も、誰かが彼に勧すすめた……嫌いやな言い方をすれば、そそのかした可能性だってある」

　イェンスの見解に、ソフィーはそれほど驚おどろかなかった。

「ミケール様は、優しい方だったのですね」

　微笑ほほえみかけると、イェンスは虚きよを衝つかれたようだった。

「まあな。こんな私にも、よくしてくれたよ」

〝こんな私〟という表現が気になりながらも、ソフィーは、薬をくれた優やさしい青年の声を思い出した。最後に祝福のキスをくれたひと。

（不思議だわ。私は、弟の薬のためにワルキューレになった。その、ワルキューレの魔術もあのひとが開発したものだったなんて）

　不可思議な、縁えんを感じる。ワルキューレの給きゆう与よがなければ、あの薬は買えなかった。結果的に、ミケールはソフィーもビョルンも救ってくれたのだ。

　胸に手を当てると、温かな気持ちが満たしてくれた。

　今はもう冷たい、ほとんど死体に近付いてしまった体。しかし、弟を救えたのだ。何を後こう悔かいすることがあろうか。

（それに──私は諦あきらめない）

　死神の魂こん魄ぱくの行方を突き止めれば、勝機が見えてくるはずだ。

「イェンス様。私、頑がん張ばりますね。死神の魂魄がどこに消えるのか、見み極きわめてみせます」

　ソフィーが言い切ると、イェンスは微笑んだ。

「頼んだ。……ソフィー。希望をありがとう」

　いきなり柔やわらかい声こわ音ねで礼を言われたものだから、ソフィーは動どう揺ようし、頬ほおを朱しゆに染めた。

「ま、まさかイェンス様から、そんな言葉をいただけるなんて」

　改まった口調がおかしかったのか、イェンスは小さくだが声を立てて笑っていた。

「イェンス様も、そういう風に笑うんですね」

「私を何だと思ってるんだ」

　呆あきれたように、イェンスは笑えみを消して腕を組んだ。

　今としては、そうした表情をしてくれていた方が落ち着くから、不思議なものだ。

「全く、君はめげない子だ。あんなに冷たくしても、私を嫌きらわなかったのだから」

「イェンス様、私に嫌われたかったのですか？」

　イェンスは「さあな」と呟いて、ソフィーから目を逸そらしてはぐらかした。

「……そろそろ、他ほかの者たちにも説明するか」

　イェンスが立ち上がると同時に、ソフィーも腰を上げた。

　恩人の正体がわかったせいもあるのだろうか。今まで以上に、力がみなぎっていた。

　それに、とソフィーはイェンスの背を見つめる。

（イェンス様が私に冷たかったのは、何か理由があったんだわ）

　それがわかっただけでも、ソフィーの心には嬉うれしさが満ちていた。

　イェンスは恩人とは別人だった。しかし、彼の優しさを知ったソフィーの胸には、ほのかな気持ちが息づき始めていた。
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　イェンスはワルキューレと兵士を集め、ソフィーが死神の魂魄を目もく撃げきしたことを語った。

「ワルキューレ改造によって、感覚がより鋭えい敏びんになったのだろう。そこで、次の戦いの折にはソフィーに死神の魂魄の行方を見届ける任務を与あたえる。そのため、ソフィーの援えん護ごをお願いしたい」

　イェンスがそこまで述べると、ヨアンが進み出た。

「僕らの隊で、ソフィーさんを守ります」

「そうだな……お前の隊なら安心だ。ワルキューレも、熟練者のローネだしな。よろしく頼む」

　イェンスが頷きかけると、ヨアンは「はっ」と畏かしこまって頭を下げた。

「いつもと隊列が変わるだろうから、戦闘配置についてはまた追って連れん絡らくする。とにかく皆みな、そのつもりで」

　そう締しめくくると、兵士やワルキューレたちは一様に頷いていた。やがて、皆は散り始める。

　イェンスの傍かたわらに立っていたソフィーも、そろそろ移動しようと足を動かしかけたが──。

「ソフィー。あんた、すごいじゃないか」

　ローネがすぐ傍そばに来て、肩かたを叩たたいてくれた。

「ローネさん。あの、明日はよろしくお願いします」

「ああ、任せな。戦せん況きようが変わるかもしれないねえ」

　ローネはお世辞でなく、本当に興奮したように言っていた。

　嬉しくて、思わず口元が綻ほころぶ。

（ローネさんなら、安心）

　何せ、かなり前からワルキューレとして戦っている、歴戦の女性だ。明日は死神との戦いは彼女に任せて、ソフィーは死神本体の位置を突き止めることに注力しようと、決断したのだった。
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　その夜は、ささやかな宴うたげがあった。

　魔術師が灯ともした魔術の篝かがり火びを囲んで、皆は食事をする。

　魔術のかかったコートを着ているせいか、あるいは寒さ自体をあまり感じなくなっているせいか、地べたに座っても寒くなかった。

　酒が振ふる舞まわれ、腕うでに覚えのあるものは楽器を弾ひいた。

　元気のいい民みん俗ぞく音楽を聞いて、ソフィーは村の祭りを思い出す。

　ソフィーも今宵こよいばかりは、酒を飲むことにした。少しだけなのに酔よってしまったので、すぐに止やめたが。

　どうして、今日いきなり宴なのか──と思ったところで、少し離はなれたところに座っていたイェンスが立ち上がった。

「先ほど言った通り、私のワルキューレであるソフィーが死神の光の行方ゆくえを視し認にんした。明日はその行方を追うことになる。きっと大きな追い風となるだろう。その祝いと明日の作戦成功祈き願がん……そして、いつもよく戦ってくれている皆への労ねぎらいを兼かねた宴だ。楽しんでくれ。乾杯スコール！」

　彼が杯さかずきを掲かかげると、皆も杯を掲げて「乾杯スコール！」と叫さけんだ。

　再び座ったイェンスは涼すずしい顔で、水のように酒を飲んでいた。酔わない性質なのかもしれない。

　そのうち、音楽に合わせて踊おどる男女が複数出てきた。

　ヴァイオリンの音が空気を震ふるわせ、陽気なのにどこか物悲しい舞ぶ踏とう曲を奏かなでている。

　いつしか、ソフィーの周りには誰だれもいなくなっていた。

　ワルキューレは皆立ち上がり、戦士と踊っていたのだ。

　いつ誘さそったのか、ヨアンもローネと一いつ緒しよに踊っている。

　イェンスの方を見やると、目が合った。

　──私のワルキューレ。

　イェンスの口は開いていないのに、聞こえる気がした。酒のせいだろうか。

　冷たくなったはずの体の奥が、熱い。

　──私の、戦士。

「ソフィー」

　声をかけられて、ハッとする。見上げると、傍らにローネが立っていた。

「ワルキューレたちで軽い出し物をしよう、ってなってね。簡単だから、あんたも参加して」

　ローネに手を取られて、ワルキューレが集まったところに連れていかれる。

「簡単な振り付けを教えるからね。ちなみに、あたしは歌うから。歌が終わったら、また楽器だけの曲になるから好きに踊りなさいな」

　ローネは説明しながら、振り付けをワルキューレたちに教えていく。ソフィーも、見み様よう見み真ま似ねで振り付けをなぞってみる。

　昔、村で踊った振り付けに似たところもあったので、ソフィーはすぐに覚えた。

「そうそう。ソフィー、上手！」

「ふふ。でも、どうして出し物なんて？」

「いいじゃないか。せっかくの宴えん会かいなんだ。ワルキューレより戦士たちのが多いし、全員踊れるわけじゃないだろ？　楽しませてやろう！」

　ローネは、いつになく陽気だった。

　軽い打ち合わせが終わった後、全員篝火の前に立つ。将校や兵士たちは彼女たちの前に、横並びになって座った。

「さあさあ、今日は名もなき宴の夜だ！　楽しんでいこうじゃないか！」

　ぱん、とローネが手を叩くと、ヴァイオリンが先せん陣じんを切り、次いで小こ太だい鼓こが拍ひよう子しを取り始めた。最後に、物悲しい笛の音が加わる。

　ワルキューレたちは、少し恥はずかしがりながらも手をつないで、足で拍子を取る。

　音楽に合わせて動いていると、奥底から高こう揚よう感かんが湧わいた。

　そうして、ローネが歌い始める。




　雪深きこの地にて　音楽があれば　やることはただひとつ　踊って　飲んで　騒さわいで

　雪深きこの地にも　雪解け　春がやってくると　信じて　歌って　食べて　笑って




　祭りでよく歌われる、有名な民みん謡ようだ。歌詞も節も簡単なもので、だからこそ馴な染じみがあった。

　ローネの歌声は少しかすれていたが、見事なものだった。

　ワルキューレは二列になって、踊り続ける。

　いつしかローネの歌は終わっていて、また拍子の速い民謡曲が奏でられていた。つないでいた手が解かれ、ワルキューレたちは誘いにきた戦士たちに飛びつき、踊り始める。

　その光景に思わず苦く笑しようしたソフィーの手を、掴つかむ者がいた。

「……イェンス様」

　見上げると、優やさしく微笑ほほえまれる。

「どうぞ一曲、私のワルキューレ」

「……はい」

　イェンスに手を取られて、ソフィーは彼のリードに合わせて踊り始めた。さすがに貴族なだけはある。村の祭りで踊った男衆とは比べものにならないぐらい、上手だった。

「どうして、誘ってくれたのですか？」

　問いを放つと、彼は苦笑する。

「誘っては、いけなかったか？」

「いいえ。嬉うれしいです。──でも、あなたは──」

「大だい丈じよう夫ぶ。私は、君に恋こいはしない。君も、そうだろう」

　ざくりと、心を引き裂さかれた心地ここちがする。この温かな気持ちも嘘うそだと、イェンスは言うのだろうか。

　義理で、ひとりになったソフィーを誘っただけなのかもしれない。それなら、こんなに優しくしないでほしい。

　しかし、ソフィーはイェンスの手を振り払はらうことはできなかった。

　段々と、周りにいるひとが少なくなってくる。もう、天幕に休みにいったらしい。明日も戦いくさだ。このあたりで切り上げた方がいいのだろうか。

　ソフィーの思考を読んだように、イェンスは動きを止めてソフィーの手を放した。

「お相手をありがとう、ワルキューレ」

　貴公子らしく一礼をしてから、彼は戦士の顔に戻もどった。

「──今日はここでお開きだ。皆みな、明日は重要な戦いになる。酔いを残さぬように」

　イェンスが厳しい声で告げると、皆はそれぞれ引き揚あげ始めた。

　ソフィーも天幕に戻ろうと、歩き出す。

「ソフィー、私の天幕に来ないか」

　呼び止められて、振り返る。思わぬ誘いに驚おどろいて目を見開いたが、ソフィーは自分でも意識しない内に、頷うなずいていた。




　天幕に入ると、椅い子すに座るよう促うながされた。

　イェンスは水差しから、とくとく、と木のカップに水を注いでソフィーに渡わたしてくれる。

「ありがとうございます」

「ああ」と応じながらイェンスも腰こしかけて、ふたりの間に沈ちん黙もくが流れた。

「言っておこうと、思ったんだ。私の──前のワルキューレは、戦場で死んだのではない。自殺したんだ」

　もう少しで、手からカップを落とすところだった。かろうじてこらえて、ソフィーはイェンスの白い顔を凝ぎよう視しする。

「どう、して」

「──彼女は、私のことが好きだと言った。何度も告白されたが、私は彼女の気持ちに応こたえないでいた。理由は、君も知っての通りだ」

　ワルキューレと将校の恋は偽にせ物もの──。そんな主張が脳のう裏りに蘇よみがえる。

「ある日、はっきりと……もう止めてくれと言った。私が君の想おもいに応えることは、永遠にないと。……彼女は翌日、森で首を吊つった……」

　イェンスのカップを握にぎる手に力がこもり、震えた。

　彼がソフィーに冷たかったのは、気のせいではなかったのだろう。彼はできるだけ、ワルキューレと距きよ離りを置こうとした。

　将軍付きワルキューレをいらないと言ったのも、きっと彼の体質のせいだけではない。また同じことがあったら、と思うと怖こわかったのだろう。

「イェンス様──」

　ソフィーはイェンスの目を覗のぞき込もうとしたが、彼は目を逸そらしてしまった。

（……ああ、私。なんてこと）

　ソフィーの心には、彼への恋心が灯ともり始めていた。しかし、あんな過去を教えられては──この想いに蓋ふたをするしかない。

　ソフィーはこの想いが嘘ではないと知っているけれど、イェンスはそう思わない。彼はきっと、信じない。これも──牽けん制せいなのだろう。

「君を、ワルキューレとして尊敬している……。明日も、期待している」

　優しいのに突つき放すような言葉に、ソフィーは微笑むしかなかった。

「私も、あなたを尊敬しています」

　ほのかな恋心は、封ふうじるべきだろう。

　……でも、とソフィーは手を伸のばした。

「あなたに、親愛の情を示させてください」

　イェンスはいぶかしんだように、眉まゆを寄せる。

　ソフィーは立ち上がり、「立ってください」と請こう。

　立ち上がったイェンスの上背に感心しながら、ソフィーは彼におずおずと近寄った。

「抱だき締しめさせてください」

「……どうして」

「お願いします」

　渋しぶい顔をするイェンスにめげず、頼たのみ続けると彼は観念したように頷いた。

　どちらからともなく、互たがいの背に手を伸ばし、体が触ふれ合う。

（私は、あなたの優しさを知っております）

　その厳しい優しさに惹ひかれたのだ、と心の奥で言い添そえて。

　言えない代わりに、ソフィーは抱ほう擁ように想いをこめる。

　ワルキューレの体は冷たかろうに、イェンスはじっとしてソフィーを抱き締めていてくれた。儀ぎ礼れい的ではあっても、彼に拒こばまれないことが嬉しかった。

「イェンス様。私、明日頑がん張ばりますね」

「……ああ。頼んだ」

　想いが通じることはないとわかっていても、ソフィーは幸せだった。




　ワルキューレの天幕に戻ると、ローネがひとりでぼうっとしていた。

「……あ、ローネさん。まだ寝ねてなかったんですね」

「うん。ちょっと、すぐに寝るのもなんだかなって思ってね。将軍とこ行ってたんだっけ？」

　問われて、ソフィーは頷いた。

「ローネさんは、知ってたんですね。イェンス様の、前のワルキューレが自殺したこと」

「そりゃ、あたしは古株だからね。言っていいかわかんなかったからさ……。禁忌タブーみたいなもんだから」

　気まずそうに目を逸らしながら、言い訳のように早口でぶつぶつ言って、ローネはソフィーを見上げた。

「あんたも知っての通り、ワルキューレの死亡率はひどいもんさ。でも、戦場以外で死ぬことなんてなかったからね」

　それも、軍を預かる将軍のワルキューレが自殺──。さぞ、外聞が悪いことだろう。

「将軍は特に口止めしなかったけど、あたしたちは自主的に話題を避さけるようになったんだ」

「そうだったんですね……」

　もちろん、ソフィーはローネを責めるつもりは元よりなかった。

「あの、イェンス様は彼女にとびきり優しくしていたのでしょうか」

「ん？　うーん、いやあ……優しかったとは思うけど、ちゃんと線引きはしてたよ。恋れん愛あい禁止令を出したのは、イェンス様だしね。でも先代の……アンヌが元々、貴族の家の下働きしていた子みたいで。親も早くに亡なくした上に、主人一家からの扱あつかいがひどかったらしくてさ。誰だれにも優しくされたことがない、って言ってたよ。そういう事情もあって、ワルキューレに応おう募ぼしたそうだ。今までの自分を捨てるつもりでね。それでイェンス様は敬意を持って接したから……こう、勘かん違ちがいして舞まい上がっちゃったんだろうね。どう言っていいかわからないけど、互いに不幸だったと思うよ……」

　それで、イェンスはソフィーに必要以上に冷たかったのか。嫌きらわれようとしたのか。普ふ通つうに接しても、ワルキューレを失うかもしれないと思ったから。

「ローネさんは、先代と仲が良かったのですか？」

「いいや、そんなことはなかったよ。基本、あの子は将軍の天幕にいたし。ただ、あの子は吹ふい聴ちようして回っていたから。あれだけ不幸だった私が、今は幸せになれた──ってね。誰彼構わず言ってたから、あたしも知ってるだけさ」

「どうして、そんなことをしたのでしょう」

「あの子は、元々の自己肯こう定てい感が低すぎたんだ。それが裏目に出ちまったんだろうね。色々と」

　ローネがため息をついたところで、静かに座って彼女と目線を合わせる。

「あのね、ローネさん。私もイェンス様のこと、好きになってしまったみたいなんです」

　ローネは「そうかい」と呟つぶやいた。既すでに、わかっていたような口調だった。

　迷めい惑わくになるから、彼は応えてくれないから、そもそも未来のない想いだから、だめだと──いくらでも、自分に言い聞かせる材料はあった。

　なのに、消えてくれない。それはこの想いが、本物だからだろう。

「もちろん、イェンス様を困らせたくないから言いませんけど……」

「あんたも、切ないね。でもそれで正解だろう。将軍は、ワルキューレと一線越こえる気はない。……でも、ワルキューレじゃなくなった後なら、可能性あるかもしれないよ？」

　急にローネが明るい声を出すものだから、ソフィーは驚いてしまった。

「そんな──そもそも、ワルキューレじゃなくなるなんて」

　こんな終わりの見えない戦いなのに、と続けそうになったところで、ローネはソフィーの顔を覗き込んだ。

「わからないじゃないか。戦いくさが終わって、あんたが普通の子に戻もどる日も来るかもしれない。あんた、諦あきらめないって言っただろ？」

「……はい」

「そうだろ？　まあ、今はその想いは封印して、未来のことを想像してみな」

「ローネさんも、未来のことを考えるんですか？」

　急に質問を返され、ローネは鼻白んでいた。

「ヨアンさんの、想いに応えるのですか？」

「ちょ、ちょっと待ちなよ。あんたとあたしの場合は、違うから！」

　ローネは急に慌あわてたようだった。

「違うって、何が？」

「過去が、違うだろ。あんたと将軍は、身分違いだけど可能性はあるよ。元ワルキューレって称しよう号ごうは、悪くない。たとえ農民出身でもね。だけど、あたしは違う」

　娼しよう婦ふ。彼女の過去が、消えることはない。

　切なくなって、ソフィーはぎゅっと拳こぶしを握り込んだ。

「ローネさんは、こんなにも素す敵てきな人なのに」

「あはは。ありがとね。……気にしなくていいよ、ソフィー。あたしは今、大変だけど割と充じゆう実じつしてるんだ。娼婦だった頃ころは、男に媚こび売って女に軽けい蔑べつされて──悔くやしかったよ。好きでなったわけじゃ、ないのにね」

　ローネは洟はなを啜すすり、傍かたわらに置いていたカップに口をつけていた。さすがに今夜は更さらに酒を飲む気はないらしく、酒の匂においはしなかった。

「たとえ死んでも、英えい雄ゆうとして死ねるんだ。ワルキューレになって、よかったよ」

　ローネは、からりと晴れ渡わたった空のように笑った。

「実はね──あたしが、ワルキューレを志望した理由のひとつが……病気になったことなんだ」

　初めて聞く話に、ソフィーは「えっ……」と声を出す。

「病気、だったんですか」

「うん。まあ、治らない病気でね。今日明日死ぬってわけじゃないけど、数年で死ぬのは確定って病だよ。……だから、ワルキューレ募集の触れを聞いて、志願したのさ。一度、娼婦って職業から自由になりたかったという理由もある」

　ローネは、いつになく饒じよう舌ぜつだった。こくん、と水を飲んでまた続ける。

「あたしは貧びん乏ぼうな親に、借金のカタに娼館に売られてね。まあ、よくある話だよ。物心ついた時から娼館にいたから、こうして外に出られただけでも嬉うれしくてね。ワルキューレになったら、病気の進行も止まったし」

「あ、なるほど。怪け我がが治らないのと同じで──」

「そう。治ち癒ゆと一いつ緒しよで全く進まないわけじゃなくて、非常にゆっくりになるのさ。……とにかく、あたしは最後にこうして──ワルキューレとして戦えてよかったと、思ってるんだ」

　ソフィーはローネの話を聞いて、彼女は生きて戻る気がないのだと悟さとった。いや、戻れないのだ。ワルキューレでなくなれば、彼女は病気で死んでしまうのだから……。

「ヨアンさんの気持ちに応こたえないのは、それも一因ですか」

「……どうだかね」

　ローネは、はっきりとは言わなかった。

「さあて、そろそろ寝ようか。あんたには大事なお役目があるし」

　そうしてふたりは、寝ね支じ度たくを始めた。
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　翌日、レンマール軍は朝から緊きん張ちよう感かんのある空気に満ちていた。

　イェンスが事前に通告していた通りの隊列を組み、シュオム軍を待ち構える。

　今日はローネとヨアンが近くにいるので、ソフィーは安心していた。

「ローネ。兵士は私とヨアンで迎むかえ撃うつ。とにかく、ソフィーを狙ねらう死神を仕留めてくれ」

　イェンスの指示に、ローネは真しん剣けんな面おも持もちで頷うなずく。

「はい。……ソフィー、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　ローネに問われ、ソフィーは小さく頷いた。

　目に違い和わ感かんを覚えて、ソフィーは目をしばたたかせる。今日のために魔ま術じゆつを施ほどこされて視力を上げられているから、どうも妙みような心地ここちだ。見えすぎる、というのも何やら怖こわい。

「来るぞ！」

　イェンスの叫さけびと共に、戦せん端たんが切り開かれた。

　死神と兵士が襲おそいくる中、ソフィーは必死に死神から飛ぶ魂こん魄ぱくを目で追い続けた。ただ見るだけなのに難しいのは、ひっきりなしに死神や兵士が斬きり込んでくるからだ。ソフィーもそこで立っているだけ、というわけにはいかない。ローネがいるとはいえ、死神は次々と空を飛んでこちらをめがけて鎌かまを振ふるってくる。ソフィーは矢を射続けながらも、なんとか光を目に捉とらえようとしたが、見届ける前に次の死神が現れ、叫びながらシュオム兵が現れ……と、なかなか上手うまくいかなかった。

　イェンスは死神の攻こう撃げきを避け、ソフィーや自分を狙う兵士と斬り結ぶ。打ち合った後、隙すきを見付けたイェンスの長剣が敵兵の腹を殴おう打だし、後ずさった彼を二度斜ななめに斬り──三度目、血しぶきと共に敵兵の体を斜めに斬り裂さいた。
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　ローネも歴戦のワルキューレらしく、近付いた死神を正確に射る。

　ヨアンはその傍らで、ローネを兵士から守っていた。ヨアンは跳ちよう躍やくして双そう剣けんで素早く相手の頭や体に剣を叩たたき込み、交差させた双剣で首を斬り裂きトドメを刺さす。

　血と悲鳴が溢あふれる戦場で、ソフィーの視線は惑まどい続ける。

（……覚えた！）

　落ち着かない中、ソフィーは魂魄の行方ゆくえを最後まで追い続けることができた。

　魔術によって研とぎ澄すまされた視力が、位置を正確に掴つかむ。この情報は、野営地で控ひかえる魔術師たちに届いているはずだ。

「やりました！」

　と叫んだ時、ソフィーは異変に気付いた。傍らのローネが、崩くずれ落ちていたのだ。ヨアンが必死になって、彼女を抱だき起こしている。

　彼女の腹に、ざっくりと裂けた傷口が見えた。

「……ソフィー、やったかい」

「ローネさん！　嘘うそ……嫌いやです」

　彼女を見下ろしたところで、きつく睨にらまれる。

「あたしを悼いたむのは、後にしな。ヨアン様もだよ！　今は、戦せん闘とう中だろ！」

　ローネは気力で立ち上がり、随ずい分ぶんと薄うすくなった光の弓を震ふるえる手で構えた。

「そ、そんな状態で──」

「最後まで戦うのが、ワルキューレの矜きよう持じだろ！」

　ローネの弱り切った腕うでで放たれた矢は、近くの死神に正確に突つき立った。

　ワルキューレの矢には、精神力が表れる。彼女の迷いない矢の軌き跡せきは、心が強いことの証あかし。

　ローネはそのまま、正面にどうと倒たおれた。

「ローネさん！」

　抱き起こした時にはもう、彼女に息はなかった。虚うつろに見開かれた目を見た途と端たん、ソフィーは慟どう哭こくする。

　だが、ここで止まるわけにはいかない。

　ヨアンの隊は、ローネを失った。彼女の代わりを、一時的にでも務めなくてはならない。

「ソフィー・ヤンセン、将軍ならびにライネセン隊を援えん護ごいたします！」

　矢をつがえ、死神に向かって放つ。

　そして隣となりのヨアンも、ローネの遺体から顔を背そむける。彼の手の甲こうに走る文字が、金色に輝かがやいていた。

（あれが……片方が死ぬと発動する、ルーン文字の魔術）

　近くで見るのは、初めてだった。

　聞いていた通り、身体能力が上がっている。ヨアンはいつも以上の素早さで、突とつ撃げきしてきた敵に次々と剣を浴びせて、鈍にぶい音と共に相手の肩かたから斜めに体を断たち切っていた。血しぶきにまみれながら、ヨアンは無表情で淡たん々たんと敵を殺し続けた。

　普ふ段だんからは考えられないような凄すさまじい力に驚おどろきながらも、ソフィーは自分の職務に集中する。

　ローネが最後に放った矢のように迷いなく、とはいかないけれども。矢は確実に、死神を射い貫ぬいてくれた。
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　その日の戦いは終わりを告げた。被ひ害がいは兵士十数人に、ワルキューレひとり──。

　黙もく祷とうが終わった後も、ローネの遺い骸がいにすがりついて、ソフィーは大泣きしていた。傍そばにいるヨアンも、静かに涙なみだを流している。

「ソフィー……そろそろ、埋うめてやらなくては」

　イェンスに肩に手を置かれて、ソフィーは子どものように泣き叫ぶ。

「いや、嫌です！」

　戦場にやってきたばかりのソフィーを、優やさしく指導してくれた人。ただの戦友、同どう僚りようというだけでなく──ローネは、姉のような存在だった。

　何でも相談した。何でも話した。失うなんて、耐たえられなかった。

「ソフィー。眠ねむらせてやろう。ローネは長い間、戦ってきたんだ」

　イェンスに優しい声で諭さとされて、ソフィーはハッとし、涙を拭ぬぐってようやく立ち上がった。

「今日は、遺体を……私にも埋めさせてください」

「──辛つらいぞ。止やめておけ」

「いえ。最後まで、ローネさんを見送らせてください」

　ソフィーが譲ゆずらないとわかって、イェンスは観念したようだった。

　イェンスとソフィーだけでなく、ヨアンも遺体を埋める作業に参加した。

　ローネの上に土がかけられた時、ソフィーは涙をこらえ切れず、呻うめきを漏もらした。

　ワルキューレは、半死体だという。だが、実際に死体になってしまったら全然違ちがうのだと実感する。ワルキューレは、あくまで体質が死体に近いだけ、だ。

　もうローネは、笑うことも泣くこともない。ソフィーと楽しく喋しやべったり、戦場で勇ゆう敢かんに戦えたりはしないのだ。

「ローネさんが死んだの、私のせいでしょう……」

　いきなりソフィーが嘆なげくと、イェンスは眉まゆをひそめた。

「彼女はたしかに、君を庇かばって戦っていたが……君の責任じゃない」

　そこで、意外な声が割って入った。

「違いますよ……ソフィーさん。イェンス様、言ってあげてください。僕が守り切れなかったせいだって」

　ヨアンが膝ひざをついて、うなだれた。

「ヨアン、止めろ。立て」

「あなたには、わからない。戦場で、ワルキューレを失ったことがないんだから！」

　彼の台詞せりふに、ソフィーもイェンスも青ざめる。

「ヨアンさん、訂てい正せいしてください！」

　怒おこるソフィーを手で制し、イェンスはヨアンに近寄った。

「……申し訳ありません。ひどい、ことを……言いました。殴なぐってください」

　ヨアンは雪が固めた大地に頭をついて、涙と共に謝罪した。

「殴らない。今のお前はひどく、混乱しているからな。聞き流してやろう。次はないぞ。いいから、立て！　ヨアン！」

　𠮟しつ咤たされても、ヨアンは立ち上がらなかった。立てない、という方が正しいのだろうか。

「イェンス様……僕は、もう戦えない。あのひとがいたから、戦えたのに……」

　あああああ、と彼は声をあげて泣いた。もう消えてしまった、ローネの頭かしら文も字じが刻まれていた右手の甲を、何度も左手で撫なでながら。

「立てと言っている。ローネが最後、なんと言ったか忘れたか？」

　イェンスはヨアンの腕を掴んで、無む理り矢や理り立たせる。

「……最後まで戦うのが、ワルキューレの矜持だと」

「そうだ。あれは、お前にも言っていたんだ！　ローネを亡なくしても、戦え！　それがローネの望みだ！」

　怒ど鳴なられて、ヨアンはようやく自分の足でしっかりと立った。

　宝石のような碧へき眼がんから涙が次々と伝い落ちているが、彼の表情は少し変わっていた。

「ソフィーも、よく聞け。ローネは最後まで戦えと言った。そして、彼女は最後まで必死に戦った！　なら、私たちもそうすべきだろう！」

　イェンスの叫さけびに、ソフィーも顔を上げて頷うなずき、ヨアンはうつむいた。

「ヨアン、彼女の死は哀かなしい。だが、戦わない理由にはするな。ローネはヴァルハラから見ているぞ。対ついであった戦士として、恥はじない戦いをしろ」

「……わかりました」

　絞しぼり出すように言葉を吐はいて、ヨアンは口元を押さえた。

「解散。──ヨアン、思い悩なやまぬようにな」

　歩き出すイェンスの後を追いながら、ソフィーはヨアンを振ふり返る。

　ヨアンはもう泣いていなかったが、やりきれなさそうにうつむいていた。




　早足で歩いていると、イェンスに「悪いが、これから作戦会議に参加してくれ」と呼びかけられて、ソフィーは小さく頷いた。

　将軍の天幕に入ると、もう魔ま術じゆつ師しが三人ほど控ひかえていた。

「ソフィーさんが目撃した軌跡は、視力の魔術を通してこちらに伝わりました。……ここで、間違いないですか」

　マグヌスが地図を広げ、一点を指さす。周りの位置関係も思い出して、頭に焼き付けた映像を呼び起こす。

「はい。この小屋で相そう違いありません」

「そうですか。……シュオム軍野営地の外れにある、森近くの小屋ですね」

　確かく認にんが取れたので、これからどういう手段を取るか魔術師で話し合うつもりだと、マグヌスは話した。

「有効策は取れるか」

「そうだといいのですがね。有効な魔術は何か、意見を出し合います。早朝には、伝えられるかと。明日の作戦変へん更こうは無理でしょう？」

「まあな。明日はいつも通り戦うしかない。……頼たのんだぞ」

　イェンスに力強く請こわれるとマグヌスは薄うすく微笑ほほえみ、魔術師を連れて天幕から出ていった。

「ソフィー。今日から、この天幕で過ごせ」

　イェンスにそう言われて、ソフィーは涙の跡あとが残る顔を上げた。

「ワルキューレ天幕は……淋さびしかろう」

　イェンスの発言を聞いて、ローネがいなくなると自分はあの天幕にひとりになってしまうのだと、しみじみと実感して、ソフィーは涙をこらえた。




　夕食を終え、体を清めて、小さなベッドに横たわる。

　イェンスは自身のベッドの上で、地図を広げて難しい顔をしていた。

　彼を眺ながめている内に、止まっていた涙がまた溢あふれる。

　ぐす、と洟はなを啜すするとイェンスがこちらに気付いたようだった。

「ソフィー、来なさい」

　手招きされて、ソフィーはベッドから降りて、彼の下もとに向かった。

　イェンスは地図を傍かたわらに置いて、隣となりに座るようにとベッドを叩たたいた。指示通り、ソフィーはそこに腰こしかける。

　並んで座ると少し緊きん張ちようしてしまって。そのせいか、涙が止まる。頬ほおを伝う涙を指で拭い、ソフィーはイェンスの言葉を待った。

　ふと、イェンスはソフィーがいつもまとめている髪かみをおろしていることに気付いたらしく、目を細めていた。

「きれいな髪だな」

　褒ほめられるとは思っていなかったので、ソフィーはどぎまぎして長い髪を撫でた。

「私の唯ゆい一いつ自じ慢まんできるところなんです。銀ぎん髪ぱつは珍めずらしいって、よく言われて……」

「唯一、なんてことはないだろう。君には誇ほこれるところが、たくさんあるはずだ」

　そんな優しいことを言ってもらえるなんて、と先ほどまでとは違う涙が溢れそうになる。

　不意に、イェンスの手がソフィーの髪に触ふれかける。しかし、その手は途と中ちゆうで止まって下ろされた。

　微び妙みような距きよ離りを歯がゆく思いながら、ソフィーはうつむいて心情を語る。

「……どうしても、ローネさんのことを思い出してしまって」

「仕方ない。ローネは古株だったから……私も残念だ。だが、忘れてはならない。最後にローネが言った言葉を」

　最後まで戦うのが、ワルキューレの矜きよう持じ──一生、忘れられないだろう。ローネはとても、誇り高いワルキューレだった。彼女のようにありたいと、心底思う。

「正直、ヨアンさんの戦いぶりは怖こわいぐらいでした。でも同時に、哀しくてたまらない……という気持ちが伝わってきて……」

　身体能力が向上していたせいもあるのだろうが、ヨアンは殺しても殺しても、それでも足りないといった様子だった。だが、それは哀しみと怒いかりをぶつけていたからなのだろう。ローネの死への哀しみ、敵と自分への怒りを──。

「ああ……凄すさまじかったな。ルーン文字の魔術が発動したせいもあるのだろう。間近で見たのは初めてだったか？」

　頷くと、イェンスは顎あごに手を当てて何かを考える素そ振ぶりを見せた。

「あの魔術は、ワルキューレへの恩おん恵けいが少ない。ほぼ戦士のための魔術だ。身体能力だけでなく感覚も鋭えい敏びんになるので、死神の気配が感じ取れるようになるんだ」

「……感じ取れるとは、普ふ段だんのイェンス様みたいな状態になるということですか？」

「そうだ。命が燃え尽つきる瞬しゆん間かんの力を利用するからこそできる、強力な魔術だ。私は常々、これでいいのだろうかと思っていたのだが……。絆きずなと言って互たがいの魂たましいに文字を刻むのに、得するのは戦士だけだ」

　イェンスの理り屈くつには、一理あった。ワルキューレは身体能力が上がっても、敵兵に対たい抗こうできるわけでもなく、得することがあるとすれば光の矢を射る速さが上がるぐらいだろう。全く恩恵がないとは言えないが、戦士に比べると少なすぎる。

「すまないな。消したいと思うかもしれないが、あれは儀ぎ式しきでもあるから私たちは消せない。特に将軍と将軍付きだとな……」

「いえ。私は、消したくないです」

　ソフィーがきっぱり言い切ると、イェンスは「そうか」と短く答えてうつむいていた。

　もし自分が死ぬとしたら、戦士に──イェンスに最さい期ごの加護を与あたえたいと思う。一時的にでも強くなって、生き残ってほしいと思う。きっとそれは、ローネも他ほかのワルキューレも同じだろう。

「……何か、他の話でもするか」

　話題を変えようと言い出したものの、イェンスは何を喋しやべるか考えあぐねているのか、しばらく沈ちん黙もくが続いた。

　それならこちらから話題を振ろうと考え、ソフィーは無難な話題を口にすることにした。

「イェンス様。質問してもよろしいでしょうか」

「答えられることならな」

「では……あなたには、兄弟か姉妹がいますか？」

「ああ。姉がいるな」

「お姉さん？」

「そう。意外か？」

　イェンスは破顔した。ソフィーの驚おどろいた顔が、面おも白しろかったようだ。

「私には、弟がいるんですよ。……なんだか、親近感が湧わいてきました」

　ビョルンを思い出し、ソフィーの口元にも自然と笑えみが浮うかぶ。

「仲は、よろしいのですか？」

「……どうだかな。昔はよくからかわれて、泣かされたものだ。今は姉は嫁よめ入いりして、あまり顔を合わせないからな。まあ、仲は悪くない」

　微妙な口ぶりだが、最後の付け加えで姉への親しみが垣かい間ま見みえた。

　厳しい将軍のイェンスが、昔は姉に頭があがらなかったのだと想像すると、笑いそうになってしまう。彼は幼い頃ころ、姉に甘えたことがあるのだろうかと考えると、温かい気持ちになる。

「そうですか。私と弟のビョルンは、仲がいいのですよ。私の家は父が早くに亡なくなったので、母が忙いそがしくて──私がビョルンを育てたようなものです」

　弟の話をしていると、家族が恋こいしくなってきてしまった。

「……私は、戦場で怖おじ気づきそうになった時、母やビョルンのことを思い浮かべるんです。私は、彼らを守るんだって思って……」

　滔とう々とうと語ると、イェンスは小さく頷うなずいた。

「君は家族想おもいだな」

「そうでしょうか……」

　ふと、沈黙が舞まい降りて。ソフィーは、また質問を重ねた。もっと彼のことが知りたいと思った。こんな機会はもう、そうそうないだろうから。

「ご家族について更さらに詳くわしく尋たずねても、よろしいでしょうか」

　彼は深い青の目を伏ふせて、頷いた。

「……君には明かすが、私の祖先は外国の出だ。生きつ粋すいのレンマール人ではない。曾そう祖そ父ふは、シュオムよりもっと南にある国グリューンネルから、レンマールに来たそうだ。武勇に優すぐれていた曾祖父は剣けんを捧ささげると言って、当時のレンマール王に忠誠を誓ちかった。王は曾祖父を厚こう遇ぐうし、グリューンネルで貴族だったからとレンマール貴族の末席に加えてくれた」

　初めて聞く話にソフィーは驚き、目をしばたたかせた。

「だが……私たちは未いまだに、〝外国貴族〟と見なされる。私はレンマールで生まれ育った。グリューンネルに行ったことすらない。しかし、他の貴族はベルンハルド家を〝グリューンネルから来た一家〟と見なす。それは、今の国王も同じだ。本来なら、どう転んでも私は将軍職には就つけなかった。……名めい誉よな、ことなんだ。逆に言えば、敗色濃のう厚こうなのに選ばれたのには、そういう理由がある。もちろん、最初は──捨て石になるのだろうとわかって、面白くはなかったが」

　イェンスは迷いを断たち切るかのように、何もない空間を見つめた。

「前の将軍も死んだ戦場だ。全く恐おそれなかったわけではない。だが、この状じよう況きようをひっくり返せば、ベルンハルド家の評判は変わるだろう。私の代以降は、畏い縮しゆくしなくて済む。……そう考え、将軍職を引き受けたという面もある。もちろん、そもそも断れる権利などなかったがな」

「そう、だったんですか……」

「……俗ぞく物ぶつだと思って、がっかりしたか？」

　イェンスは珍しく、子どもじみた笑みを浮かべていた。

「いいえ。それより、親しみが湧きました。私にとって、イェンス様って人間というより昔語りに出てくる英えい雄ゆうや神様みたいに、高潔で完かん璧ぺきな存在でしたから。お姉さんの話と合わせて、イェンス様のことがよくわかって嬉うれしいです」

　ソフィーも負けじと笑ってみせると、イェンスは力を抜ぬいて息をついていた。

「そういえば、ミケール元将軍はこんな私にもよくしてくれたと仰おつしやっていましたよね。それって」

　ふと思いついて尋ねると、イェンスは軽く頷いた。

「軍は縦社会だし、家いえ柄がらがものを言う。当然、私は弱い立場だった。入った時、いやがらせをするような奴やつも結構いてな。将軍はすぐに気付いて、止めに入って怒ど鳴なったんだ。『レンマールの誇ほこり高き戦士が、出自を理由に誰だれかを虐しいたげるのか！』……と。それ以降、全くなくなったわけじゃないが、随ずい分ぶんと減ったし何より私は嬉しかった」

　懐なつかしそうに、イェンスは目を細めた。

「私の剣にはめざましいものがあると言って、褒ほめてくれた。父のことも、知っていたようでな。父は怪け我がが元で、もう引退していたが……。ずっとレンマール軍に貢こう献けんしているベルンハルド家であることを誇りに思いなさい、と鼓こ舞ぶしてくれた」

　本当に、嬉しかったのだろう。イェンスの口元に自然な笑みが浮かんでいた。ソフィーもつられて、微笑ほほえむ。

（やっぱり素す敵てきなひとだったんだわ、ミケール様は）

　恩人を想ってソフィーは目を閉じて、薬をくれた時のミケールの声を何度も思い出す。

　そうしていると、段々と眠ねむ気けが降りてきて、意識がとぎれとぎれになり、いつの間にか横になっていた。極度の疲ひ労ろうに体が耐たえかねたらしい。

　夢うつつで、イェンスが抱だき上げてくれるのが、わかった。ふわりとした、浮ふ遊ゆう感かんを覚えたから。

　彼が歩き出す前に、ソフィーは完全な眠りに落ちた。
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　その翌日は、いつも通りに戦った。だが、ローネの不在を意識せずにはいられなかった。

　矢を惑まどわせるわけにはいかない。ソフィーは気をしっかり持って、死神を仕留めてみせると決めて戦いに臨のぞんだ。

　戦せん闘とうが始まってすぐ、ソフィーはレンマール軍の様子がおかしいことに気付いた。

　前方で、血しぶきが舞っている。「怪かい物ぶつだ！」「何だあいつは！」と兵士の叫さけぶ声が聞こえる。何事かと後方がざわつき、イェンスが「行こう」と促うながした。心得て、ソフィーは彼を追う。

　見れば、大剣を振ふり回している背の高い男がいた。まるで巨きよ人じんのようだと感じながらも、ソフィーは上空の死神を射る。

　逃にげ惑う兵士たちにイェンスは「一いつ旦たん避ひ難なんしろ！　あいつは私が討うつ！　皆みなは他の兵士を相手取り、援えん護ごを！」と声をかけて、災さい禍かを振りまく男へと疾しつ駆くする。

　待っていた、とばかりに大男はニヤリと笑う。これほどの戦士を投入してきたということは、シュオムが「仕上げ」にかかっている証しよう拠こなのだろうか。

　大剣が幾いく度ども振るわれたが、イェンスは器用に避よけては、腕うでに、足に、肩かたに、と一ひと太た刀ちを浴びせた。コートの魔ま術じゆつが解ける。しかし、相手も愚ぐ鈍どんなわけではなかった。大剣が幾度もかすったせいで、イェンスの防ぼう御ぎよ魔術も解けていた。

　勝負は一いつ瞬しゆんで決まるだろう。

　ソフィーはハラハラしながらも、死神を仕留めていく。周りの兵士が、ソフィーを狙ねらうシュオム兵を相手取ってくれていた。

　大男が大剣を振り下ろした途と端たん、イェンスは後ろに一歩引いて避けてから前に駆かけ出し、大剣の柄つかに乗って跳ちよう躍やくし、大男を跳とび越こえる。空中で振り返りざまに剣を振り下ろし、ざしゅっ、という音と共に相手の肩が斬きり落とされる。

「ぐああああ！」

　大男が振り返った瞬間、イェンスは左手に持っていた短剣を投げて彼の胸を貫つらぬく。大男が呻うめきながら短剣を引き抜くとおびただしい血が大地を染め、彼は膝ひざをついて前のめりに倒たおれた。

　わあっ、とレンマール兵が沸わいたが、イェンスは油断することなく味方を鼓舞する。

「喜ぶのは後にしろ！　まだ敵は撤てつ退たいしていない！　押し戻もどせ！　──ソフィー、死神は頼たのんだぞ！」

「任せてください！」

　死神が、上空に複数現れている。ソフィーは矢をつがえ、一体ずつ貫いていった。




　夕食の時間は、ワルキューレ天幕でワルキューレたちと一いつ緒しよに食事をした。

　ソフィーは皆から少し離はなれたところで食事を取っていたが、そのなかのひとりが気を遣つかったように「こっちに来ない？」と誘さそってくれた。

　断るのも空気を悪くすると思ったので、ソフィーは皆の輪に加わった。

　見み渡わたすと、随分馴な染じみのない顔が増えている。それほど、入れ替かわりが激しいのだ。ソフィーより前にいたワルキューレは既すでに、数えるほどしかいない。

（もう、持たないわね）

　冷静にソフィーは判断した。どんな作戦を取るにせよ、このまま戦い続けてはワルキューレが全ぜん滅めつするだろう。その後、戦士が殲せん滅めつされる。

　ソフィーは淡たん々たんとパンを食はみ、スープを啜すすった。

　ワルキューレたちは、ソフィーに話しかけることはしなかった。ぼそぼそと世間話をしているが、どうにも盛り上がらない。彼女たちも、戦場に満ちる昏くらい空気を肌はだ身みで感じているのだろう。

　ふと正面を見ると、ひとりの女性と目が合った。彼女がぎこちなく笑いかけてくれたので、ソフィーも笑え顔がおを返す。きっと、他ほかのワルキューレも笑いかければ笑い返してくれるし、話しかければ応じてくれるだろう。ソフィーは他のワルキューレとあまり付き合いはないが、彼女たちには仲間意識を覚えているし、きっと向こうもそうだろうと信じている。ワルキューレの輪はぎこちないが、居い心地ごこちは悪くなかったからだ。

　食べ終わった女性たちから、食器を持って天幕の外に出る。ソフィーも食べ終わって、立ち上がった。

　外に出ると、冷たい空気が身を包んだ。

　ふと、ソフィーは近くを歩くヨアンに気付いた。

「ヨアンさん」

　呼びかけると、彼はソフィーの方に顔を向ける。

「ああ、ソフィーさん」

　彼の顔はやつれていて、くまもひどかった。昨日は眠れなかったのだろうか。

「……もう一日経たったなんて、信じられませんよ」

　ヨアンは呟つぶやき、欠けた月の冴さえる夜空を仰あおいだ。

「私も……。ローネさんは、本当に……」

　涙なみだが出そうになって、ソフィーは口をつぐんだ。

　今も、信じられない。実は生きていて、そのあたりを歩いているのではないか、という夢想を捨てられない。

「あのね、ヨアンさん。ローネさんは、あなたのことをいい男だって言ってましたよ」

　急に思い出して口にすると、彼は皮肉気に口元を歪ゆがめた。以前の幼い笑顔が嘘うそのような──大人びた、微び笑しようだった。

　ローネの死は、彼が望むと望まざるとにかかわらず、彼を成長させたらしい。

　愛するひとの死で得た影かげが、彼に深みを与あたえていた。

「ローネさんは優やさしいので、そう言ってくれたんですね」

「本心からの言葉ですよ？」

「……そうだといいですね。──僕は彼女に生き残ってほしかった。戦いを終え、僕がもっと成長して想おもいを告げたら、彼女の心も揺ゆらいだかもしれません」

　ソフィーは、ローネの病気のことを言いかけて、止やめた。言っていいのかどうか、判断できなかったからだ。

「でも、僕はきちんと彼女に想いを告げた。彼女が応こたえなかったのは仕方ありません。少なくとも、僕に後こう悔かいはない。……だから、ソフィーさん」

「はい」

「あなたも、後悔しないように」

　ヨアンは透とう徹てつな目で、真っ直すぐにソフィーを見み据すえた。

　好きなんでしょう、と確かく認にんされる。誰のことを、なんて聞き返す必要はなかった。

　そう。ワルキューレは、明日死ぬかもしれない身。イェンスだって強いとはいえ、いつ首を取られるかわからない。この戦場は、死に近すぎる。

「それでは……」

　ヨアンの背を見送り、ソフィーは心臓のあるあたりに手を当てる。

　きっと、イェンスも薄うす々うす勘かん付づいているのだろう。しかし、告白したら彼を苦しめてしまう気がする。ソフィーの自己満足のために、彼を懊おう悩のうさせていいのだろうか。




　イェンスの天幕に行って中を覗のぞき込むと、ちょうど作戦会議中だったらしくイェンスは魔術師と話し込んでいた。

　もう少しワルキューレ天幕で時間を潰つぶそう、と踵きびすを返しかけたところで「ソフィー」とイェンスに呼び止められる。

「ちょうどいい。入ってくれ」

　促され、ソフィーがおずおずと中に入ると、イェンスとマグヌスが向かい合って座っているのが見えた。

「ワルキューレに協力してもらわないと、いけないようだ。ソフィー、座って」

　イェンスに示された椅い子すに座ると、マグヌスがソフィーに顔を向けた。

「死神の位置は掴つかめたのですが、それだけでは不十分でして。何とか、死神の本体に近付く必要があります。レンマールもですが、シュオム軍野営地の周りには結界があります。生きた人間が敷しき地ち内に入れば、すぐに向こうの魔術師が感知するようになっているのです」

「生きた人間は感知されるけど……半死体と言われるワルキューレなら、入れるんですね」

「そう。でも、今の状態では無理です。まだ半死体ですからね。より……九十パーセントぐらい、死体に近付けなければならない。この状態は、長く持ちません。せいぜい一、二時間でしょう」

　更さらに向こうの見張りに気付かれないように、夜に姿を消す魔術を使う必要がある、とマグヌスは付け加えた。

「……それを、やるのは……」

　イェンスがためらいがちに口を開くと、マグヌスが答える前にソフィーは手をあげた。

「私が、やります。死神の魂こん魄ぱくの行方ゆくえを見届けたのは、私だけですから。私が適任でしょう？」

　確認すると、マグヌスは深く頷うなずいた。

「そうですね。あなたが一番上手うまくできるでしょう。やってくれますか」

「ええ、もちろん」

　何の迷いもないソフィーと違ちがい、イェンスは少しためらっているようだった。

「将軍。彼女以外に適任はいません。……もちろん、危険な任務です。万が一シュオム軍に気付かれたら、惨ざん殺さつされてしまうでしょう」

　マグヌスの話を聞いていても、ソフィーが挫くじけることはなかった。

（これは、ローネさんが切り開いてくれた道）

　ソフィーが軌き跡せきを見届けるまで、ローネはソフィーを守ってくれた。命を賭としてまで──。

　彼女に恩を返せるとしたら、この戦いを終わらせることしかない。そのために、何でもやるつもりだった。

　そもそも、このまま延々と戦っていたらソフィーはいつか死んでしまうだろう。それなら、大きな賭かけに出たかった。
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　翌日、戦場から帰ってきた後、夕刻にソフィーは魔ま術じゆつをかけられた。

　将軍の天幕の中、魔術師ふたりがソフィーを取り囲む。イェンスは少し離はなれたところで、腕うでを組んでその光景を見守っていた。

　より、死に近付く感覚──。体の奥底が、凍こごえるようだ。

「次に施ほどこす術で、あなたの姿は誰だれにも見えなくなります。いいですね？」

「はい」

　マグヌスは、ソフィーに不思議な石を渡わたした。透明な水すい晶しようのような石の中に、揺らめく光が入っており、緑から薄紅色、薄紅から水色へと色を変じている。

「これは極きよつ光こう霊れい石せきといいます。透明化の魔術はとても高度なので、その石を携たずさえていないとかからないのです。普ふ段だん、この石は魔術師長が保管しています。更に、その石は一度使うと数年もの間、力を失います」

　マグヌスが暗に「貴重だから気をつけろ」と忠告しているのだとわかり、ソフィーは何度も頷いた。

「あまり脅おどすな、マグヌス」

　そこで、イェンスが割って入る。

「……すみません。貴重なものですので」

「それは、前からわかっていることだろう。ここが、使いどころだ」

　イェンスがきっぱり言い切ったので、マグヌスも腹をくくったらしく、改めてソフィーに向き直った。その声は、若じやつ干かん柔やわらかくなっていた。

「失礼しました。とにかく、その石を懐ふところに入れておいてください。落とすと透明化の魔術が解けますので、ご注意を。……それでは、流れを伝えておきましょう。魔術の持続時間は二時間です。死神の本体をひとり、さらってきてください。あなたの死の魔術式を伝え、その者も一時的に死体に近付けます。しかし、それは非常に短い時間しか持たない。十五分が限度です。気を付けて」

　マグヌスの注意を聞いて頷くソフィーに、もうひとりの魔術師が長い鉄の針を渡した。これで、ソフィーの中の死を、伝えるのだという。特とく殊しゆな魔術具だ。

「マグヌス。ソフィーは死神の本体を、担かつげるものだろうか」

「そこは、頑がん張ばってもらうしかありません。女性か、子どもなことはたしかですから。……いいですか？」

　イェンスの質問に答えた後、マグヌスはソフィーに向き直る。

「はい。なんとかしてみせます。家で農作業をやってたので、力はある方だと思いますよ」

　ソフィーが頷くと同時にマグヌスが詠えい唱しようを始め、最後の魔術をかけた。

　すぐ近くにいたソフィーの姿が見えなくなったことに驚おどろいたらしく、イェンスがぎょっとしている。

「さあ、時間がありませんよ」

「はい！」

　ソフィーは勢いよく立ち上がり、握にぎり締しめていた極光霊石を慎しん重ちような手つきで懐に仕し舞まった。




　野営地の端はしまで送ってもらった後、「気を付けて帰ってくるんだぞ！」というイェンスの声を背後に聞きながら、ソフィーはひとり雪原を歩き始めた。足にも魔術をかけてもらったおかげで、雪原に足あし跡あとは残らなかった。

　自分の姿が見えていないとわかっていても、どきどきする。

　とうとう野営地の入り口に近付き、ソフィーは目の前の門番をまじまじと眺ながめた。

（……シュオム人）

　シュオム王国の人々は、レンマール人とそう違う外見をしているわけではない。レンマール人より少し背が低いと聞いたことがあるが、その程度の差だった。

　ソフィーは、ぎゅっと拳こぶしを握り締めて野営地に侵しん入にゆうした。

　目指すのは、端にある小屋だ。ソフィーが突つき止めた、死神の本ほん拠きよ地ち。

　ソフィーは記き憶おくを呼び覚ましながら魔術師に教えられた地図の位置を意識し、そこを目指した。

　とうとう小屋の前に辿たどり着き、ソフィーは中の様子を窺うかがおうとして逡しゆん巡じゆんした。

　扉とびらを開けば、存在がばれてしまう。どうしたものか、と考え込んだ時、向こうから扉が開いた。

　子どもがふたり、虚うつろな目をして出てきた。彼らはぼそぼそと話しながら、ソフィーの横を通り過ぎる。ソフィーは慌あわてて、扉が閉まる前に室内に滑すべり込んだ。

　そこにいたのは、十人ほどの子どもだった。皆みな、だるそうにベッドに横たわっている。

（死神は、子ども……！）

　背筋が、凍えた。ワルキューレ──ソフィーたちが射い貫ぬいていたのは、子どもの魂たましいだったのだ。

　彼らは、一様に生気がない。

　幸い、みんな眠ねむっているようだ。さらうことは可能だろう。

　ソフィーは一番近くにいた子どもの手首に、針を突き刺さした。すうっ、と彼の顔が青ざめる。彼を抱だきかかえれば、姿隠かくしの魔術が彼をも覆おおうだろう。ソフィーは彼をそっと抱き上げた。

　ソフィーが小屋から出ると、近くにシュオム兵がうろついていたので、ひやりとした。だが彼はこちらに気付くこともなく、歩いていく。

　急がないと、とソフィーは歩を進めた。

　そして彼女は、魔術師らしきローブに身を包んだ人ひと影かげを目もく撃げきする。

　彼が、死神を作り出している魔術師だろうか。しかし今のソフィーに、彼をどうこうすることはできない。ここは欲張らず、死神の本体を連れて帰ることだけを意識しなければ。

　ソフィーは必死に走り、シュオムの野営地から抜け出た。そのまま、雪原を駆かける。心配だったのか、野営地の入り口でイェンスとマグヌスが佇たたずんでいた。

「イェンス様！」

　呼びかけると、イェンスはハッとした。こちらの姿が見えていないのだと思い至った瞬しゆん間かん、マグヌスが手を振ふりソフィーにかかった魔術が解ける。

　急に現れたソフィーの姿に相好を崩くずし、イェンスは手を伸のばした。

「ソフィー！　よくやった……！」

　ソフィーはそのまま、倒たおれ込みそうになりながらも、子どもをイェンスに渡した。

　眠る子どもを見下ろし、彼は痛ましそうに眉まゆをひそめる。

「子どもだったか──」

　はい、と頷いて荒あらい呼吸を繰くり返すソフィーの肩かたを、イェンスが優やさしく叩たたいた。

「ご苦労だった。中に入って休め」




　その後、イェンスと魔術師はずっと話し合っていた。

　彼らの会話を聞きながら、ソフィーはベッドに横たわる。施された魔術のせいか、緊きん張ちようのせいか、ひどく疲ひ労ろうしていたようで、すうっ、と意識が飛ぶ。

　夢の中には、ローネが出てきた。生きていたのですね、と泣くソフィーに向かって、ローネは笑うだけだった。

「ソフィー」

　揺ゆり起こされて目を覚ますと、イェンスが心配そうに見下ろしていた。

「もう夜中だが、平気か？　あれからずっと、眠り込んでいたから……」

「はい。平気です──」

　深く眠ったおかげで、体の疲労は取れていた。

「疲つかれているのに起こして、すまない。悪いが、来てくれ。子どもが怯おびえて、話どころじゃない」

　イェンスに請こわれ、ソフィーは目をぱちくりさせた。




　イェンスと共に、ソフィーは例の子どもが捕とらわれている天幕に向かった。

　彼は興奮して泣き叫さけんでおり、話ができる状態ではなさそうだった。

　シュオム語を解さないソフィーには、彼が何を言っているのか、わからない。

「私で、なだめられるでしょうか」

「おそらくな。軍人で囲んで、聞き出そうとしたのが悪かった。私たちは一いつ旦たん出ておこう。通訳として、マグヌスを置いていく。悪いが、質問に答えて魔ま術じゆつ師しの検査を受けるよう言ってほしい」

　マグヌスは魔術師だからか、軍人に比べて雰ふん囲い気きが温和だ。この場の通訳には、彼が最も適任だろう。

　イェンスは他ほかの将校や兵士を促うながし、天幕から出ていった。

　残されたのは、ソフィーとマグヌスと、あの少年だ。

　軍人が行ってしまって少しは安心したのか、少年は泣き止やんで真っ赤な目でソフィーを見み据すえた。

「怯えないで。私はレンマールのワルキューレ、ソフィーよ。あなたは？」

　マグヌスの通訳を通してソフィーの名乗りを聞いた彼は、思い切り顔をしかめながらも、ぽつりと名乗った。

「……ハルドル」

「いきなり、ここに連れてきてごめんなさい。でも、仕方がなかったの。あなたは、レンマール軍の野営地の真っただ中にいるわ。協力してくれるなら、傷つけたりしない。将軍の質問に答えて、魔術師の調査を受けて」

　ゆっくりそう諭さとすと、ハルドルは警けい戒かいしながらも頷うなずいた。

　どうにか、わかってくれたようだ。安心して、ソフィーは力を抜いた。

　ソフィーは一旦天幕の外に出て、すぐ傍そばで待機していたイェンスに声をかける。

「イェンス様。落ち着いたようです。もう話ができるかと」

「……ああ。すまないな、ソフィー。弟の面めん倒どうを見ていた君なら、上手うまく話せるんじゃないかと思って。悪いが、君も引き続き同席してくれ」

「はい、もちろん」

　頼たのまれなくても、ソフィーはそうするつもりだった。ソフィーは再び天幕に入り、少年の近くに佇む。

　イェンスはもうひとりだけ、将校を伴ともなっていた。

　イェンスは絨じゆう毯たんの上に座り、少年と同じ視線になって、話し始めた。彼にしては努めて優しくしているのだろう。どことなくぎこちない顔つきを見るに、子どもに慣れていないらしい。

　ここからはシュオム語の会話なので話の内容はわからなかったが、イェンスの表情は段々と強こわ張ばっていき、ソフィーは何かよくない事実が明らかになったのではとハラハラした。

「マグヌス。魔術師たちで彼の検査を頼む」

　指示を出した後、イェンスはソフィーを手招いた。

「ご苦労だった。ここからは魔術師の領分だからな。出よう」

　はい、と返事をしてソフィーはイェンスの後に続いて、天幕を出た。

「イェンス様、何を話していたのですか？」

「どうやって、誰だれに、術を施ほどこされたのかを聞いていた。大だい神しん殿でんで、たったひとりの魔術師が全すべての死神候補の子どもに術をかけるらしい」

「……ひとりだけ？」

　ソフィーは首を傾かしげた。ワルキューレ生成以上に高度な魔術が必要で使える魔術師が他にいない、ということだろうか。

　シュオムには、よほどの魔術師がいるのだろう。それで、イェンスが憂うれいているのかと思ったが、どうも違ちがうようだ。

「──眠っていたのに、すまなかったな。ゆっくり休んでくれ」

「はい……」

　イェンスは、教えてくれるつもりはなさそうだ。少なくとも、今は。ソフィーは後ろ髪がみを引かれながらも、まだまだだるい体に負けて、将軍の天幕に戻もどった。
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　翌朝、ソフィーは起きてイェンスの姿がないことに気付いた。

　まさか徹てつ夜やをしているのではあるまいか、と心配になりながらも、ソフィーは手早く着き替がえてワルキューレの天幕に向かった。

　そこで朝食を取って外に出ると、ヨアンに将軍の天幕に行くようにと言われた。

　イェンスの天幕まで急ぎ足で歩き、中に入るとイェンスは憔しよう悴すいしたように椅い子すに座って、珍めずらしくぼうっとしていた。

「イェンス様。お呼びだと、ヨアンさんから聞いて……」

「ああ──。ソフィー、あまり……君には言いたくないのだが。いずれ知るのだから、私の口から──と思って」

　イェンスにしてはやけに、歯切れが悪かった。

「どういう、ことですか？」

「魔術師がハルドルにかけられた魔術を、必死に解いてくれた。それで明らかになったのは──。……ためらっても仕方ないか。死神の魔術は、ワルキューレのものとよく似ていた。術の組み立ての基き礎そが、同じだ」

「それって──」

「そう。レンマールの魔術師だって、最近覚えた魔術だ。基礎を共通させて、ワルキューレをより進化させたような形にした人物は誰か──わかるだろう」

　それは……ワルキューレの魔術を、作った人物でしか有り得ない。

「ミケール・イスバルセン……？」

　震ふるえる声で、ソフィーは彼の名前を紡つむいだ。

「そうだ」

　ソフィーの恩人であった、かつての将軍ミケール。彼が、レンマールを苦しめていた張本人だったのだ。

「ハルドルが教えてくれた、術をかけた魔術師の容姿がミケールに似ているようだったので、まさかとは思った。そして彼は、ワルキューレが未成品だとも言っていたらしい」

「ワルキューレが、未成品……」

　そんなこと、ワルキューレの魔術を作り上げた当人でないと言えないだろう。

　イェンスは、ハルドルの証言を聞いた昨夜の時点で勘かん付づいたのだろう。だが、あの時ソフィーに言わなかった。

　確証が持てるまでは、と思ったのだろう。何せ、ミケールは──。

（私の恩人。ずっと、会いたかった人）

　ソフィーは体の震えを意識して、自分の体を抱だき締しめた。冷たい、ワルキューレの体。半分死んだ、もう人間とは言えない体。

　ワルキューレの魔術を作り上げたミケールが、死神の魔術をも作り上げ、彼の開発した魔術で作り替かえられた人間同士が戦っていた。

「どうして、そんなことに……」

「私にも、わからない。立派な人だったのに……」

　ソフィーの問いに、イェンスはため息交じりに答えた。彼も、ミケールとの思い出を語っていた。相当な衝しよう撃げきを受けたのだろう。

「私は少し接しただけだから、彼のことをよく知っているとは言えない。……あまり、君にこのことは言いたくなかったが。言わなければ仕方がない」

「はい──。言ってくれて、よかったです」

　そう口にしながらも、ソフィーはまだ混乱していた。

「ハルドルはどうして、死神になったのですか？」

「死神の素もとになる子どもたちも、ワルキューレたちと同じように志願者だ。志願というよりも、貧しい親が子どもを軍に売るそうだが。ハルドルは下町の貧しい子どもだったらしい」

　イェンスはハルドルから聞き出したことを、詳しよう細さいに語った。

　死神になっている間は、ぼんやりとした夢を見ているような感覚らしい。現実感がないせいか、教えられた通りレンマールの兵士を狩かっていく感覚に、恐おそろしさは伴わなかったという。

「君が見てきた通り、死神は魂たましいを飛ばし、虚きよ像ぞうをまとう。死神は、ワルキューレの矢に射られて魂を削けずられる。一回で死ぬことはないらしいが、何度も繰くり返すと──魂が衰すい弱じやくして、死んでいくと……」

　ソフィーは、悲鳴をあげた。耳を押さえて、膝ひざをつく。

「……私は、子どもを殺していたんですね」

　イェンスは何も言わずにソフィーの傍に跪ひざまずいて、背を撫なでた。

　ビョルンと同じか、それよりも小さな子どもたち。

　崇すう高こうな使命だと思っていた。レンマールを守るのだと胸を張って、矢を射ていた。死神の得体の知れなさに怯おびえて、憎にくんだ。

　死神に本体があると知っても、無限に湧わき出てくるように思えたので、実質無敵なのだろうと考えていた。まさか、死んでいたなんて！

「ハルドルは、いくつですか」

「九つだと、言っていた。思春期にさしかかる前の子どもにしか、死神の適性がないらしい」

　十歳の弟ビョルンよりも、年下だったのか。そういえば、とソフィーは潜せん入にゆうしたシュオムの野営地を思い出す。あそこで横たわっていたのはみんな、幼い子どもだった。

「……戦争はいつも、悲ひ惨さんなものだ。だが、この戦争は悪あく趣しゆ味みにすぎる。だから、一刻も早く終わらせよう」

　イェンスに声をかけられて、ソフィーは涙なみだの伝う顔を上げた。

「終わらせる……？」

「ああ。そのためにも実は、野営地の移動を決めた。この戦線を捨てる」

　衝撃的な告白にソフィーは目を剥むく。

　イェンスは何でもないことのように言っていたが、張り詰つめた表情だった。幾いく度ども悩なやんで、決めたのだろう。彼が一番、辛つらいはずだ。

「……わかりました」

　涙を拭ぬぐい、ソフィーは深く頷うなずいた。

　その日、イェンスや魔ま術じゆつ師し、将校たちは夜遅おそくまで作戦を突つき詰めていた。ベッドに横たわったソフィーはうとうとしながら、小さな声で話される作戦を聞くともなしに聞く。

　とにかくこの野営地は放ほう棄きし、砦とりでに立てこもる。ここはもう守り切れないからだ。戦力がこれ以上消しよう耗もうする前に、守りやすい砦で防戦に徹てつすると。

　そして、シュオム王国内に入ってミケールを何としても仕留めなくてはならない。それしか道はないと、イェンスは語っていた。




　翌日はいつも通りに戦ったが、レンマール軍はこれまで以上の苦戦を強しいられた。

　こちらの兵士が減りすぎている。斬きり込むシュオム兵の数が多く、レンマール軍は千々に乱れていた。

　恐きよう慌こうに駆かられたレンマール軍の動きと隊列が乱れ、益ます々ます敵の餌え食じきになっている。

　それを見て取ったイェンスが、敵を斬り伏ふせながら叫さけんだ。

「怖おじけるな！　お前たちには、死してもヴァルハラ行きが約束されている！　主神オーデインの加護は我われらにある！　ひとりでも多く殲せん滅めつしろ!!」

　その叫びに鼓こ舞ぶされたのか、押されていたレンマール兵たちの動きが少し変わり始める。

「ソフィー、援えん護ごしろ。前へ出る！」

「はいっ！」

　前方がどうにもならないと悟さとったのだろう。イェンスは走りながらも、襲おそってくるシュオム兵たちを鮮あざやかな剣けん術じゆつで斬り伏せる。

「将軍が来たぞ！」

　イェンスの姿を見て、兵士たちが喜びの声をあげる。

　一番混戦していたところにイェンスが飛びこむことにより、士気が上がる。死神も集まり出したが、ソフィーは舞まい降りようとする死神を的確に射い貫ぬいていった。

　惑まどわないわけではない。だが、殺さなければ殺される。心を殺して、矢を射るしかなかった。

　死神の姿が絶えた、と思ったとき、剣けん戟げきの音も止やんでいた。

　シュオム兵が、引き揚あげていったのだ。




　その後、レンマール軍は野営地を放棄した。荷物を持ち、歩いている最中に泣いている兵士もいた。負け戦いくさが確定したようで、悔くやしいのだろう。

（でも、ここから何とかするしかない）

　ソフィーは唇くちびるを噛かみ締しめ、イェンスの後ろを歩いていた。彼の背を見ていると、不思議と安あん堵どを覚える。

　道中で周辺住民に呼びかけ、砦に避ひ難なんするようにと指示を出す。農民たちは慌あわてふためくこともなく、粛しゆく々しゆくと従った。不利な戦いだと、彼らも悟っていたのかもしれない。

　幸い、収しゆう穫かくの時期は終わっている。未練はあるようだったが、彼らは一時的に田畑を捨てることを了りよう承しようした。

　しばらくして、イェンスが先に砦に行くことになった。馬に乗っていってしまう彼を見送り、心細さを覚えながらソフィーは歩き続ける。

　名前を呼ばれて、振ふり返る。ハルドルが、小さな足を必死に動かして駆け寄ってきた。

「ハルドル。どうしたの。あなたは馬車に……」

　ハルドルは何も言わずに、ソフィーのマントにしがみついた。

　最初に優やさしく話しかけたからか、ハルドルはソフィーにしか懐なつかず、言葉も通じないのにソフィーの傍そばにいたがった。

「おい、待て！」

　呆あきれたような顔で、兵士がハルドルを追ってきた。

　シュオム語で何かまくしたてた後、兵士はハルドルの襟えり首くびを掴つかむ。

　彼がハルドルの世話を頼たのまれたのは、彼がシュオム語を解するからだろう。だが、言葉が通じるからといってこんな扱あつかいをされては、ハルドルが怯えるに決まっている。

「待って、止めて！　彼は怯えてます！　子ども相手に、おとなげない！」

　思わず𠮟しかりつけてしまった。兵士は、気分を害したようだ。

「何でこいつを庇かばうんです？　こいつは死神でしょう」

「でも、今の彼は死神の力を持ちません」

　ソフィーはマグヌスから聞いたことを思い出しながら、きっぱりと語った。

　死神の魔術は、術者がいないと発動しない。彼は大だい神しん殿でんで魂に魔術を受けたが、死神として魂を飛ばすには、違ちがう魔術の助けがいる。ひとりではできない。ソフィーが野営地で見た魔術師は、その魔術を施ほどこすためにいたのだろう。

　つまり、死神の魂を飛ばす魔術を使う魔術師がいないなら、ハルドルはいたって無害なのだ。もちろん、そこまで高等な魔術は離はなれた地から施すことはできない。今、シュオムの魔術師が、ハルドルを死神に変えることは不可能なのだ。

「だが、こいつが戦場に出てワルキューレや兵士を屠ほふったのは事実だ」

　そう言われてソフィーが怯ひるんだ時、鋭するどい声がかけられた。

「──そこまで。ハルドルはソフィーさんが連れて歩いてください。あなたは後方に行くように」

　冷静な指示を出したのは、ヨアンだった。

　舌打ちを残して、兵士は歩いていってしまった。どう見てもヨアンより年上だが、将校のヨアンには逆らえないのだろう。

　ソフィーはホッとして、ハルドルと手をつないで歩き始めた。

「必要なら、僕が通訳しますよ」

　ヨアンがそう言ってくれたので、ソフィーは微笑ほほえんで「お願いします」と頭を下げる。

　ソフィーは周囲の視線に気付いた。兵士もワルキューレも、ハルドルに冷たい視線を向けていた。

　ハルドルが死神だった事実は、消えない。

　ソフィーだって、何も思わないわけではない。だが、実際のハルドルは恐おそろしい死神の外見からは想像もできぬほど、細くて弱々しい少年だった。

　それに、ハルドルはソフィーが連れてきたのだ。敵地にたったひとりで、さぞ心細いことだろう。

（この子を、守らなくちゃ）

　ぎゅっ、と彼の手を握にぎる手に力をこめる。

　こんなことをしたって、子どもを殺した償つぐないになんてならないのだろうけれど。これ以上、哀かなしいことが増えてほしくなかった。

「ソフィーさん。シュオム語は、レンマール語によく似てるんですよ。文法は一いつ緒しよだし、語ご彙いもよく似ています。ハルドルにレンマール語を教えたら、結構早く話ができるようになるかもしれませんね。子どもは特に、覚えが早いから」

　間にハルドルがいるからなのか、ヨアンは以前のように普ふ通つうに喋しやべってくれている。それが嬉うれしくて、ソフィーの口元が綻ほころんだ。

「そうなんですか。ハルドルと話せるようになったら、素す敵てきですね」

　ソフィーが相あい槌づちを打つと、ヨアンはハルドルに何事か話しかけた。

「……ハルドルも、レンマール語を覚えたいそうです。よかった」

「嬉しいわ。でも、ハルドルはその……抵てい抗こうはないのかしら」

　心配になってヨアンに尋たずねると、彼は少し困った様子を見せてから、ハルドルにシュオム語で話しかけていた。

　ヨアンは表情を強こわ張ばらせて、ソフィーに力なく笑いかけた。

「──彼には、あまり戦っていたという認にん識しきはないようです。夢の世界で、狩かりをしていたような感覚なんだと……」

　彼の言葉は後半になるにつれて、若じやつ干かん震ふるえていった。

「だから、レンマール語に抵抗はないと思いますよ。どうせ、彼はシュオムには戻もどれないし、言葉を覚えた方が彼のためにもなるでしょう」

　しかしヨアンは見事に、冷静さを取り戻していた。

　どうしようもない怒いかりは、あるだろう。だが、ハルドルを責めてもどうしようもない。

　悪いのは、死神を飛ばすシュオムの子どもではない。彼らを利用する、大人たちだ。

（誰だれより、こんなことを思いついた人が──）

　ワルキューレとして戦う女性たちは剣と鎌かまの刃やいばで、次々と倒たおれていく。矢に射られた子どもは、衰すい弱じやくして死に至る。

　どうして、彼はこんなにも残ざん酷こくな魔ま術じゆつを考案したのだろう。幾いく度ど問いかけても、答えが出るわけがないとわかっていても、ソフィーは考えずにいられなかった。

　真剣な顔が怖こわかったのか、ハルドルが「ソフィー？」と見上げてくる。

　ソフィーは取り繕つくろって、何でもないのよ、と呟つぶやいて笑ってみせた。

　それにしても、ハルドルがこんなにも懐いてくれるとは思わなかった。シュオムの野営地から、敵地に連れてきたのはソフィーなのに。

　そのことを語ると、ヨアンは少し淋さびしそうに微笑んだ。

「ハルドルは、むしろ救われたと思っているようですよ。死神としての行動で憔しよう悴すいし、いずれは衰弱死していくのです。死神の役割から解放されたことを、喜んでいるようで……」

　それで、ソフィーに感謝し、懐いてくれたのか。

　複雑な思いでハルドルを見下ろすと、彼はにこにこと笑っていた。

　茶色い髪かみはばさばさ、肌はだはかさかさで、子どもなのにみずみずしさのかけらもない。

（戦争を、終わらせたい）

　終わらせれば、死神として戦う子どももきっと救われることだろう。

　強く願って、ソフィーは束つかの間、目を閉じた。

　そのまま歩き続けていると、ハルドルの足取りが怪あやしくなってきた。疲つかれているのだろう。

「ハルドル、背負ってあげましょうか。ヨアンさん、伝えてくれますか？」

　ソフィーがヨアンに頼むと、彼は苦く笑しようした。

「ソフィーさんが？　それなら、僕が背負いますよ」

　でも、とソフィーは戸惑った。ハルドルは、ソフィー以外には怯おびえるのだ。そのことを語るとヨアンは笑って、ハルドルにシュオム語で話しかけた。するとハルドルはすんなり頷うなずき、屈かがんだヨアンの背にしがみついた。

　そのままおぶわれる形になって、ソフィーは目を丸くする。

「驚おどろきました。戦士にはみんな、怯えるものかと……」

「子どもは敏びん感かんですから。敵意を向けてくる兵士に怯えていただけでしょう」

「なるほど。でも、イェンス様にも怯えてましたよ？」

「……イェンス様は……雰ふん囲い気きが鋭いですから。そのせいじゃないでしょうか」

　そういえば、とソフィーは自分もイェンスに会った時、その威い圧あつ感かんに圧あつ倒とうされたことを思い出した。彼に敵意がなくとも、子どもが怯えても不思議ではないだろう。

（それに、最初にハルドルを取り囲んでいた中に、イェンス様も入っていたんだわ。だから怖い、というのもあるのかもしれない）

　ほどなくして、ハルドルの寝ね息いきが聞こえてきた。眠ねむってしまったらしい。

　そのまま歩いていると、ふと言葉が零こぼれた。

　涙なみだを流した兵士が、追い越こしていったからだろうか。

「……ヨアンさん。これから、どうなるんでしょう」

「さあ──。まだ僕らには具体的な作戦は伝えられていませんが、前線を捨てる決断をしたということは、イェンス様には何か考えがあるはずです。元げん凶きようを討うつのは確定として、どうやって討つか、ですね」

　元凶、ミケール・イスバルセン。彼を討てば戦せん況きようは変わるはずだ。だが、シュオムの中ちゆう枢すうにいる彼を、どうやって討つというのだろう。

「和平に持ち込む可能性もありますが……」

　ヨアンの台詞せりふに、ソフィーは顔を上げる。

「セズを譲じよう渡とする代わりに、和平ですか」

「……いえ。和平を申し出る場合、レンマールが不利な条件を吞のまないといけません。こちらの方が、劣れつ勢せいですから。セズはまず、譲渡必ひつ須す。そして賠ばい償しよう金です。更さらに────将軍の命」

　それを聞いた瞬しゆん間かんソフィーは凍こおり付き、歩みを止めた。

「……なぜ!?」

「それが、この北方諸国のならいです。昔から、そうしてきました。敗戦が濃のう厚こうになったら、戦士を率いていた統とう率そつ者の命をもって、和平とするのです。まだレンマールやシュオムが王国になる前の時代──古代では、部族同士での争いが絶えなかった。だからこそ、生み出された方法です」

「では……和平に持ち込むと、イェンス様は亡なくなるんですか……」

　呆ぼう然ぜんとして、ソフィーは質問を重ねた。

「そういう決まりですね。もっと戦況を立て直せれば違ちがってくるのですが……。今の状況だと難しいです」

　説明しながら、ヨアンはため息をついていた。

　ソフィーは衝しよう撃げきのあまり痺しびれたようになった頭で、イェンスは自分よりよほど死に近いのかもしれないと考え、薄うす青あおい空を仰あおいだ。
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　砦とりでに着くと、こちらに配備されていた兵士や使用人たちが走り回っている光景が見えた。いきなり、レンマール軍や農民たちを収容することになったのだ。とても人手が足りないのだろう。

「私、手伝います」

　ソフィーが申し出ると、他ほかのワルキューレたちも加わった。

　ハルドルも、言葉がわからないなりに、ソフィーの作業を手伝ってくれた。

　使われていない部屋の掃そう除じをしながら、ソフィーは窓からもう暗くなった夜空を眺ながめた。

　床ゆかを掃はいているところで、誰かが入ってくる。ふと目線をやると、イェンスが呆あきれたような顔で立っていた。

「君は働き者だな」

「大勢でやれば、早く終わりますから」

「……それもそうだ」

　と呟いて、彼は簡素なベッドの上に座った。

　イェンスはソフィーの後ろに隠かくれるハルドルを見て、首を傾かしげていた。

「相変わらず、私に対しては怯えているようだな」

「きっと、緊きん張ちようしているだけですよ。……イェンス様、何か話が──？」

「ああ。悪いが、ハルドルには一いつ旦たん出ていてもらおう」

　イェンスがシュオム語でハルドルに話しかけると、彼は頷いて部屋を出ていってしまった。

　ふたりきりになって、イェンスは改めて口を開く。

「ソフィー。共に、シュオムに潜せん入にゆうする気はあるか」

　予想だにしていなかった言葉に、ソフィーはぎょっとして彼を見た。

「先々代将軍──ミケールの顔を知る人物は、限られる。残念ながら、彼を知る戦士は……この戦いくさでかなり亡くなっているんだ。シュオムに入り、彼と一いつ騎き打うちできるほどの者は──私ぐらいしかいない」

　そのことを誇ほこる様子もなく、ただ淡たん々たんとイェンスは呟いた。

「そして、ワルキューレが必要だ。ミケールが死神を従えている可能性が高いからな」

「……私しか、いないのですね。彼を知る人物は」

「そうだ。君は、彼の顔を見ていないのだったな」

「ええ。でも──声は覚えています」

　曖あい昧まいな記き憶おくだったが、ないよりはましだろう。

「それに、私はあなたのワルキューレです。あなたが行くなら、私も行きます。──当然」

　ソフィーがじっとイェンスを見つめて言い切ると、彼はふっと微笑ほほえんだ。

「心強い」

　心の奥底から溢あふれたような台詞に、じんわりと胸が温かくなる。

「でもイェンス様。あなたこそ顔を知られているのではないですか？」

　イェンスはレンマール軍の総司令官だ。相手に顔を知られていて、当然だろう。

「それは問題ない。魔ま術じゆつで顔を変えることはできるからな。そもそも今は、レンマール人はシュオムに入国できないだろう。セイデン人の振ふりをして入るのが、一番だ」

　セイデンは、シュオムともレンマールとも国境を接する国だ。レンマールの南東にあり、シュオムの東にある。

　かの国は此こ度たびのレンマール・シュオム間の戦争については不ふ干かん渉しようの構えだった。しかし、シュオム軍の圧倒的な──不気味とも言える兵力に恐おそれを抱いだいているところだという。

　派兵は期待できなくとも、違った手段の協力ならしてくれる可能性があると──イェンスは語った。

「一度セイデンに入国してから、シュオムに向かう。急げばすぐだ」

「ミケール……元将軍の居場所は、わかっているのでしょうか」

「ああ。ハルドルが教えてくれた。ミケールはシュオムの都の大だい神しん殿でんにいて、死神の魔術を施ほどこしているそうだ。死神を生み出すのに膨ぼう大だいな魔力が必要らしいから、大神殿からはそうそう離はなれられないだろう」

　そこで、ソフィーは気付いたことがあった。

「大神殿、でないと魔力を得られないのですか？」

「元々、我われらが主神オーデインは魔術の神でもある。神殿には魔力が満ちているんだ。君も、ワルキューレになるために神殿に行っただろう？　ワルキューレ生成も、人間の体を作り替かえる高等な魔術だ。そういう環かん境きよう下でないと、できないそうだ。この前みたいに、改良を加えるのは他のところでもできるそうだがな」

　イェンスの説明を聞いて、ソフィーは「なるほど」と頷うなずいた。

「ソフィー、共に来てくれるな？」

　もう一度確かく認にんのように問われ、ソフィーは力強く首を縦に振った。

「どこまでも、お伴ともいたします」

「……ありがとう。出発は明日の早朝だ。今日は早めに休むといい。掃除も、ほどほどにな。私は、もう行かなくてはならないから……また」

　イェンスはソフィーに微笑みかけて、出ていってしまった。

（……こんなことになるなんて）

　イェンスと共に、敵国に踏ふみ込むなど──想像もしていなかった。

　ふと、ローネの言葉を思い出す。

　彼女のように、諦あきらめずに最後まで戦う。どこにいても──彼の傍かたわらで。

（私は、ワルキューレなのだから）

　決意を新たにソフィーは天てん井じようを仰ぎ、胸を押さえた。どうか、最後まで強く戦えますように。

　その時、気配がして振り向くとヨアンが立っていた。

「ソフィーさんがここだって、将軍に聞いて……」

　ローネのことを考えていた時にヨアンが来たのは、何かの運命のように感じられて、仕方なかった。

「随ずい分ぶん、危険なお役目ですね」

　イェンスとソフィーがシュオムに行くことを聞いたのだろう。彼の声こわ音ねには、気き遣づかいが滲にじんでいた。

「はい。でも──私しか、いませんもの。私が、イェンス様のワルキューレですから」

　ソフィーが笑って言い切ると、ヨアンは眩まぶしいものでも見るみたいに、目をすがめる。

「……あのね、ソフィーさん。僕のところには、新しいワルキューレが来ましたけど……彼女はいい子ですけど、ローネさんに対するような気持ちは、抱いていません」

　独白のように、ヨアンが語り始める。

「やっぱり、僕は──錯さつ覚かくであの人を好きになっていたんじゃ、なかったんです。彼女が亡なくなって、実感しました」

　彼の横顔には、切なさが滲んでいた。

「ヨアンさんは……ローネさんに応こたえてほしかったのですよね」

「それはそうです。でも──いいんですよ。僕は想おもいをしっかりと言ったし、あんなに素す敵てきな人を想えて幸せでした。僕は、彼女のことを忘れないと思います。戦地に派は遣けんされたばかりの僕は実戦経験もほとんどなかったし、さぞ頼たよりなく見えたでしょう。でもローネさんはずっと、僕を他の将校と同じように──尊敬してくれたように思います。隊のワルキューレがそうだからか、反発気味だった兵士たちも段々と僕を、立ててくれるようになったんです。彼女がいたから……彼女が僕のワルキューレであったからこそ、僕は自信をもって戦えたんです」

　ぽたり、と床にヨアンの涙なみだが落ちた。

「すみません──」

「いえ」

　ソフィーはそっとヨアンに近付き、彼を抱だき締しめた。ヨアンはソフィーよりも少し背が低い。まるで大きくなった弟を抱いている気分になって、ソフィーは微笑む。

「今は、私をローネさんだと思ってください。温度は、一いつ緒しよのはずですから」

　冷たい、ワルキューレ特有の体。半分死んだその体の温度が、今はヨアンには心地ここちよいだろう。

　ヨアンはすぐに泣き止やみ、「将軍に怒おこられちゃいますね」と言って笑った。

　ソフィーは迷ったが、彼にローネの事情を全すべて語った。彼には知る権利があると思ったから。

　病気のこと、ヨアンの家からきつく言われていたこと──。

　ローネの言動から薄うす々うす勘かん付づいていたのか、ヨアンは「そうですか」と全て受け止めていた。

「僕は彼女を、忘れません」

「私も──忘れません」

　まるで誓ちかいのように、互たがいに言い合って。ふたりはどちらからともなく、微笑み合った。

「……いきなり、すみません。ソフィーさん、どうか気を付けて」

「はい。ありがとうございます」

　ヨアンが手を差し出したので、ソフィーはしっかりと、彼の手を両手で包み込んだ。さぞ冷たかろうに、彼は嬉うれしそうに目を細めていた。
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　その夜、ソフィーはハルドルと一緒の寝しん室しつで眠ねむった。本当はソフィーは他ほかのワルキューレたちと一緒の部屋だったのだが、ソフィーと別の部屋だと聞くと、彼が嫌いやがったからだ。

　見かねたのか、イェンスがふたりだけで部屋を使うことを許してくれた。

　夜明け頃ごろ、ソフィーは自然に目を覚ました。

　ハルドルを起こさないように気を付けながら、そっとベッドを降りる。眠たい体に鞭むち打うって、手早く着き替がえて顔を洗った後、迎むかえにきた兵士の案内に従い広間に向かう。

　案内された先には、将校たちが立っていた。もちろん、ヨアンもいる。彼は昨日よりいっそう、大人びた顔になっていた。もう誰だれも、彼を子どもだと揶や揄ゆできないぐらいに。

　彼らの正面に、イェンスが腕うでを組んで立っている。

「──以上、指令を出した通りだ。私は不在となるが、代役を頼たのむぞエリクセン」

「はっ」

　ちょうどイェンスと背せ丈たけが同じぐらいの、茶ちや髪ぱつの青年が畏かしこまった様子で答えた。彼はこれから魔術で髪かみの色と顔を変えて、イェンスの振りをするのだという。

「ワルキューレの指導、兵の統とう率そつ、よろしく頼む。──私とソフィーがやりきるまで、何としても砦とりでを守ってほしい」

　イェンスが頭を下げたものだから、将校たちは慌あわてた様子を見せた。

　イェンス様らしい、とソフィーは微笑ほほえむ。

「ソフィー！」

　いきなりハルドルが走ってきて、ソフィーのスカートにしがみついてしまった。

　混乱させてはいけないので、ハルドルにはソフィーがシュオムに行くことは言わなかった。彼は起きてソフィーがいないことに気付き、捜さがしにきてしまったのだろう。

　そっとハルドルを押しやって、ソフィーは彼と目線を合わせるべく屈かがむ。

「心配しないで、ハルドル。少し留守にするだけ。帰ってくるから」

　にっこり笑ってみせると、言葉がわからないなりに察したらしく、ハルドルは不安そうに一歩下がった。

　ハルドル、と声をかけてヨアンは彼の手を取る。

「ソフィーさん、行ってください。彼のことは僕に任せて」

　ヨアンは凜りんとした表情で言い切った。ヨアンに任せれば安心だろう、と考えてソフィーは立ち上がる。

「行こう」

　イェンスに促うながされて、ソフィーは彼の手を取った。

「どうぞ気を付けて、将軍、ソフィーさん。後は任せてください！」

　ヨアンの頼もしい声を聞きながら、ソフィーとイェンスはしっかりとした足取りで砦を出たのだった。
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　砦からセイデン王国の国境まで、馬車で一昼夜かかった。

　体は痛いが、正面にイェンスがいたのでソフィーはあまり辛つらくなかった。

　イェンスは気を紛まぎらわせるかのように、色々な話を語ってくれた。昔、よく姉にからかわれて泣かされたこと。それでも姉に付いていくほど、いたいけな子どもだったこと。

　想像して、ソフィーは声を立てて笑ってしまった。

　束つかの間の、和なごやかな時間だった。これからふたりは、死地とも言える土地に向かう。敵国潜せん入にゆうなんて、ワルキューレになる前のソフィーだったら、震ふるえあがっていただろう。

　だが、今は武む者しや震ぶるいこそすれ、怯おびえる気持ちはなかった。開き直りにも似た覚かく悟ごが、ソフィーの中にはできあがっていたからだ。

　かくん、と馬車が止まり、扉とびらが開く。

「町に着きました」

　御ぎよ者しやの呼びかけに応じ、イェンスが立ち上がって先に馬車から降りる。ソフィーがそろそろと馬車から出ようとしたところでイェンスに手を取られ、降りる手伝いをしてもらう。

　こういう颯さつ爽そうとした仕草で、彼は貴族なのだと実感してしまう。身分の差を意識して、辛くなってしまう。

　馬車の傍そばに立っていた青年がイェンスに一礼し、何事か話し始める。セイデン語だろう。圧あつ倒とうされるソフィーと違ちがい、イェンスは当たり前のように同じ言語で応じた。

　彼の教養の高さを噛かみしめ、益ます々ます遠さを実感する。

「ソフィー。彼の案内に従って宿に行く。そこで魔ま術じゆつを施ほどこしてもらい、準備をして──明日シュオムとの国境に行く。いいな？」

「はい」

　先ほど交かわした会話の内容らしきものを、イェンスはソフィーに端たん的てきに伝えてくれた。

「手を」とイェンスに促されて、ソフィーは彼の肘ひじの内側あたりに手を添そえる。エスコートされている、と思うと貴婦人になったようで気き恥はずかしかった。

　セイデン王国の、地方都市──その街並みは、レンマールの地方都市のそれと、そこまで変わらないように見えた。元々、文化も近い国である。言語も、よく似ているという。

（でも、私にとっては初めての外国だわ）

　ソフィーは異国を味わうかのように周囲を見み渡わたしながら、イェンスと共に宿に向かった。




　ほどなくして着いた宿屋で部屋を取り、少し遅おくれて到とう着ちやくしたマグヌスがイェンスに顔を変える魔術をかけた。

「実在する、若い商家の男の顔です。あなたには、商人としてシュオム入りしてもらいますからね」

　イェンスの顔が、たちまち平へい凡ぼんな青年の顔に変わる。

「あなたにも、魔術を。光の針は道中目立つでしょうし、ミケールの傍に死神がいる場合は隠かくしておくことにより、不意を突つくことができます」

　マグヌスが手を取り、ソフィーのワルキューレの印──手首に刺ささる光の針を取り払はらう。

「これは見えなくなっただけですよ。持つのは二週間程度ですかね。……将軍の魔術も同じです。私が同行して、魔術をかけ直せればよいのですが。魔術師は入国すると、あちらに感じ取られてしまうので」

「二週間もあれば大だい丈じよう夫ぶだ、マグヌス。無理をさせたな」

「……いえ」

　マグヌスは指で眉み間けんの間を揉もんでいた。相当疲つかれたらしい。

「あの、マグヌスさん。この機会に聞いておきたいことがあるのですが、よろしいでしょうか」

　ソフィーがそわそわしながら確かく認にんすると、マグヌスは「何でも聞いてください」と応じた。

「ワルキューレは元々、対魔術戦のために作り出されたと聞きました。それなら、私は魔術師の魔術に対たい抗こうできるのでしょうか」

「ああ……相手がミケールだから、ですか。ワルキューレは対魔術兵器としては、未成品です。基本的には無理、と答えておきましょう。飛んでくる攻こう撃げき魔術──つまり、魔術師が繰くり出す魔術にワルキューレが対抗することは難しい。ですが、結界などに穴を穿うがつことは可能です。他ほかにも魔術師が作り出す障しよう壁へきに、ワルキューレの矢は有効です。ですが、霊れい体たいを貫つらぬくのと違い、魔術そのものを貫くのはワルキューレの体に大きな負担がかかるので、元来そういう役割は与あたえられていないんですよ」

　マグヌスは丁てい寧ねいに説明してくれた。ソフィーは何度も頷うなずいて、頭にその事実を叩たたき込む。

「それでは私はこの後、レンマールに帰ります。将軍もあなたも、どうぞ気を付けて」

　一礼した彼にソフィーが一歩近付くと、何か、とマグヌスはきょとんとしていた。

「マグヌスさん、ありがとうございました。──私、ソフィーといいます」

　ソフィーの突とつ然ぜんの名乗りに、マグヌスは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「ワルキューレは兵器です。でも、その前に人間です。ひとりひとりに、名前があるんです。……責める気はないのです。でも、そのことを覚えておいてくれたら嬉うれしいです。マグヌスさん、これから戦地に帰るのでしょう。ワルキューレの名前を覚える必要はありません。でも、名前があるということを意識していただけると、私たちワルキューレは光栄に思います」

　頭を下げると、マグヌスはばつが悪そうに首を巡めぐらせてイェンスを見た。

「ワルキューレも我われらと同じく、命を賭として戦っている。ソフィーの言葉、忘れないでくれ」

　イェンスが付け足すと、マグヌスは恐きよう縮しゆくしたように一礼した。

「覚えておきますよ。……ソフィーさん」

　呼ばれたことが嬉しくて、ソフィーは破顔した。




　マグヌスは夕方頃ごろ、宿屋を出て砦へと戻もどっていった。

　彼を見送った後、ソフィーとイェンスは宿屋の部屋に帰る。

　夫ふう婦ふと名乗って部屋を取ったので、同室だった。演技だとわかっているのに、ソフィーはどぎまぎしたものだ。

　宿の食堂でセイデンの郷土料理を食べ終えた後、湯ゆ浴あみをして、ベッドにもぐりこんだ。

　ソフィーはなかなか、寝ね付つけなかった。早く寝なければと思うほど、目が冴さえる。

　ふと、窓から差し込む月光で右手の甲こうを見てみる。この旅路で、ルーン文字は消えてしまっていた。旅立つ際に消してもよかったのだが、擦こすり合わせない限りセイデンを抜ぬける間に自然に消えると言われたので、そのまま消えるに任せておいたのだ。

　旅路で目立つ上に、戦場とは違って役に立つかわからない魔術を携たずさえていくのはよくないとマグヌスが言っていた。少しでも、魔術の気配は消しておいた方がミケールに気付かれないからと。だから仕方ないのだが、絆きずなの証あかしが消えてしまったのは淋さびしかった。

「イェンス様」

　期待せずに呼んでみると、「何だ」と返事があった。

「まだ、眠ねむっていなかったのですね」

「ああ。君こそ」

　顔は変わっても、声は変わらない。暗くら闇やみに響ひびく彼の低い声は甘く、心地ここちいい。

「緊きん張ちようして、眠れません」

「……そうか」

　イェンスは、私もだ、とは言わなかった。

「イェンス様、怖こわくないのですか」

　そう聞いてしまって、ソフィーは口を押さえた。失言だったかもしれない。

「……怖くないわけでは、ないな。乗り込むのは、敵地の真っただ中なのだから」

「何も、あなたがやらなくてもよかったのではないでしょうか」

　思わず、本音が零こぼれた。イェンスは怒いかりはせず、静かに言葉を紡つむぐ。

「私は総司令官だ。この戦争の責任を取らなくてはならない。ソフィーは、怖いのか」

　聞き返されて、ソフィーの頬ほおに涙なみだが伝った。

「怖いです。あなたに何かあったら、どうしようって──」

　それは、戦場でも一いつ緒しよだった。だが、イェンスは神々のように強かったから、いつしか彼は大丈夫なのだと思っていた。

　だが、此こ度たびは違う。シュオムに乗り込んで、魔術師を仕留めるなんて。こんな無む茶ちやな計画は、ないだろう。

「たしかに、必ず上手うまくいくとは言えない。だからこそ、成功率を上げるためにも──私がやらないといけないんだ。……もう、この話は終わりだ」

　もしかしたら、ふたりとも明日死ぬかもしれない。だから、伝えたくなった。痛いほど、苦しいほど、あなたを慕したっていると。

　だけれども、ここでイェンスを困らせてはいけない。

　彼が、ワルキューレの想おもいを受け入れることはない。

　苦しかった。イェンスのワルキューレになったから、これほど好きになったのに。ワルキューレである以上、決して彼と結ばれることはない。

（でも、もし私がワルキューレじゃなくなっても、無理だわ）

　イェンスは貴族だ。貴族は幼い頃に親が婚こん約やく者を決めるのだと、聞いたことがある。きっと彼にも、かわいい婚約者がいるのだろう。

　だから、ソフィーは想いを告げる代わりに尋たずねた。

「イェンス様。私も死んだらヴァルハラに行けますか？」

　戦いで死んだ者や戦争で手て柄がらを立てた死者の行く、主神オーデインの館やかた──ヴァルハラ。そこに行けるだろうか。死んだら、またそこで彼に会えるだろうか。

「もちろん行けるだろう。もう十分、見事な働きをしたのだから」

「よかった……」

　嬉しくてため息をついてしまうと、イェンスは呆あきれた声を出した。

「そう悲観的になるな。君は、死なせないから。明日は私の指示に、よく従うように。……もう寝なさい」

　それだけ言い残して、イェンスは黙だまり込んでしまった。

　ソフィーは「君は、死なせない」という言葉が気になりながらも、目をつむった。すると、ほどなくして眠りが訪おとずれてくれた。
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　翌朝、イェンスは商人の振ふりをすべく、幌ほろ馬ば車しやの後ろに乗り込む。御ぎよ者しやは、事情をよく知るセイデン人の夫婦だ。彼らはイェンス扮ふんする青年の商あきないを手伝っている夫婦、という設定だ。

　なお、ソフィーは彼の召めし使つかいという設定になっていた。ソフィーはセイデン語もシュオム語もわからない。だからソフィーがレンマール人であることは伏ふせ、耳は聞こえるが喋しやべれない体質だと説明することになった。

（召使い……。本来、私がイェンス様に出で逢あえるとしたら、召使いの立場ぐらいしかないはず）

　隣となりに座るイェンスを見る。彼は目をつむり、眠っていた。別人の顔なので、イェンスであることを忘れそうになってしまう。

　イェンスは貴族で、ソフィーは庶しよ民みんで。本当なら、出逢うこともなかったふたりが、今は戦士とワルキューレという絆でつながっている。

　ソフィーは感覚が麻ま痺ひしているようなものだったが、イェンスもかなり恐おそろしいのではないだろうか。敵国にたったふたりで乗り込んで、元将軍を討うつ──。

　本当なら、無む謀ぼうな作戦だ。しかし、劣れつ勢せいのレンマールはこのぐらいの賭かけをしなければ、勝てない。

　ソフィーは実際に戦場にいて、実感した。諦あきらめまい、という精神が引きずられそうになるほどの、絶望的な状じよう況きよう。確実に削そがれる戦力。次々と死んでいく仲間。

　本当なら、一番絶望したくなったのはイェンスだろう。しかし凜りんとして背筋を正して、部下の死に責任を負うと言って、それでなおうなだれることはなかった。軍の頭である自分が崩くずれると、一気に瓦が解かいするとわかっていたからだろう。

　彼の高潔さは、清く眩まぶしい。ひとときでも隣にいられることは、幸せなのだろう。

　ソフィーは見たこともない、以前将軍付きだったワルキューレを想った。首をくくり、死んでしまった彼女。

　どうして彼女は、死を選んだのか。イェンスに、せめて傷を与あたえたかったのだろうか。

　彼女のことが、わかるようなわからないような、不思議な気持ちになった。




　シュオムの首都ノイアンに着くまで、急いでも三日ほどかかった。

　馬車から降りたイェンスとソフィーは、ふたり並んで大だい神しん殿でんを目指す。

　レンマールより南にあるとはいえ、シュオムも寒冷な気候である。ちらつく雪も、除雪された道も、レンマールを彷ほう彿ふつとさせるほどだ。

　シュオムも、セイデンと同じでレンマールと文化の近い国だ。まるで仲間同士で戦っているようだと想像して、ゾッとする。

　死神の魔ま術じゆつを使い、レンマールを攻せめたのは元レンマール軍将軍なのだ。これはまさに、同士討ちなのかもしれない。だが、両国の町には決定的な違ちがいがあった。シュオムの方には、平和な空気が漂ただよっているのだ。

　敗色濃のう厚こうという噂うわさが盛さかんだったレンマールの町は、どこも空気が張り詰つめていた。負けて、この国はどうなるのだろうという神経質な不安が国中に渦うず巻まいていた。

　一方、シュオムはどうだろう。人々は、吞のん気きとも言える平和な表情をしている。勝ち戦いくさとは、こんなにも気楽なのか。

　そうこうしている内に、大神殿の前に着いた。イェンスは緊張しているのか、すうっと息を吸っていた。

　励はげましになるかわからなかったが、ソフィーはそっと彼の手を握にぎる。すると、彼は僅わずかに笑えんでくれた。

　イェンスは意を決したように進み出て大神殿前の階段を上がり、門を預かる兵士に一礼した。ソフィーはそっと、イェンスの後を追う。

　イェンスがシュオム語で話しかけて袋ふくろの中身を見せると、兵士は頷うなずいて一いつ旦たん大神殿の中に顔を突つっ込んだ。

　すぐに、他ほかの兵士が出てきて、ふたりがかりで袋の中身を検あらためられる。

　もちろん、この荷物は怪あやしいものではない。中身は大量の蝋ろう燭そくだ。神殿では、たくさんの蝋燭が使われるので、商人が定期的に売りにくるのだ。

　イェンスの扮するセイデン人ロトは、今までも定期的にシュオムに蝋燭を売りにきていた。セイデンの蝋燭は安価な上に練り込まれた香かおりが見事だと評判で、シュオムだけでなくレンマールも積極的にセイデン産の蝋燭を輸入したがった。

　蝋燭は大量に使うので、まず断られない──と聞いていた通り、兵士たちはイェンスを通してくれた。ソフィーも続いて、大神殿に入る。

　入った途と端たん、朗々とした歌声が響ひびき渡わたった。しかも、レンマール語だ。




　魔術の神　全能の神　我われらが父よ　その御み手てを　貸したまえ




　ソフィーは目を細めて、遠くに立つ人物を認めた。大神殿は広く、たくさんの長なが椅い子すが並んでいた。その先に──ひとりの青年が、立っていた。

　彼はイェンスとソフィーを認め、手を差し出した。

「皆みなの者、一いつ旦たん出ていなさい。合図があるまで、入ってこないように」

　兵士や神官は彼の指示に戸と惑まどいながらも、出ていった。

　イェンスはソフィーに「行こう」と促うながして、佇たたずむ人物に近付いていった。

　思わず、ソフィーはその美しさに息を吞のむ。

　彼は堂々として、佇んでいた。魔術師のローブに身を包んだ、流れるような長い白金色の髪かみを持つ男性。年ねん齢れいはよくわからないが、若く見えた。彼の紫むらさきの目は神秘的な光をたたえている。

「はじめまして、じゃないか。セイデンの商人ロトだね？　いつかも、蝋燭を売りにきてくれたか」

　ソフィーは彼の声にうっとりと、陶とう酔すいしそうになる。そう。彼こそが、ソフィーに薬をくれた恩人。

　だから、気付くのが遅おくれた。イェンスは目にもとまらぬ速さで、懐ふところに仕込んでいた短たん剣けんを引き抜ぬいた。

　ミケールは微笑ほほえみ、一いつ瞬しゆんで手に光の鞭むちを現した。青ざめたイェンスは素す早ばやく避よけて、鞭を斬きろうとする。しかし、魔術でできた鞭に短剣は通じなかった。そのことに気付き、イェンスは舌打ちする。何度もミケールに斬りかかるが、不思議なぐらいにするりするりとかわされた。

　いくら歴戦の戦士でも、魔術師相手では分が悪いのが普ふ通つうだ。しかしそれにしても、何かがおかしかった。

　イェンスの体力が尽つきたのか、イェンスはミケールの放った光こう弾だんを避けきれず、とうとう吹ふき飛ばされた。

　ソフィーは悲鳴をあげて、長椅子にぶつかって倒たおれたイェンスに駆かけ寄る。

「……イェンス・ベルンハルドか」

　イェンスにかけられた変装の魔術が、解けていた。彼の本当の顔が、露あらわになっている。肋ろつ骨こつを折ったのか、イェンスは小さく呻うめいた。

「久しぶりだな」

　かつてのレンマール将軍は、後こう継けい者しやを見下ろし笑った。

「残念だが、私を出し抜くにはまだまだだ。魔術の残ざん滓しは、よくわかるからね」

　イェンスはよろよろと立ち上がった。手にはしっかりと、短剣を握っている。

　だが、もう絶望的だ。イェンスは魔術を使えない。それに対し、ミケールは稀き代たいの魔術師だ。不意を突いて襲おそえなかった時点で、こちらの負けなのだ。

「レンマールも、無む茶ちやなことをする。それとも、君の案かな？　イェンス」

　答えず、イェンスが床ゆかを蹴けった瞬間、また魔術が発動してミケールの手から光がほとばしった。光の鞭が、イェンスに絡からみついて空中に固定する。

「イェンス様！」

「そなたは、動かぬように。……私は彼と話したいのだ」

　ミケールの眼中に、ソフィーは入っていないようだった。付き添そいの小こ娘むすめだとでも、思われているのだろうか。

　ソフィーにも、ワルキューレの印を隠かくす魔術を施ほどこされているのだが、ミケールは気付いていないようだ。

（私が、半死体だから……？）

　しかし、ソフィーだけ動けても意味がない。ワルキューレの矢は、実体あるものには刺ささらない。イェンスの動きが封ふうじられた以上、対たい抗こうする手段がない。

「そこの少女は、生かしてあげよう。帰って、王に報告してもらわねばね。伝令役として連れてきたのだろう？」

　ミケールは薄うすく笑った。彼が──本当にソフィーに薬をくれたひとなのだろうか、といぶかるほど酷こく薄はくな笑み。

「……どうしてだ！　なぜ、あなたがレンマールに仇あだなすのだ！　あんなに、立派なひとだったのに！　私にも分け隔へだてなく、接してくれたのに！」

　イェンスが叫さけぶと、ミケールは薄く微笑んだ。

「レンマールのことなど、忘れたな。私の実験を受け入れなかったばかりか、追放にまで追い込んだ者たちに敵対して、何が悪い。それに私は、実験を行っていたんだ。壮そう大だいなる、実験を」

「ワルキューレのことか？」

「そう。ワルキューレは何とかやり遂とげたが、あの魔術は未完成だった。王によって、私は追放されたのでね」

　腕うでを組み、不快な思い出を振ふり払はらうかのようにミケールは首を振る。

「シュオムの王は、レンマールの王よりものわかりがよかった。実験を許してくれた。そうして完成させた死神の魔術を、私はレンマール軍に対して使った。結果は、見ての通り。レンマールがワルキューレを対抗手段として出してくることも、わかっていたが──いざ目にすると、ぞくぞくしたよ」

　彼の演説にも似た説明を聞いて、ソフィーは拳こぶしを握り込んだ。

　彼は、この戦いを実験の延長だと思っているのだ。たくさんのひとが死んでいるのに。

「……はっきり言わせてもらおう。この魔術は悪あく趣しゆ味みだ。ワルキューレは女性、死神は子ども……！　本来なら戦わない者たちを兵器に仕立て上げ、争わせるなんて馬ば鹿かげてる！」

　イェンスは不利な立場にも拘かかわらず、ミケールに正論を浴びせた。

「おや。悪趣味？　むしろ、この魔術の真しん髄ずいはそこだ。……戦争になると、男だけが死んでいく。女性は余り、子どもは取り残される。本来、戦争で役に立たないとされる女性と子どもを兵器にすることで、無む駄だをなくす。いわば総力戦となる。とはいえ、これもただの過程に過ぎない」

　ミケールの主張はどこか、歪いびつだった。

「ワルキューレはともかく、死神は本体が死ぬこともないのだよ？　戦争にぴったりだろう。今はまだこの魔ま術じゆつはシュオムが独どく占せんしているが、私は世界中に広めていいと思っている。死神同士で戦っているところを、君たちは見たことがないので知らないだろう。死神の鎌かまは、死神をも殺す。ワルキューレの矢と一いつ緒しよだ。ワルキューレの進化形なので、死神は実体あるものも、ないものも斬る。いわば死神だけで戦争が完結する。悪くないだろう？　これなら、実際に人は死なないのだから」

　ミケールは、イェンスを「どうして受け入れられないのか」と疑問に思っていそうな目で、見み据すえた。

　死ななくても、本体の子どもは相当な負担を強いられるのだ。それに、一度では死なないだけで何度もワルキューレの矢に射られると魂たましいが削けずられ、衰すい弱じやく死ししてしまう。実際に見てきたソフィーはそれを口にしようとしたが、すんでのところで止とどまった。

　その事実を知っていることをばらすと、ワルキューレであることが露ろ見けんしてしまいそうな気がしたからだ。

　役に立つかどうかはわからないが、今はワルキューレだということは伏ふせておいた方がいい、と判断してソフィーは唇くちびるを噛かんだ。

「私は、新しい戦争の形を提案しただけだ」

　ミケールは何も悔くいていないようだった。

　ぼろぼろ、とソフィーの目から涙なみだが零こぼれ落ち、ミケールはさすがに不ふ審しんに思ったようだった。

「なぜ、泣く？」

「……覚えてませんか。モルク病で苦しんでいた私に、薬をくれたこと──」

　ソフィーがそう口にすると、ミケールは目を細めた。覚えていたらしい。

「まさか！　君はその時の少女か。だから、私に近付く役目を負ったのか──。なるほど」

「あんなに優やさしかったあなたが、こんなひどい戦争を起こしたなんて信じたくありません」

「私が戦争を起こしたわけじゃない。セズを諦あきらめないレンマールに、シュオムが業ごうを煮にやしただけのこと。私は、手を貸しただけだ」

　微笑んで、ミケールはイェンスを見上げた。

「私としては実験も終えたし、シュオム側はセズさえ得られれば引き下がるとのこと。しかし、もちろん賠ばい償しよう金はもらいたいそうで。賠償金、セズ──このあたりだろうか。レンマールは、どうする？」

「……その条件、私が吞のむわけにはいかない。レンマールに戻もどって相談せねば。だが、本当にそれで引き下がるのか」
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「君の首は、もちろんいただく。レンマール軍総司令官、イェンス・ベルンハルド。君はその覚かく悟ごをもって、将軍の職を引き受けたのだろう？」

「──わかった」

　イェンスが承しよう諾だくし、ソフィーは絶句した。

　そこで思い至った。どうして、イェンス自ら潜せん入にゆうしたのか。上手うまくいかなかった時は、将軍の首を差し出し、和平にこぎつけるためなのだと──。

　イェンスは、こうして責任を取る覚悟をしていたのだ。ソフィーは彼の覚悟に、ちっとも気付いていなかった。

「まさか、その少女には伝令役だと伝えていなかったのか？　……これは、この地域の古い掟おきてだよ。犬が腹を見せてもう戦わないと示すのと、同じだ。和平を請こう将は、伝令役を必ず伴ともなう。自分が死ぬのだから、誰だれかに和平が成ったことを伝えてもらわなければならないのでね」

　ミケールの説明に、ソフィーは言葉を失った。何も、考えられなかった。自分はワルキューレとして連れてこられただけでなく、いざという時のための伝令役でもあったのだ！

「伝令役は、必ず無事に帰す。その掟も、忘れていないだろうな」

　イェンスの確かく認にんに、ミケールは頷うなずいた。

「私も戦士だ。君の死に敬意を示す。もちろん、シュオム王もそうだろう。伝令役の彼女は、シュオムが責任を持ってレンマールに帰す」

　言げん質ちを取ってからイェンスはソフィーを見下ろし、血のしたたる口を笑えみの形にしてみせた。

「ソフィー、世話になったな。聞いた通り、君だけは生きて帰してくれるらしい。イスバルセンの言うことを聞き、レンマールに戻ってくれ」

「嫌いやです、イェンス様！」

「先に、ヴァルハラに行くだけだ。──ヴァルハラで会おう、私の──」

　ワルキューレ、と続けたかったのだろうと悟さとり、ソフィーは涙をこらえた。

「残念なことだ、将軍。レンマール王がもっと和平交こう渉しように乗り気であれば、よかったのに。まあ、君の首を見ればさすがに条件を吞むだろう」

　トドメを刺そうというのか、ミケールはすっと腕を上げた。

　しかし、いきなり祭さい壇だんの横にある扉とびらから大きな斧おのを持った男が出てきて、ミケールの名を呼んだ。

「……なぜ、出てきた。引っこんでいろと言っただろう」

「音が気になりまして。私はあなたの護衛なのですから、出てきたまでです。あと、イェンス・ベルンハルドという名前が引っかかりました」

　大男は、イェンス以上に長身であろうミケールより頭一つ分も背が高い。更さらに、筋骨隆りゆう々りゆうという言葉がぴったりの風ふう貌ぼうだった。

　恐おそろしくなって、ソフィーは少し後ずさる。

「私に護衛などいらぬ、と言ったのに。シュオム国王も臆おく病びようなものだ。……ああ。そういえば、お前はイェンスに恨うらみがあったか」

　そこでミケールは、とろけるような笑みを浮うかべた。

　恨み、とはどういうことだろう。イェンスもソフィーも、思わず眉まゆをひそめた。

「イェンス・ベルンハルド。このまま首を取られるだけというのも、レンマールの戦士として悔くやしいだろう？　この男と戦い、その力を私に示すがいい。私の後こう継けい者しやがどのぐらいの逸いつ材ざいか、興味がある」

「……それで、私に何か得があるのか？」

「ない。どちらにせよ、将軍の首は和平の条件だ。だが、戦って勝った上で、ひとりの戦士として死んでいく方がいいのではないか？」

　イェンスはためらわずに「わかった」と頷き、挑ちよう戦せんを受けた。

　ソフィーは、何も言えなかった。このまま、戦わなければ首を取られる。とはいえ、戦っても結末は同じ。しかし、イェンスの決断を邪じや魔まする気にはなれなかった。

　大男がミケールの前に進み出た時、ミケールは手をかざした。すると、ソフィーも含ふくめた四人を取り囲むようにして、炎ほのおが発生したのだ。

　まるで、炎の壁かべに囲まれた闘とう技ぎ場のようだった。

「逃にげないように、一応ね。心配しなくても、私が制せい御ぎよしている魔術の炎だから建物を燃やしたりはしない。……人体は燃やすが」

　ミケールは薄うすく笑い、腕うでを組んだ。

「さあ、この男はシュオム有数の戦士だ。イェンス、レンマールの誇ほこりを賭かけて戦うがいい！」

　叫さけびながら、ミケールはイェンスを縛しばっていた光の鞭むちを消す。イェンスは身を投げ出されて転がったが、ミケールの煽あおりに動じた様子もなく、冷静に立ち上がる。

「短たん剣けんでは不足だろう。…………長剣を彼に。ああ、君は普ふ通つうの服を着ているな。こちらのコートの魔術も解いておこう。不公平だからね」

　ミケールが指を鳴らす。大男のまとうコートに変化は見えなかったが、ミケールの言った通り、防御の魔術がかかっていない状態になったのだろう。

　ミケールの指示通り、大男は自分が帯びていた長剣を鞘さやごとイェンスに投げる。イェンスはそれを受け止め、鞘から白い刃やいばを抜ぬき放った。

　大男は斧を構えながら、尋たずねた。

「お前。弟を殺したか？」

「弟とは、誰だ」

「俺と同じような図ずう体たいの大剣使いが、戦場にいただろう。あれは俺の弟だ」

「……あいつか。そうだな。私が殺した」

　一度、戦場を乱した大剣使いがいた。当然、ソフィーもイェンスも覚えていた。

「そうだと思ったぞ。あいつを殺せるとしたら、レンマール一の剣士イェンス・ベルンハルドしかいないと思っていたからな。ははは、こりゃあいい。敵かたき討うちといこう」

　舌した舐なめずりをして、大男は斧をぐるぐると回した。

「言っておくが、俺はあいつより強いぞ」

　そこで、ミケールが手を叩たたく。

「話はそこまでだ。さあ、戦え！　戦士たちよ！」

　ミケールの一言で、大男が動いた。

　ソフィーは、ミケールの考えが全く理解できなかった。彼は、命を賭けて戦わせることを楽しんでいるのだ。泣きそうになりながら、そこに佇たたずむことしかできなかった。

　戦せん斧ぷが、床ゆかを穿うがつ。イェンスは器用に、それを舞まうように避よけていく。水平に飛んできた斧の刃は、長剣で受け流す。まともに受け止めては、剣が折れてしまうからだろう。

　何度もそんな応おう酬しゆうが続いたが、受け流しそこねたのか、イェンスが弾はじき飛ばされ、ソフィーの近くに倒たおれ込んだ。

「イェンス様！」

　ソフィーが駆かけ寄ると、イェンスは素す早ばやく耳打ちした。

「ソフィー、聞け。ミケールは若すぎる！」

　斧が風を切る音が聞こえて、イェンスはソフィーを突つき飛ばし、また大男との戦いに身を投じていった。

　ソフィーは立ち上がりながら、必死に考えを巡めぐらせる。

（今のは、わざと……よね？　イェンス様は、何か伝えたかったから、ああして私に……）

　若すぎる？　どういう意味だろう。考え込んでから、ソフィーはハッとした。

（イェンス様は、ミケールの顔を知っていた）

　一方、ソフィーは彼を声でしか知らない。イェンスしか、気付けない情報は────外見情報だ。

　ミケールが追放されてから、かなりの年数が経たっている。それで、イェンスが若すぎると思ったなら……。

　すぐには、信じられなかった。だが、この推理が正しければ……。

　ソフィーは目を見開く。きいん、と耳鳴りが響ひびく。体が冷え、いっそう死に近付く。ハルドルをさらう時、より死の力を深める魔術を一度、ソフィーは受けていた。その感覚を思い出したかのように、ワルキューレの力が研とぎ澄すまされる。

　その後、ミケールを見て気付く。彼はとても「近い存在」だと。もっと目を凝こらすと、彼の体が透すけて見えて、ソフィーはもう少しで悲鳴をあげるところだった。

（実体じゃ……ない？　あれは……幽ゆう体たい!?）

　イェンスの戦闘にハラハラしながらも、ソフィーはミケールから目を離はなさなかった。

　さすがは、かつてのレンマール将軍であり、魔術師である。彼はふたりの戦いを見ながらも、ソフィーにもたまに目線をやる。隙すきが、見当たらない。

　今、ソフィーがワルキューレの弓矢を顕けん現げんさせたところで、彼に気付かれ魔術で反はん撃げきされてしまうだろう。

　イェンスとて、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで戦っているようには見えない。一いつ瞬しゆんでも気を抜けば、彼は叩き潰つぶされてしまう。

　わかっているのに、隙が見つからない。ミケールを倒す形勢逆転の鍵かぎとなるワルキューレの矢は、タイミングを間ま違ちがえば失われてしまう。

　今はまだ、ミケールがソフィーを力のないただの伝令役だと思っているから、勝ち目があるだけだ。

　イェンスはここまで、長旅を続けた。当然、疲ひ弊へいしている。先ほどのミケールとの戦いも、尾おを引いているのだろう。疲つかれを見せたイェンスの左腕を斧がかすめ、鮮せん血けつが飛ぶ。

　攻こう撃げきを跳ちよう躍やくして避けながら、彼は覚かく悟ごを決めたようにソフィーを見て頷うなずきかけた。

　今度は上から容よう赦しやなく、着地した彼に斧が振ふり下ろされる。

　次に、イェンスは驚おどろくべき行動に出た。姿勢を低くし、避けるのではなく床を蹴けって、もう少しでかするほどのギリギリのところで斧の真下を抜けて、敵の懐ふところに飛びこんだのだ。

　男はニヤリと笑って、斧を斜ななめに払はらってイェンスが右手に持っていた剣を彼の手から飛ばした。剣が、がらんという音を立てて落ちる中、イェンスは止まらなかった。いつの間に構えていたのか、彼は左手に持っていた短剣で、男の首をかっ切ったのだ。

　凄すさまじい勢いで首から血が噴ふき出し、大男は二、三歩後ずさってぐらりと後ろに倒れる。

「これは、お前の弟を殺した短剣だ」

　そう告げて、イェンスは倒れた大男を見下ろした。

「ヴァルハラで、弟と酒を酌くみ交かわすといい」

　その光景を、ミケールはぎらぎらした目で凝ぎよう視しし、声を立てて笑った。

（今しかない！）

　ソフィーは弓矢を顕現させ、つがえた。薬をくれたことを思い出し、迷いがよぎる。だが、それは一瞬。ソフィーは覚悟を決めた。

「素晴らしい！　イェンス・ベルンハルド！　さすがは、私の後継者だ！　────あ？」

　音もなく彼に突き立ったワルキューレの矢は、光を放つ。彼の体に腐ふ食しよくするように光が広がっていく。

「ミケール・イスバルセン……あなたは、死し霊りようですね？」

　ソフィーの確かく認にんに、彼は笑う。

　死神の正体は子どもが飛ばした魂たましいだ。それを穿つワルキューレの矢が、死霊を貫つらぬけぬはずがなかった。

「どうして、わかった……」

「あなたは、武器を使わず魔ま術じゆつだけ使ったわ。あなたが偉い大だいな魔術師なことは、わかってる。だけど、どうしても魔術には発動時間がかかる。本当なら、元将軍を務めたほどの武人なら──武術で対応するのが普通ではなくて？　……でも、あなたにはできなかった。武器を持てなかったから！」

　死神と似ているようで違う。死神の武器は人を斬きりつけるけれども、それは魔術でできた特とく殊しゆな武器だからだとハルドルが証言していた。死神自体は、実体があるものには触ふれられない。

　そしてイェンスの攻撃が全く当たらなかったのも、道理なのだ。幽体なら、普通の刃が通るはずがない。

「それに、イェンス様が伝えてくれた。あなたは若すぎると」

　これらの情報を総合すれば、彼の正体に辿たどり着くのは難しいことではなかった。武器を使わないこと、全く攻撃が通らないことだけでも、おかしいと思った。しかし、「死霊が魔術を使うはずがない」という思い込みが邪じや魔まをした。

「あなたの魔術兵器の完成形は、それなのね」

　死霊を、戦士とする。これほど恐おそろしいことはないだろう。

「……あなたは死んでいた」

　何年前かはわからない。しかし、ミケールは若く見えたのではない。若い時分に亡なくなったので、実際に見かけが若かっただけなのだ。

「せ、せっかく戦争に革命を起こそうと思ったのに──。私が消えてしまったら、誰だれが魔術を発展させるのだ──」

　しゅおお、と光が彼を包み込む。皮肉なことに、彼は自ら作り上げたワルキューレの矢によって、消えようとしている。

「私は、生き残るべき人物だ！　だから、魔術を自分にかけて完かん璧ぺきなかたちにしたのだ──」

　ミケールの姿が溶とけていくと共に、ソフィーの手に矢が戻もどった。

「ソフィー、よくやった！」

　イェンスが駆け寄り、ソフィーの傍そばに立つ。

　ミケールが消しよう滅めつしていくのを、ふたりはしばらく見守っていた。

　完全に彼の残ざん滓しがなくなったことを確認し、ふたりは顔を見合わせる。

「イェンス様、お怪け我がを」

　ふと、血の流れる左ひだり腕うでに手を伸のばす。

「深い傷ではない。平気だ。……それより、ソフィー。まずいことになってるぞ」

　イェンスの視線につられて、ソフィーは首を巡らせる。温度に鈍どん感かんになっているので、気付くのが遅おくれてしまった。

　取り囲む炎ほのおの壁かべが、消えていないのだ。むしろ炎は勢いを増し、先ほどまで焼いていなかった椅い子すや壁のタペストリーにまで延えん焼しようしている。

　業ごう火か。そんな言葉がソフィーの胸に浮うかぶ。

　せっかくミケールを倒したのに、ここでふたりは死んでしまうのだろうか。

　悔くやしくて、ソフィーは唇くちびるを噛かむ。

「ミケールがいなくなれば消えるものだと思っていたが。制せい御ぎよを失って、むしろ悪化してるな」

「本当です。どうして」

「議論している暇ひまはない。なんとか、脱だつ出しゆつを────」

　イェンスは必死に突とつ破ぱ口こうを探そうと焦あせっていたが、炎の高さは大人二人分ぐらい、ゆうにある。飛び越こえるのも不可能だろう。

　ソフィーは、ハッとした。宿で、マグヌスが言っていたことを思い出したのだ。

　ワルキューレの矢は、結界などに穴を穿うがつことは可能。他ほかにも魔術師が作り出す障しよう壁へきに、有効だと──。

　それならば、炎の壁に穴を開けることもできるだろう。

（大きな負担がかかるとも言っていたけど、やるしかない。ここまできて、諦あきらめるわけにはいかない！）

　近すぎても、やりづらい。ソフィーは炎から少し離れたところで、矢をつがえた。
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「何をする気だ、ソフィー！」

「出口を、私が開きます！」

　イェンスに向かって宣言してから、ソフィーは心の中で唱える。

（貫いて、開いて。……いいえ、違う）

　ワルキューレの矢は、精神次し第だいだ。

　思い出す。矢が全然当たらなくて落ち込んでいたら、思いがけずイェンスから助言をもらえた時のこと。

（この矢は炎の壁を貫き、血路を開く！）

　強く、強く──願って、ソフィーは弓を引き絞しぼる。放たれた矢は、炎に真っ直すぐに刺ささって、矢から広がるように光が放たれる。丸い形に空間が開かれた後、ソフィーの右手に矢が返ってきた。瞬間、突つき上げるような反動に襲おそわれ、光の弓矢は形を失って光の針に戻る。

　あれが限界だろうか。開かれた穴は、それほど大きいものではない。窓ほどの大きさのそれは、跳躍してくぐり抜ぬけなければ向こうに行けないだろう。

　ソフィーは安あん堵どする間もなく、倒たおれかける。立つ気力すら、残っていなかった。

「ソフィー！」

　イェンスに手を引かれ、ソフィーは首を振る。

「……すみません、走れません。私を置いて、早く行ってください！　すぐに、あの穴は閉じてしまう！」

「馬ば鹿かを言うなっ！」

　怒ど鳴なったイェンスは、有う無むを言わせずソフィーを右腕で横よこ抱だきにして、床ゆかを蹴った。彼は走り、ソフィーをもう片方の腕でも抱きかかえるようにして、跳躍した。ごおっ、という音が耳をかすめる。

「炎の壁を抜けたぞ！」

　イェンスの声を聞きながら、ソフィーは返事ができなかった。先ほどから、視界が明滅してよく見えないのだ。

「心配するな。あとは私が、何とかする」

　イェンスはソフィーを抱き直しながら、走っている。ソフィーは必死に、どうなっているのか見ようとした。ようやくソフィーの視界が次に捉とらえたのは、大だい神しん殿でん前の階段だった。

　神官や魔術師と思おぼしき男たちが大おお騒さわぎで、大神殿に入っていくのが見えた。

　これなら騒そう動どうに紛まぎれる形で脱出できるだろうと、ホッとしたソフィーは目を閉じて頼たよりになる腕かいなに身を委ゆだね、意識を闇やみの底に沈しずめた。
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　ソフィーは、馬車の車輪の音が回る音で目覚めた。

「……目覚めたか。大だい丈じよう夫ぶか？」

　傍にはイェンスが付き添そい、見下ろしていた。

「多分、平気です」

　笑って、ソフィーは自分の状じよう況きようを把は握あくする。どうやら今、自分は往路と同じように幌ほろ馬ば車しやに乗っているようだ。毛布が敷しかれ、ご丁てい寧ねいに掛かけ布ぶ団とんまでかけてあった。頭も、柔やわらかなものに乗せられている。

　イェンスは片かた膝ひざを立てて、壁にもたれていた。

　彼の左腕には、白い包帯が巻いてあった。未いまだ血が滲にじんでいるところを見るに、本人が言っていたほど浅い傷ではなかったらしい。

「イェンス様。今、どこですか。あ、馬車はわかりますよ。その、ここが……」

　上手うまく舌が回らなくて、ゆっくりとしか喋しやべれなかったが、イェンスは急せかすこともなく微笑ほほえんで聞いてくれた。

「つい先ほど、シュオムの首都を出たところだ。安心して、今は休んでおきなさい」

「はい……」

　小さく頷うなずいてすぐ、ソフィーはすぐにまどろみに搦からめ捕とられて、また意識を闇に沈めた。
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　ソフィーが次に目を覚ました時には、馬車はセイデンの市街を走っていた。

　身を起こして、毛布に身をくるんだまま、イェンスの左ひだり隣どなりに座る。

「起きて大丈夫なのか？」

　はい、と短く答えて、思い切ったようにイェンスの顔を仰あおぐ。

「イェンス様。私は、知りませんでした。失敗した時のために、和わ睦ぼくを見み越こしていたなんて」

　ヨアンとミケールから聞いた、古代から変わらぬ和睦の方法。

　負けると悟さとった部族は戦士を率いていた将軍の命を差し出して、それをもって和睦を請こう。そしてその時には必ず、伝令役を伴ともなうと。

　ばつが悪そうに、イェンスはソフィーから目を逸そらした。

「知っていたら、君は引き受けたか？」

「……わかりません。でも、あなたは私のワルキューレの働きに期待していたのではないのでしょうか？」

「それは、嘘うそじゃない。ミケールが護衛に死神を連れている可能性は、十分にあった。魔ま術じゆつ師しは、国境を越えられない。だから死神に対たい抗こうするためには、ワルキューレがどうしても必要だった。……だが、私がミケールに負ける可能性も、もちろんあった。誰だれも、ミケールが死し霊りようだと思っていなかったのだから──君を連れてこなければ、あのまま私は命を取られていただろう。それに、潜せん入にゆうにはふたりが限界だった。敵地の真っただ中で私が守れるのは、ひとりぐらいのものだろう。だから、君を抜ばつ擢てきした」

　ワルキューレとしてだけでなく、敗戦の知らせを持ち帰る伝令役として────ソフィーは、選ばれていたのだ。

「怒おこっているのか」

「……わかりません。でも、もし私が伝令役としての役目を果たさないといけなかったのなら……辛つらくて、あなたの死をひきずったでしょう」

　だけど、とソフィーは思う。本当のワルキューレは、死した戦士をヴァルハラに連れていくのだ。そんな役割と、伝令役は少し似ていないだろうか。

「すまなかった。だが、伝令役は安全に帰れる役目でもある。ミケールも戦士である以上、君を帰さないわけにはいかない。シュオムの沽こ券けんにも関かかわるしな」

　イェンスの言い分は、よくわかった。

　ソフィーは正に適任だったのだろう。死神にも対抗できる上に、もしもの場合は伝令役として安全に帰すことも可能だ。

「イェンス様は、どうして『私』を選んだのですか？　他ほかのワルキューレではなく」

「君は私のワルキューレだろう。そこに、理由がいるのか」

「…………はい」

「そうだな──。君は死の力への適性があると聞いていた。その通り、君は誰も見抜けなかった死神の魂こん魄ぱくの行方ゆくえを真っ先に見抜いた。心が真っ直ぐだからか、矢の狙ねらいも正確だ。それで、一番強いワルキューレだと判断した。それに、ふたりきりで乗り込むんだ。最も信しん頼らいできるワルキューレでなくては、ならなかった」

　イェンスは身を乗り出し、手の甲こうを掲かかげた。もう、ルーン文字は刻まれていない。だが、ソフィーは右手を掲げてその甲に擦こすり付けた。戦場で毎日、やっていたように。

　ソフィーは思わず、微笑んだ。

　もし、と思わないわけではない。イェンスが死んで、その知らせを持ち帰る役目を負っていたら、と。

　ソフィーは泣き叫さけぶどころでは、済まなかっただろう。そのまま、心を壊こわしてしまったかもしれない……いや、自分の性格は、よく知っていた。きっと、壊れられない。イェンスが残した望みをレンマールに届けるため、死ぬほど泣いても帰っただろう。

　真実を知っても、きっと恨うらむことはできなかったはずだ。イェンスはソフィーを信頼して、託たくしてくれようとしたのだから。

　ふたりはどちらからともなく手を放し、元の姿勢に戻もどった。

　それからしばらく、どちらも沈ちん黙もくしていた。

　ソフィーはまだ無理した反動が残っているのか、ひどく眠ねむくてたまらなかった。

　もっと、考えようと思ったのに。ソフィーはうとうとして、「いけない」と思いながらもイェンスの肩かたに頭を預けた。
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　ミケールを失ったことで、シュオムには混乱が生じたらしい。その混乱のおかげ、というわけでもないが、セイデン王国が手配してくれていたセイデン人の協力者などの助けもあって、ソフィーとイェンスは無事にシュオムを出ることができた。

　飛び込んできた情報によると、シュオム側はある日を境に襲しゆう撃げきを止やめたらしい。

　その知らせを聞いたふたりは砦とりでには戻らず、レンマールの王都に向かった。

「──シュオムは、中心となっていた魔術師を失いました。和平に応じるはずです」

　イェンスの奏上に、王は明らかに嫌いやそうな顔をした。ソフィーは隣で、はらはらしながら玉座を仰ぐ。

　レンマール国王──壮そう年ねんの彼は、実じつ年ねん齢れいよりも老ふけて見えた。どこかだらしない口元が、彼の性格を表しているように思える。

「魔術師がいなくなったのなら、シュオムは死神を使えないはずだろう。レンマール軍で席せつ巻けんできるのでは」

「いえ……。あくまで、新しく死神を生み出せなくなっただけです。今、シュオムは様子を見ているのでしょう。この時点で持ちかけるのが、一番いい。このまま死神を使う戦争を続けられたら、レンマール軍が持ちません」

「セズは、どうするべきだと思う」

「セズは、きっとシュオムが譲ゆずりません。のちのちの火種になっても困りますので、譲じよう渡とをお勧すすめします」

　イェンスは王に意見し、頭を下げた。

「あまり気が向かんな」

「ですが、ここで和平に持ち込めなければレンマールが危なくなります。こちらは、あちらがどれだけ死神を有しているのかわかりませんから」

　戦場に出ていた死神だけが全すべてではないかもしれない、とイェンスが言外に滲ませると、国王はさすがに観念したようだった。

「……よかろう。使いを、送ろう」




　こうしてレンマールはシュオムに和平を持ちかけた。セズの引き渡わたしを条件として。

　シュオムも、要かなめを失って困っていたのだろう。彼らはすぐに和平交こう渉しように飛びついた。元々、彼らの狙いはセズだ。

　レンマールはセズを失ったが、あれ以上の被ひ害がいを出さずに済み、賠ばい償しよう金を払はらわなくてよくなっただけでも上々だろう──というのが世間の評価だった。

　そしてレンマールは、死神を作り上げたミケール・イスバルセンについて詳くわしくシュオムに聞きたいと──資料を請せい求きゆうした。

　シュオム側で、ミケールが死霊だと知っていた者は数えるほどだったという。彼がシュオムに着いた時にはもう死霊だったのか、そうでないかもわからないと。

　だが、死神の魔術を完成させた時にはもう、彼は死霊であったはずだ──と、側近を務めた青年が語ったという。
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「死者がこの世に留とどまるだけでもおかしいのに、普ふ通つうの人間のように動いていたとは。そんな魔術が存在するのか、マグヌス」

　イェンスは角砂糖を落とした紅茶を素す早ばやくスプーンでかき混ぜつつ、マグヌスに尋たずねた。

　ソフィーはゆっくりと紅茶を啜すすりながら、ふたりの会話に耳を傾かたむける。

　ここは、レンマール王の城だ。イェンスとソフィーは城にしばらく逗とう留りゆうしており、マグヌスは昨日ここに顔を出した。

　今は、報告も兼かねて茶を飲んでいるところであった。

「普通は、ないですけどね。そもそも、ワルキューレの魔ま術じゆつだって、天才が考えたとしか思えない魔術構成ですから。しかし、ミケールの魔術には『死』が深く絡からんでいますね」

「ワルキューレは半死体で、子どもの飛ばした魂たましいは死神と呼ぶ……。そしてミケール自身は死霊の状態のまま、現世に留まっていた、か。たしかにな。禁術か何かか」

「わかりません。ミケールがこだわっただけかもしれない。彼は剣けんも魔術もできた完かん璧ぺきなひとでしたから、唯ゆい一いつ抵てい抗こうできない『死』が怖こわかったのかもしれませんね。彼の現世に留まる魔術が各国に行き渡っていけば──大変なことになったかもしれません」

　死神の魔術は子どもを使っていたため、レンマール以外の国からも非難が飛んだ。いたいけな子どもを戦争に使うとは、言語道断であり倫りん理りに反すると──。

　シュオムは死神の魔術を封ふう印いんすると述べた。そもそも、魔術が高度すぎて開発者のミケールしか、子どもの魂を死神に作り替かえる魔術を使えなかったらしい。

　ミケールが亡なくなった以上、新しく死神が生まれることはないはずだ。

　彼のことを考えていると、どうしても胸に去来する感情があった。

「イェンス様、マグヌスさん」

　呼びかけると、ふたりは不思議そうにソフィーを見た。

「私、未いまだに信じられないんです。私に薬をくれたひとと、あの残ざん酷こくな……死神とワルキューレを殺し合わせて、更さらにイェンス様と戦士を戦わせて楽しんだひとが同一人物なんて」

　ソフィーがぽつりと呟つぶやくと、マグヌスはため息をついた。

「無理もありません。これは後で話そうと思っていたのですが……今、言ってしまいましょう。私はレンマールに帰った後、ミケールの実家に使いを送って話を聞いてくるよう命じました」

「実家に？　……ああ、そうか。足そく跡せきを追うためか」

　イェンスはすぐに、マグヌスの意図に気付いていた。

「ええ。彼の家は、地方領主ですから。彼の兄が、当主です。彼に話を聞いたところ、ミケールは追放後に実家へ帰っていたそうです。しかし、ある時、いきなり姿を消したそうで。捜そう索さくしたところ、彼が魔術研究に使っていた小屋で、遺体が見つかったそうです」

「何だと！　だが、シュオム王は彼がいつから死し霊りようだったのかは知らないと……」

「それはそうです。彼は死霊魔術を確立してから、シュオムに行ったのです。死霊を雇やとうとは思わなかったから、誰だれにも見み抜ぬかれないようにしていた。シュオムにも魔術師はいるのですから、彼らにも見抜けなかったということです。ワルキューレでも、通常の状態では無理だったでしょう？　ソフィーさん」

　マグヌスがつらつら語ると、イェンスは額を押さえて呻うめいていた。

「……ここレンマールで、死んだのか。なぜ、訃ふ報ほうが入ってこなかった？」

「遺書があったそうですよ。国王を筆頭に国には知らせるな、と。ミケールの兄は、弟が自殺したと思ったのでしょう。その死を哀かなしみ、遺ゆい言ごんに従ったんです。家族だけで葬そう儀ぎを行い、遺体を埋うめて弔とむらったと──彼は語ったそうです」

「話は、よくわかった。だが……ミケールがいつ死んだのかと、ソフィーの疑問はどう関係があるんだ？」

　イェンスの疑問はもっともだったので、ソフィーはこくこくと頷うなずき、身を乗り出した。

「ミケールは、レンマールの魔術師たちの前でワルキューレ生成の魔術を披ひ露ろうしました。みんな、驚おどろきましたよ。魔術師長は、怒おこっていましたね。女性の手首に針を刺さし、戦せん闘とう員に変えるのですから。しかも、ワルキューレは対魔術兵器としては……不十分でした。ですがミケールは、嬉うれしそうな顔をしていたのです。不完全とはいえ、実験の第一歩だと思ったからでしょうね。元々、そういうところはあったのです。探究心の行きすぎ、と言いますか。しかも、ミケールはどうして怒られたのか、わからないようでした。ワルキューレは手首に傷が残る以外は、そこまで人体に負担をかけないと彼は主張していました。実際、まあその通りですね。ワルキューレが未成品なのも、人体に影えい響きようがないように必死に考えた結果でしょう」

「私には彼の感覚が理解できないが……ミケールには、彼なりの倫理観があったということか？」

「正にその通りで、そこが大事なところなんです。シュオムに渡った後の彼は、どうですか？」

「死神とワルキューレを戦わせる実験を、行いました。更に死神になった子どもは死んでしまう」

　ソフィーはハルドルを思い出しながら、悲痛な声こわ音ねで述べた。

「ええ。残ざん虐ぎやく性が増したのです。もっとも、彼は残酷になったわけではないかと。感情が、なくなったのです。おそらく、魂だけの状態になったからでしょう。イェンス様、ハルドルはどう言ってました？　死神になっていた時のことを」

「……まるで、夢の世界で狩かりをしているようだったと」

「そう。普通なら、怖いという感情があるはずです。子どもなんですから。死神には、それが欠けている。人間性が欠ける、と言ってもいいかもしれません。ミケールが常時、その状態だったとしたら……？」

「別人のようになったわけじゃ、ないんですね。感情が削そぎ落とされて、そうなってしまった」

　ソフィーは深く納なつ得とくして、頷いた。

　ソフィーたちがシュオムで会ったミケールなら、あの死霊魔術も自分を実験台にはせずに誰かをさらって、実験するぐらいのことはしただろう。

　だが、それ以前の感情を持っていたミケールは危険な魔術だとわかって、自分の身で行ったのだ。生前と同じように魔術が使えて、年老いることもない、ある意味完璧な姿。だが、彼は心が変質することまでは、見抜けなかったのだ。

　ようやく、ソフィーの中でバラバラだったミケール像が結びついた。

　ワルキューレ生成は、まだミケールに感情があった頃ころに作られた魔術だ。ワルキューレという存在の不可思議さに、思いを馳はせる。

「マグヌスは、ワルキューレ披露の場にいたんだろう？　正直、どう思った？」

　イェンスの質問に、マグヌスは軽く目を伏ふせて腕うでを組んだ。

「私は正直、すごいと……圧あつ倒とうされました。普通の人間を対魔術の戦闘員に作り替えるのは、画期的だと思いましたね。ですが、魔術師たちの反応は真っ二つに割れました。魔術師長が反発したのは、大きかったですね」

「国王陛下は？」

「陛下は賛成すると思いきや、大いにミケールを糾きゆう弾だんしました。話は簡単ですよ。国王から見れば戦中でもない限り、あれほどの天才は邪じや魔まなのですよ。次の魔術師長に、という話もあったぐらいです。将軍と魔術師長を兼ねられたら、権力が集中してしまう。更に他ほかの門もん閥ばつ貴族などからも嫉しつ妬とされていましたから、彼の足を引っ張りたい人はたくさんいたでしょう」

「……なるほど。ワルキューレ生成は、彼を引きずり下ろす口実になったわけか。私はこれまで、ミケール・イスバルセンは誰かに貶おとしめられて、追放されたのだと思っていた」

「まあ、それは半分当たり……ですね。追放は、普ふ通つうならやりすぎです。とはいえ、あの魔術は未知のものだったし、人体実験を行ったことは事実ですから、追放する理由にできたのです」

　人体実験と聞いて、ソフィーは冷たい自身の体を意識した。

　レンマールもまた、ワルキューレを今後使わず魔術を封印すると各国に約束した。しかし、レンマールの魔術師はワルキューレ生成の魔術を使える。情勢によっては、ワルキューレがまた使われることがあるのかもしれない、とイェンスはぼやいていた。

　とはいえ、和平条約が結ばれた後、ワルキューレは魔術を解かれて普通の人間に戻もどった。──ソフィーを除いて。

　ソフィーはそっと、手首に突つき立つ光の針を見下ろす。

　ソフィーは、ミケールの正体を見抜いて彼を消しよう滅めつさせた。この功績はイェンスが王に伝えてくれたのだが、国をあげて祝わなければ、と王は興奮したように叫さけんでいた。

　レンマールとシュオムは痛み分けに見えるが、実際はレンマールがセズを取られた負け戦いくさだ。だが、王としては敗戦で国民に気落ちしてもらっては困る。

　そこで、誤魔化すためにも──英えい雄ゆうとなった将軍とワルキューレへの叙じよ勲くん式を華はな々ばなしく行い、国民感情を高こう揚ようさせようとしているらしい。

　式典のために、ソフィーはまだ戻れないのだ。

　正直、ソフィーは気が重かった。

　でも、とマグヌスと談だん笑しようするイェンスの横顔を見つめる。

　少しだけ、彼といられる時間が増えたことは、純じゆん粋すいに嬉しかった。

「……どうした、ソフィー」

　視線に気付いたイェンスが、ソフィーに顔を向ける。彼は今、軍服ではなく貴族のよく着るロングコートに身を包んでいる。洒落しやれた、その恰かつ好こうを見ていると、彼が遠い存在であることを思い出して哀しくなると同時に、胸が高鳴る。

「いえ。叙勲式、緊きん張ちようするなと思って……。そもそも、私などがいただいてよろしいのでしょうか」

「何を言っている。私より活かつ躍やくしたくせに」

「そんな──」

　たしかに、あの時は機転が利きいてミケールを仕留めることができた。しかし、イェンスの功績には敵かなわないだろうと思う。

　不利な戦せん況きようにも挫くじけず、持ちこたえたからこそ和平に持ち込めたと言える。

　ソフィーがもじもじしていると、マグヌスが苦笑した。

「やれやれ、控ひかえめですね。堂々として勲章と報ほう奨しよう金をもらいなさい。あなたは、それだけのことをしたのだから」

「……わかりました。あの、マグヌスさん」

　この機会に気になることを聞いておこうと、ソフィーは口を開く。

「私、ミケール……さんと会った時、すぐには死し霊りようだとわからなかったんです。しばらく経たって、違い和わ感かんに気付いてワルキューレの感覚を研とぎ澄すませたんです。いつか、改造を受けた時のようにまた死に近付いたような気がしました。あれって、何なのでしょう？」

　ソフィーの質問を耳にして、マグヌスは唸うなった。

「あなたは一度、より死に近付く魔術を受けましたからね。その感覚を体が覚えていたのでしょう。……まあ、火事場の馬ば鹿か力ぢからというやつです。ワルキューレを新しく作るのはともかく、改造はワルキューレの持つ死の力を強めただけですから。魔術がなくとも、意志の力でそうなってもおかしくはないですね」

「……なるほど」

「いや、待て。元々ソフィーは、強いワルキューレになる可能性を秘ひめていると送り届けた者が言っていたんだ」

　イェンスがそこで、口を挟はさんだ。たしかに、最初に『死の魔術に馴な染じみやすかった』と言われたことを覚えている。

「ほう？　もしかしてソフィーさん。ミケールに初めて会った時、何かされましたか？」

「薬をくれて……額に祝福のキスをされました」

　マグヌスは、大おお仰ぎようなため息をついた。

「……それです。その時にはもう、ミケールは死の魔術に触ふれていたのでしょう。死の魔術の力が、祝福のキスで残ざん滓しとして移ったと考えられます。だから、ソフィーさんは大いに活躍できたのでしょう。ミケールの作った壁かべを貫つらぬくのも、相当な荒あら業わざです。魔力で発生した炎ほのおの強さは、魔力量に比例しますからね。大魔術師の炎を貫くなんて……ワルキューレによっては、できなかったかもしれない」

　からくりがわかって、ソフィーは思わず息を吞のんだ。あの祝福は、ソフィーを結果的に守ってくれたのかもしれない。皮肉な話だった。

「ソフィーの活躍なしでは、私はここにいなかったろう。……本当に、お手て柄がらとしか言いようがない。叙勲式では胸を張って、受け取るといい」

　優やさしい笑え顔がおでイェンスに言われたものだから、ソフィーは少し照れてうつむいた。

　初めて会った時の冷たい反応を思い出すと、嘘うそみたいだ。

（でも、この日々はもうすぐ終わってしまう）

　ソフィーはワルキューレから、普通の少女に戻る。故郷に帰ったらもう、イェンスと言葉を交かわすこともないだろう。淋さびしくて、胸が鈍にぶく痛んだ。

「そもそも、死の魔術とは何なんだ？　マグヌス。そんなもの、伝わっていたのか？」

「正直に申しますと、わかりません。本来、死の魔術は人間の世界に存在しないものです。ミケールが独自に編み出したか、誰だれかが教えたものなのかもしれないですね……」

　ソフィーはぼんやりと、熱心に語り合うふたりを眺ながめていた。

　もう、ソフィーには関かかわりのないことなので──他人ひと事ごとのように耳を傾かたむける。

　自然に、視線はイェンスに吸い寄せられる。

　せめて最後に、想おもいを伝えようとは、決意していた。

　ソフィーはイェンスから視線を逸そらし、雪の降りしきる窓の外を見て、ミケール・イスバルセンという人物を、想う。ソフィーはミケールに自分の命と弟の命を救われたことになる。だが、ソフィーはそんな彼を消滅させた。恩を仇あだで返した形になるのだろうか？

（でも、歪いびつな魂たましいのまま留とどまっていて幸せなはずが、ない……）

　改めて、ソフィーは薬をくれたミケールに感謝した。そしてせめて、彼の魂がヴァルハラに行き、元のあのひとに戻っていますように──とひそやかに祈いのった。
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　数日後、砦とりでに配備されていた兵士やワルキューレが引き揚あげて、城にやってきた。ヨアンはまだ砦に待機しているらしいので、叙勲式まで会えないと聞いてソフィーは残念に思った。

　門で皆みなを出で迎むかえに赴おもむいたソフィーを認めて、一団から走りくる影かげがあった。

「ハルドル！」

　彼は嬉うれしそうに抱だき付いてきた。ソフィーの隣となりに立つイェンスは、その光景を見て呆あきれたように笑う。

「相変わらず甘えん坊ぼうだ」

　するとイェンスの言葉にムッとしたように、ハルドルは眉まゆをひそめた。

「ソフィー、僕、ちょっと喋しやべれるようになった。少し、だけど」

　見上げてそう言われて、ソフィーは感激した。

「まあ！　レンマール語を覚えたのね！　すごい。賢かしこいわ」

　手放しで褒ほめると、ハルドルは嬉しそうな笑みを浮うかべた。

　次いで、兵士たちがふたりを取り囲む。

「イェンス様！　ありがとうございました！」

「君も！　なんという勇気のあるワルキューレだ！」

　兵士たちは、目を潤うるませながらイェンスやソフィーに礼を述べていく。

　戸と惑まどうソフィーはともかく、イェンスも困ったように、頬ほおをかいていた。

「……いや。ミケールを仕留めたのは、このソフィーだ。それに結局、結果は──」

　敗戦。そう言いかけて、イェンスは口をつぐんだ。

「まあ、勝利とはいきませんでしたけどね」

　いつの間に来たのか、後ろにマグヌスが立っていた。

「イェンス様。ソフィーさんに負けず劣おとらず、あなたも謙けん遜そんしすぎでしょう。あなた方は、レンマールを救ったのですから」

　マグヌスの言葉に背を押されるようにして、兵士たちは口々に叫さけんだ。

「そうだ！　イェンス様が乗り込んでくれなかったら！」

「それに戦場での的確な判断が、あったからこそ────」

　その中で、ひとりが冷静に言い切った。

「あなたのおかげで、被ひ害がいが最小限で済んだと思います」

　その言葉が嬉しかったのか、イェンスは痛みをこらえるように唇くちびるを噛かんでいた。

　兵士たちはいっそう勢いを増したように、涙なみだながらにイェンスに礼を述べていった。将校も、兵士も、後ろに控えていたワルキューレたちも。

　戦場で見ていたから、どれだけイェンスが努力していたか、彼らにはよくわかっていたのだろう。

　ざわめきの中、ソフィーは微笑ほほえんでイェンスを見上げた。

「そうですよ、イェンス様。あなたは、レンマールを救ったのです。想像したことがあります。このまま、戦争が続けばどうなるかと。とても恐おそろしかったです」

「……だが、ミケールにトドメを刺さしたのは、君だろう」

　イェンスはなおも頷うなずかず、ソフィーに話を振ふった。

「手がかりをくれて、時間を稼かせいでくれたのはイェンス様です。それに、作戦の立案をしたのも。あなたは──英えい雄ゆうです」

　その言葉に照れたように、イェンスは目を逸らした。すぐに、兵士たちが彼を囲んで話し始める。

「ねえ、ソフィー」

　急にハルドルに甘えた声で呼ばれて、ソフィーは「何？」とハルドルを見下ろす。

「ソフィーは、この後どこに行くの？」

「どこに？　……そうね」

　叙じよ勲くん式が終われば、ワルキューレでなくなって、故郷に帰ることになるだろう。

「家に帰るのよ」

「……ソフィーのおうち……僕も、行きたい」

　請こわれて、ソフィーは目を見開いた。

「でも──。あなたには、家族が……」

　ハルドルはシュオムで生まれ育った子どもだ。ソフィーが勝手に連れていっていいわけがない。

「だめ？」

　潤んだ目で問いかけられて、ソフィーは困ってイェンスを呼んだ。

「イェンス様、すみません──」

「どうした？」

　不思議そうな声を出して、イェンスが戻もどってくる。

「ハルドルが、私についていきたいと……」

　ソフィーが説明すると、イェンスがハルドルにシュオム語で話しかけてくれた。少し会話を交わした後、イェンスは肩かたをすくめた。

「あまり、いい家庭ではなかったようだな。ぶたれて、育ったようだ。そして、僅わずかな金で国に売られた。それはまあ──帰りたくないだろう」

　イェンスに通訳された内容に、ソフィーは眉をひそめた。

「元々、ハルドルはこれからどこに行く予定だったんですか？」

「条約が成ったからな。解放し、シュオムの家族に戻す予定だった。シュオムも、ハルドルがレンマールに捕とらえられて情報を吐はいた罪は問わないと言っているし、そのことは国の上層部以外に明かされることはないだろう。だが、これだけ本人が嫌いやがっているのなら、レンマールで保護することもできる。シュオムは、ハルドルの返へん還かんを要求していないからな」

　イェンスの話を聞いて、ソフィーは考え込んだ。

「ハルドルが私についていきたいと言うのなら、連れていってもいいですか」

「それはもちろん構わないが……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　イェンスはソフィーの家が貧しいと知っているから、当然心配そうだった。

「ワルキューレとしての報ほう酬しゆうをもらいましたし、叙勲式の後にまたお金をもらえると聞きましたから。ハルドルひとり養うぐらい、大丈夫です」

「それならいいが……ハルドルが長じたら、どうするつもりだ」

　たしかに、今はいいかもしれないが、成長したハルドルが居場所がないと思ったらどうすればいいのだろう。ソフィーの家はビョルンが継つぎ、家庭を築くことになる。ソフィーもどこぞの農家に嫁よめ入いりすることになるだろう。

　答えに窮きゆうしていると、イェンスが素す早ばやく提案してくれた。

「成長した後は、うちで引き取ろう。しばらくはソフィーのところで面めん倒どうを見てやってくれ」

「はい。でも、イェンス様のところは貴族の家なのに──」

「貴族の家だからこそ、いくらでも居場所はある。もしハルドルがシュオムに帰りたくなったら、伝つ手てを頼たよって帰すこともできる。ハルドルの情報のおかげで、あの計画が実行できたようなものだからな。恩義を返そう」

「それなら──。はい。しばらくは、うちで暮らしてもらって、ハルドルが成長したらイェンス様のところに」

「ああ、決まりだ」

　イェンスは早さつ速そく、ハルドルに早口で説明した。ハルドルは納なつ得とくしたのかしていないのか、ソフィーとイェンスを交こう互ごに見比べていた。
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　叙勲式の日、ソフィーは久々にワルキューレの軍服に袖そでを通した。

　ふうっ、と息をついて姿見の中に映る自分を見つめる。

　この青ざめた顔色とも、今日でお別れだ。叙勲式の後、ソフィーはワルキューレから普ふ通つうの人間に戻り、故郷に帰る。

　ソフィーが小部屋を出ると、廊ろう下かでイェンスが待っていた。彼も軍服に身を包んでいる。

「支し度たくできたか。……行こうか」

「はい」

　差し出された手を取り、背筋をしゃんと伸のばす。

　今日で、彼の隣となりにいるのも最後になる。そう思うとじわりと胸が痛んで、彼の手を強く握にぎってしまった。

　そんな気持ちを抱かかえたまま広場に出ると、寒空の下、多くの人々が集まっていた。

　王や貴族、軍人、そして──一角にいる女性たちは、元ワルキューレだろう。

　イェンスに手を引かれて、きれいに除雪された石いし畳だたみの上を歩く。喝かつ采さいが身を包み、体が高こう揚よう感かんで震ふるえた。

　王の待つ台座へ向かって、ソフィーとイェンスはゆっくり階段を上る。

　上り終え、跪ひざまずいたところで、王が声を張り上げた。

「レンマール王国軍将軍、イェンス・ベルンハルド！　よくぞこの国を守ってくれた！　優すぐれた将軍に贈られる雷らい霆てい勲章を授さずける！」

　王が紫むらさきの布の上に載のせられた勲章を差し出し、イェンスは押しいただくようにして受け取った。

「そして、レンマール王国軍将軍付きワルキューレ、ソフィー・ヤンセン！　そなたは我が国を脅おびやかす敵の正体を見破り、また中心となっていた魔ま術じゆつ師しを消しよう滅めつさせた！　この勲功にちなんで、新しい勲章を作った。戦乙女ワルキユーレ勲章だ。──受け取りなさい」

「はっ！」

　ソフィーは震える声で応答して、紫の布ごと勲章を受け取った。銀に輝かがやく勲章の中央には、戦乙女──ワルキューレが象かたどられていた。

「ふたりとも立って、皆みなに顔を見せてやりなさい」

　促うながされ、ソフィーとイェンスは立ち上がり──観衆の方を向いた。爆ばく発はつ的な拍はく手しゆが、沸わき起こる。

　ソフィーは、ワルキューレだった女性たちを見て、涙をこらえた。共に、生き残った仲間。あの絶望的な戦場で、戦い抜ぬいた娘むすめたち。

　戦いの中で死んでいった女性たちのことも、思い出す。

　たくさんの顔と名前が、浮うかんでは消えていく。

（ローネさん）

　最後に浮かんだのはやはり、ソフィーを教え諭さとしてくれた熟練のワルキューレ、ローネだった。彼女がいたからこそ、ソフィーはあそこまで活かつ躍やくできたと思っている。

　どうぞヴァルハラで見守っていて、と囁ささやいて──空を仰あおいだ。

「ソフィーさん、お願いします」

　マグヌスの声が響ひびいて、ソフィーは我われに返る。階段の下で、マグヌスが静かに佇たたずんでいた。

　見れば、城の壁かべに窓から魔術のかかった布が広げられていた。

（聞いていた、通りに）

　すうっ、と息を吸い、光の弓矢を顕けん現げんさせて、矢をつがえる。その慣れた動作に、人々からほうっと声が漏もれた。

「レンマールに、主神オーデインをはじめとする神々──そして戦乙女ワルキユーレのご加護を！」

　ソフィーは叫さけび、矢を放った。矢は正確に、布の中央に突つき立った。おおっ、と歓かん声せいがあがる。

　戻れ、と念じると矢はソフィーの手に戻った。また、観衆が沸く。特に、ワルキューレを見たことがなかった貴族たちは、興奮したように拍手喝采していた。

「英えい雄ゆうたちに、もう一度大きな拍手を！」

　王が叫び、またその場は拍手で満たされる。

　注目されることに慣れていないソフィーだったが、なんとかうつむかないように、ずっと胸を張っていた。
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　ソフィーはとうとう、マグヌスの手によって、ワルキューレから普通の人間に戻る魔術を施ほどこされた。

　ぼうっとして、神しん殿でん内を見み渡わたしてしまう。ワルキューレになった時は、遠ざかる心地ここちがしたものだが、今は逆だ。何もかも近すぎるような気がする。

　横たわっていた石台の上に手をつき、起き上がる。ただそれだけの動作なのに、石の冷たさが鮮あざやかで、神殿内を照らす松明たいまつが眩まぶしくて。

（これは慣れるまで、また時間がかかりそうだわ）

　ソフィーは石の台から降りて、マグヌスに頭を下げた。

「ありがとうございました」

「礼を言う必要はありません。しばらくは変な感じでしょうが、じきに慣れるはず」

「そう願ってます」

　マグヌスと談だん笑しようしながら、ソフィーは神殿を出た。すると、外でイェンスが佇んでいた。

「おや、イェンス様」

「終わったようだな。夜も遅おそいし、私がソフィーを居室まで送っていこう」

「そうですか。なら、任せましょうかね。私は神殿でまだ用事があるので。……ではまた」

　マグヌスは気を利きかせたように神殿に帰っていき、ソフィーは差し出されたイェンスの手を取った。

　胸が、苦しい。心なしか、ワルキューレの時よりも動どう悸きがひどい気がする。

　イェンスはソフィーの様子に気付かないのか、平然として長い廊下を歩き始める。城の神殿は、城内にあるので移動も楽だ。

　ふたりが歩いていると、貴族の一団がやってきた。

「ソフィーさん！　是ぜ非ひお話を！」

「……悪いが、ソフィーは疲つかれている。通してくれ」

　イェンスが厳しい面おも持もちで告げると、彼らは渋しぶ々しぶとだが道を空けた。式典が終わってから、ずっとこうだ。ソフィーは本当に、英雄視されてしまっているらしい。

　貴族に囲まれ、質問攻ぜめにされるのは心臓に悪かった。イェンスがこうして迎むかえにきてくれたのも、ソフィーが絡からまれないようにするためだろう。

　最後に想おもいを告げようと決めたのに、ソフィーはまだ心を決められないでいた。言えば、終わってしまう気がした。彼の複雑そうな顔を見たくなかったというのも、あるかもしれない。

　それに──「それは恋こいじゃない」と言われたら、どうすればいいのか。

　そうこうしている内に、ソフィーの泊とまっている部屋の前に着いた。

「明日は朝早くに、君の故郷行きの馬車が出る。早く寝ねるように。朝、迎えにいくから」

「は、はい。あの──イェンス様」

「何だ？」

　イェンスが首を傾かしげた時、懐なつかしい声が飛んできた。

「イェンス様、ソフィーさん！」

「ヨアンさん！」

　ヨアンが、にこにこして立っていた。

　彼ももちろん式典に出席していたのだが、タイミングが合わずに会えていなかったのだ。

　彼は今日ここに来るまで、ずっと砦とりでを守っていたらしい。シュオムが攻めてこないとわかっていても、警けい戒かいは必要だったからだ。

「ああ、まだふたりは帰ってきて顔を合わせてなかったか。──私はもう行かなくては。おやすみ、ソフィー、ヨアン」

「は、はい！」

「将軍、おやすみなさい」

　ふたりでイェンスを見送った後、ヨアンはきょとんとしていた。

「うん？　ソフィーさん、どうしたんですか？　様子が変ですが──あっ！　す、すみません。僕、邪じや魔ましちゃいましたか……」

「いえ、いいんです」

　どうせ先ほどは勇気が足りなくて、言えなかっただろう。明日にしよう、とソフィーは決めた。別れ際ぎわに、好きでしたと告白して。馬車で大泣きすればいい。

「ごめんなさい。つい、ソフィーさんを見て浮かれてしまって……」

「気にしないでください。イェンス様とは、明日も会えますから」

　微笑ほほえむと、ヨアンはホッとしたようだった。

「大活躍、お疲れ様でした」

　褒ほめられて、ソフィーは畏い縮しゆくしうつむいた。

「そんな……。ヨアンさんこそ、砦をしっかり守ってくださってたそうで」

「当然のことですよ。レンマールの誇ほこるワルキューレには敵かないません」

　ヨアンは明るい笑えみを浮かべた。

　あの子は生きて戻もどるだろう、とローネが言っていたことを思い出す。

　隣となりで見ていたローネだからこそ、わかったのだろう。

「明日、故郷に帰ってしまうんですね」

「ええ」

「淋さびしくなります。最後に、抱ほう擁ようしても？　……将軍に怒おこられるかな」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。是非！」

　と、ソフィーは自分からヨアンに抱だき付いた。ふたりは抱き締しめ合って、しばし目を閉じた。ソフィーの今の体は、温かいはずだ。もうワルキューレではないから。

　ヨアンとは、イェンスとは違ちがう不思議な絆きずなができた気がしていた。

　そうだわ、とソフィーはふと思いつく。

　ローネのつないでくれた縁えんだ。ローネと親しくなった者同士、ローネを失った者同士の──。

（ローネさん。あなたの戦士は素す敵てきな人ですね）

　そうだろう、と……どこからか声が聞こえた気がした──。

　しばらく余よ韻いんに浸ひたった後に部屋に入ると、規則正しい寝息が聞こえてきた。ハルドルは、安らかに眠ねむっているようだ。

　彼に「おやすみなさい」と囁いたら、彼はぱっちり目を開けてしまった。

「ハルドル！　……起こして、ごめんなさい」

「ううん」

　身を起こして、ハルドルはにっこり笑った。

「ごめんね、寝てていいのよ」

「いいの。僕、ソフィーと話したい、から」

「話って、何？」

「僕、ソフィーに甘えて、付いていきたいって言った。行かない方が、いい？　僕、ソフィーの仲間、たくさん殺した、きっと」

　ハルドルは涙なみだを流して、とぎれとぎれにそう言った。

「そんなことないわ。……ハルドル、あなたは利用されていたの。悪い魔術師にね。あなたが悪いんじゃない」

　ソフィーはそっと、ハルドルを抱き締めた。

「大丈夫。戦争は終わったわ。私たちはもう、殺し合わなくていい」

　実感をこめて囁ささやいて、ハルドルの背を撫なでた。

　そう。ようやく、終わったのだ──。

「もう忘れましょう。あなたは、私の家に来るの。私、家族が増えるの嬉うれしいんだから」

　ハルドルに聞き取れるようにゆっくりと言って、ソフィーはわざとらしいぐらい明るく笑ってみせた。つられたように、ハルドルも微笑む。

「うん。僕も、ソフィーと家族になる、嬉しい」

「よかった。さあ、寝ましょう。明日は早いわよ」

　ハルドルをもう一度横たわらせて、ソフィーは彼に布ふ団とんをかけてやる。彼は涙に潤うるんだ目を閉じ、数分後に眠ってしまった。

「……おやすみ」

　今度は起こさないように、小さな声で呟つぶやいて、ソフィーはハルドルの枕まくら元もとから離はなれた。
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　早朝に目覚めて、身み支じ度たくをし終えてから、ハルドルを起こす。彼は眠たそうにしながらも着き替がえていた。

　ふたりの準備が整った時、イェンスがやってきた。

「もう準備できたのか。早起きだな」

「ふふ。少し、気を張っていたのかもしれません。ぐっすり眠ったんですけど、焦あせるように起きてしまいました」

「そうか。荷物を持とう」

　イェンスはソフィーから鞄かばんを受け取り、先導してくれた。

　ハルドルと手をつないで、ソフィーはイェンスの後を追う。

　この後ろ姿を見るのも最後、と思うと、胸がぎゅうっと痛くなる。

「イェンス様。ふたりきりで、話したいことがあるんです」

　イェンスは足を止め、ソフィーを厳しい面おも持もちで振ふり返る。

「廊ろう下かだと人通りがあるな。……少し待ってくれ。君の荷物を馬車に積み込んでからの方が、落ち着くだろう」

「ええ、そうですね」

　ソフィーは緊きん張ちようで震ふるえそうになる唇くちびるを、どうにか笑みの形にした。




　城の門の前に停とまっている馬車に荷物を積み込み、ハルドルを先に乗せてから、イェンスは庭にソフィーを案内してくれた。

「……で、話とは？」

　見下ろされ、ソフィーは両手を握にぎり締めた。

「イェンス様。私、あなたに……ずっと恋こいをしてました」

　イェンスは眉まゆをひそめた。その表情が、哀かなしい。だけれども、ソフィーは続けた。彼の深い、青の目を見み据すえてしっかりと言葉を紡つむぐ。

「この恋は、偽にせ物ものなんかじゃありません。私は、あなたの高潔さと優やさしさに心こころ惹ひかれました。受け入れられないとわかっていて、募つのる想いがありました。私はあなたを、戦士として尊敬しています。それと同時に、恋れん情じようも抱いだいてました。それは、事実なんです……」

　我が慢まんしきれなくなって、ソフィーはうつむいてしまう。もう、彼の顔を見られなかった。

　その時、男性の声が響ひびき渡わたった。

「イェンス様！　国王陛下がお呼びです！」

「……あ、ああ！　すぐに行くと伝えてくれ！」

　兵士に言い返してから、イェンスはソフィーに向き直る。困ったような表情に、ソフィーの心が重くなる。

「ソフィー、すまないが行かなくては。戻もどってくるから、ここで待っていてくれるか。馬車は、待たせておけばいいから」

「は、はい」

「申し訳ない。では、すぐに戻るから」

　イェンスが走っていってしまった後、ソフィーは思い悩なやんだ。

（ここで待っていても、「すまない」と言われて失恋するだけ）

　もう、想いは伝えたのだ。哀しいけれど、すっきりしていた。

　ソフィーは頷うなずき、歩き出した。向かうのは、城の門の前だった。停まっていた馬車の御ぎよ者しや台だいに座る男が、ソフィーを見やる。

「あれ。将軍とのお話は終わったんですか？」

「ええ。出発してください」

　ソフィーの答えに、既すでに馬車に乗っていたハルドルは首を傾かしげていた。

「もう、終わったの？」

「ええ。もう、終わり」

　毅き然ぜんとして言い切って、ソフィーは馬車に乗り込み、扉とびらを閉めた。

　しばらくして、馬車が走り出す。窓の外を見て、ソフィーは遠ざかる風景に目を細める。

（イェンス様、お幸せに）

　あなたの隣となりで戦えて幸せでした、と心の中で呟いて──ソフィーは目を閉じた。
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　ソフィーは馬車に揺ゆられ、王都から故郷の村へと帰った。

　帰ってきたソフィーを見るなり、母は号ごう泣きゆうし、弟は飛びついてきた。

「お姉ちゃあああん！」

「ビョルン、ただいま。いい子にしてた？」

　温かい弟の体を抱だき締しめて、ソフィーは涙をこらえた。

「ソフィー、よく帰ってきた！　戦争が終わったって聞いて、期待はしてたんだけど」

　母は、ソフィーの体を包み込むようにして抱いた。

　そうか、とソフィーは苦く笑しようする。故郷にまでソフィーの戦せん勲くんの知らせは届いていないのだ。

（勲章を見せたら、びっくりするんじゃないかしら）

　いつ言い出そうか迷いながら、ソフィーは家族との再会にしばし浸ひたっていた。

「ソフィー」

　不安そうな声がして、ソフィーは後ろを振り返る。

「ハルドル、ごめんなさい。私の母と弟よ」

　ソフィーは母と弟を紹しよう介かいした。ふたりは、ハルドルを見て驚おどろいていた。

「この子は……どうしたんだい？」

　母に問われて、ソフィーは「彼は捕ほ虜りよになっていたシュオムの子どもよ」と語った。家庭環かん境きようがひどくて、シュオムにある実家に戻りたくないと言うので、連れてきたと。しばらくここで過ごした後、都にあるベルンハルド将軍の家に行くことになるだろうと。

　母と弟は、戸と惑まどいながらもハルドルを歓かん迎げいしてくれた。




　それから、いつも通りの暮らしが戻ってきた。

　だが、少し変わったことがあった。ソフィーの給金で、自分たちの畑を地主から買うことができたのだ。ビョルンは、この畑を継つぐことになる。

　それでもソフィーの給金や報ほう奨しよう金は、まだ余っている。何かあった時のために使おうね、と母が貯金を提案したのでソフィーも了りよう承しようした。

　慌あわただしくも平和な日々が過ぎ、レンマールの長い冬が明け、短い春が訪おとずれた。

　ソフィーは家の中で揺り椅い子すに座り、一いつ緒しよに木のおもちゃで遊ぶビョルンとハルドルを温かく見つめていた。

　ふたりはすっかり、仲良くなっていた。ハルドルはもう、かなりレンマール語が達者になっている。

「お姉ちゃん、今日はお客さん来ないの？」

　突とつ然ぜん、ビョルンが思い出したようにソフィーに尋たずねた。

「来ないはずよ。お母さんが、きつく言ってくれたから」

　ビョルンの質問に答えながら、ソフィーはそっと窓の外に目をやった。人ひと影かげがないことに、安あん堵どする。

　ソフィーの武勲の噂うわさがこの村にまで届いてからというもの、ソフィーの家は連日来客対応に追われた。

　救国の戦乙女ワルキユーレに是ぜ非ひ会いたい、と人々が押し寄せたのだ。初めは同じ村の住人だけだったが、段々と遠方から来る者が多くなった。

　初めは笑え顔がおで対応していたソフィーだが、さすがに毎日だと疲つかれてしまう。昨日、母親が来客たちに「ソフィーの負担になるので来訪は控ひかえてほしい」と告げたところだ。

「ふたりとも、今日はお客も来ないだろうし外に出られそうね。花畑に行きましょうか」

　誘さそうと、ふたりは嬉うれしそうに応じた。

　そうして三人は早さつ速そく支し度たくをして、家を出ることにした。




　晴れ渡った蒼そう穹きゆうを見上げて、ソフィーは微笑ほほえむ。ひんやりとした風が、頬ほおを撫なでる。

　前に目をやると、広がるのはディスタの花畑。黄こ金がね色いろの花が咲さく中、ビョルンが駆かけて、ハルドルが彼を追いかけた。

　そんなふたりを見守るソフィーに、声がかかる。

「おーい、ワルキューレのソフィーだろ！　あんた！」

　男が、こちらに向かって手を振ふっていた。

「いやー、やっと会えた。あんたの家に行ったら留守だったからさあ」

　中年の男に手を掴つかまれ、ソフィーは顔をしかめた。

「困ります」

「うーん？　いいじゃねえか。顔をよく見せとくれ。有り難がたいワルキューレの体、触さわるぐらいいいだろ？」

　そう言って、男のもう片方の手が伸のびてきた時──。

「止やめろ」と、凜りんとした声が響ひびいた。

　男とソフィーは、声の主の方を向く。

「何だあ？　あんた」

「彼女は嫌いやがっている。放せ」

　彼が剣けんの柄つかに手をかけると、男は「ひええ、ごめんなさい！」と叫さけんで、走っていってしまった。

「……イェンス様」

　ソフィーは、突然現れて助けてくれた青年を見上げた。

　黒くろ髪かみをなびかせ、彼はふわりと微笑む。戦場で見せていた厳しい顔が嘘うそのような、春風のごとくやわらかい笑み。

　そんな風に笑わないでほしかった。諦あきらめたのに、封ふうじた気持ちが興おこりそうになる。

「……僕たち、先に帰ってるね」

　気を利きかせたように言って、ハルドルがビョルンの腕うでを引っ張った。

「ハルドル。元気でやっているようだな」

「お久しぶりです」

　イェンスに微笑まれて、ハルドルは緊きん張ちようしながら頭を下げる。

「ビョルン、行こう。きっと大切な話があるんだよ」

　そして止める間もなく、ハルドルは戸惑うビョルンを連れて立ち去ってしまった。

　ふたりが行ったことを確かく認にんしてから、ソフィーはイェンスに向き直った。

「久しいな、ソフィー。元気だったか」

「はい」

　落ち着かなくて、ソフィーはうつむき、手をいじった。真っ直すぐに、イェンスの目を見られなかった。

（どうして、イェンス様がここに──）

　ソフィーの焦しよう燥そうをよそに、イェンスは気楽に世間話を続ける。

「ハルドルは血色がよくなったな。ここでの暮らしは順調か」

「ええ。レンマール語もすっかり達者になって、ごはんもたくさん食べます。私の弟のビョルンと仲良く、毎日遊んでいます。家の仕事もよく手伝ってくれて、母さんも喜んでいます」

　早口で、ソフィーはハルドルの状じよう況きようを語った。

　そこでソフィーは顔を上げたが、彼の真っ直ぐな視線に耐たえ切れず、またうつむく。

　しかし、イェンスに顎あごに手をかけられて、上を向かされた。

「世間話は、これで終わりだ」

　ため息交じりに告げて、イェンスはソフィーに顔を近付けた。

「あの時、話の途と中ちゆうで帰っただろう。その続きを、しにきたんだ」

　彼の表情にも語気にも、怒いかりは滲にじんでいなかった。だが、目を逸そらすことを許してはくれなかった。強い力で、顔が固定されている。

　目をつむりそうになると、「ちゃんと私を見ろ」と𠮟しかられた。

「……すみませんでした。でも──」

「でも、じゃない。愚おろか者」

　イェンスはソフィーから手を離はなし、腕を組んでため息をついた。

「だって──私は、伝えただけで満足でしたから」

「本当に？」

「…………いえ。だけど……イェンス様には、婚こん約やく者がいるんでしょう？」

　ソフィーの問いに、イェンスはまた深々とため息をついた。

「いつ、私がそんなことを言った」

「え？　で、でも貴族は幼い頃ころから婚約を結ぶことが多いって、どこかで──」

「普ふ通つうの貴族なら、婚約者がいるんだろうがな。私の家は、幼い頃に婚約させないことにしている。元々、そこまでいい家系ではないからな。言っただろう。外国貴族扱あつかいされていると。……それより、どうして逃にげたか聞きたい」

　問い詰つめられて、ソフィーはぽつりと呟つぶやいた。

「……怖こわかったんです」

　弱音にも似た、本音がとうとう零こぼれ出てしまう。

「あなたの返事を聞けば、この恋こいは終わってしまう。私はもう少し──この恋に、浸ひたっていたかった」

　誰だれよりも高潔な人を愛し、共に戦ったこと。それはソフィーの誇ほこりだった。どうせ叶かなわない恋ならいっそ、返事を聞かずに去ろうと思ってしまった。

「勲くん章しようをもらったワルキューレが、怖おじ気づくとは呆あきれるな」

　こつり、とイェンスはソフィーの額を指でつついた。

「ソフィー。その恋は終わりにはならない。私も、あれから考えた。告白を何度も思い返しては悩なやみ、君がどうして逃げたのか煩はん悶もんした」

　イェンスは澄すんだ青い目で、ソフィーを見み据すえた。

「そして、ようやく、答えに辿たどり着いた。どうやら、私も君のことが好きなのだと気付いた」

「…………嘘？」

「嘘なものか。数カ月考えたんだ。これは偽にせ物ものではない。錯さつ覚かくではない。共に戦った、聡そう明めいな少女。絶望の満ちる戦場で、諦めない君の姿は……眩まぶしかった。今、君はワルキューレではなく私も戦士ではない。真っ直ぐに君を見て、言える。君をワルキューレとして尊敬している。それと同時に、戦士でない私も君を求めている」

　ソフィーの目に涙なみだが溢あふれ、その拍ひよう子しにイェンスに抱だき寄せられた。

「君がいなくなって初めて、喪そう失しつ感かんに気付いたんだ」

　甘い囁ささやきに、ソフィーは体を強こわ張ばらせた。

「正直、私も迷った。ここで平へい穏おんに暮らす君の生活を脅おびやかして、いいのかと。ソフィー。貴族の生活は楽とは言えない。いちから作法を叩たたき込み、奥方の仕事や社交をしてもらわなくてはならない。……それでも君が大だい丈じよう夫ぶなら、婚約を結ぼう」

　イェンスは真剣に、問いかけた。

　咄とつ嗟さには答えられなかった。イェンスの真剣さに応こたえるように、じっくりと考える。

[image: ]

　そう、ソフィーは字も読むことができない。これから貴族の奥方になるには、途方もない努力を要するだろう。だけれども──。

「覚かく悟ごは、あります」

　差し出された手を、怯えてはねのけたくはなかった。

（大丈夫。私は、あの凍いてついた戦場を生き抜ぬいた）

　ソフィーはゆっくり深呼吸をして、頷うなずいた。

「──私は、あなたと一いつ緒しよに生きたいです」

　その答えに満足したように、イェンスは目を細めて頷いた。

「よく言ってくれた。君の聡明さなら、それほど時間はかからない。私も精せい一いつ杯ぱい、君を支えるから」

　どうか傍そばにいてくれ、とイェンスはソフィーの耳に口を寄せ、囁いた。

「なに、身分差も大丈夫だ。君は勲章をもらったほどのワルキューレで、英えい雄ゆうなのだから。将軍の私と結婚するのに、誰も異議を唱えない。──一応、国王にも許可を取ってある」

　その用よう意い周しゆう到とうさに、ソフィーは感激した。

　あとは、ソフィーの気持ちを確かめるだけでいい状態にしていたのだろう。

「……確認が遅おくれたが、あの告白はまだ有効だろうな？」

「もちろんです」

「ならば、新しい関係を始めようか。ソフィー」

　これから、新しい絆きずなを築いていく。そう考えると嬉うれしくて、ソフィーはイェンスの背に回した手に力を込めた。

「……はい！　でも、もう一度だけ呼ばせてください」

　彼の胸から顔を離して、ずっと焦こがれていた双そう眸ぼうを仰あおぐ。

「──私の戦士」

　ソフィーの呼びかけに応えて、イェンスもそっと囁いた。

「……私のワルキューレ」

　戦士とワルキューレとして呼び合うのは、これで最後。

　戦場で培つちかった絆は、ぞくぞくするほど崇すう高こうなものだった。

「命果てるまで添そい遂とげ、共にヴァルハラに行こう」

　イェンスの告白に、ソフィーは涙を流して「はい」と頷いた。







　あとがき







　はじめまして。第十八回角川ビーンズ小説大賞で奨しよう励れい賞を受賞し、デビューの運びとなった青あお川かわ志し帆ほと申します。今作は投とう稿こう作「死に挑むワルキューレ」を改題、改かい稿こうしたものになります。

　小説家になりたいな、と思ったのはいつの日だったか。夢が叶かなってとても嬉うれしく、今でも信じられない気持ちでいっぱいです。改めて、審しん査さに関かかわってくださった皆みな様さまに感謝いたします。




　本書をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

　北ほく欧おう風架か空くう世界に、ようこそ！

　北欧風ファンタジーということで、地理など実際の北欧とは色々違ちがいますが、北欧をベースに作り上げた架空の世界となっております。ちなみに北欧神話圏けんに限定したかったので、フィンランドを除く北欧諸国（デンマーク・ノルウェー・スウェーデン・アイスランド）がモチーフとなっています。

　こういう世界を舞ぶ台たいに、主人公のソフィーやヒーローのイェンスがどういう風に活かつ躍やくするのか、見守っていただけると嬉しいです。




　担当様、本当にお世話になっております。改稿に際し、丁てい寧ねいなご指導ありがとうございました。

　鳴なる海みゆき様、素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。ラフをいただいた時の感動、忘れられません。格好良くてかわいくて、最高です！

　編集部の皆様、更さらに、本書が本になるまで関わってくださった全すべての方々に御お礼れい申し上げます。

　また、いつも快く相談に乗ってくれて、応おう援えんしてくれる友人たちや家族に感謝を。




　そして、この物語を手に取ってくださり、一いつ緒しよに駆かけ抜ぬけてくれた皆様、またはこれから駆け抜けてくださる皆様。本当にありがとうございます。少しでも楽しんでいただけたら幸いに存じます。

　またお会いできますように！
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